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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　『祈いのり』とは、儚はかない粉雪のようだ。

　さらさらと音もなく降り、心に敷しき詰つめられていく。

　雪をまとって力強く駆かけ出したとき、『祈り』は『願い』へと生まれ変わるのだ。
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「陽ひ女め神がみの力はまだおまえのなかにある。そうだろう？──『緋ひ宮みや』」

　励はげますように力強く告げるその人を、私は知っていた。

　彼女の姿が鮮あざやかに、脳のう裏りに蘇よみがえる。長い黒くろ髪かみ。華はなのある成熟した美しさ。一見冷たそうなのに、意外と明るく笑う。

「あなたは……架か々が裏りさんなの？」

　信じられない思いで、尋たずねる。

　闇やみの奥で手を握にぎり返してくれる彼女の、小さな笑い声が耳に届いた。







　私は目を瞬またたかせた。

　架々裏さんの笑い声を聞いた瞬しゆん間かん、心を覆おおっていた暗雲が一息で吹ふき飛ばされたかのような感覚に襲おそわれる。それは少しの恐おそれを私にもたらした。ぎくしゃくと視線を動かす。

「あ……」

　あたり一面、ぬるい闇。巨きよ人じん用かというほど大きな鳥居に、太い縄なわで封ふうじられた球形の岩戸。私は今、その岩戸の隙すき間まに手を伸のばしている。逆側の手には花のついた枝があった。

「なんで、花を持っているの？」

　すぐには状じよう況きようを理解できず、混乱してしまう。

　私はここでなにをしているんだろう。いや、そもそもここはどういう場所なのか。

　自分が握り締しめている花の枝を訝いぶかしみながら、ゆっくりと記き憶おくを辿たどる。

　この枝は、そう……『緋宮』仕えの神かみ女めである図と世よさんが渡わたしてくれたものだ。

　緋宮──天てん祖そ陽女神の末まつ裔えいで、幽ゆう玄げん国たる蒸む槻きを陰かげながら霊れい的てきに守護する女性。

　日本生まれの暢のん気きないち女子高生でしかなかった私だけれども、どんな運命の悪戯いたずらかこの不思議異世界に迷い込み、今の世の緋宮として目されることになった。

　生活習慣も常識も異なる蒸槻。初めの頃ころは国の護ご女じよとしてなにをすればいいかもわからず困難の連続だった。それでも毎日を手て探さぐりで進むうち、少しずつ変わっていく。まれびとの私に対する拒きよ絶ぜつをあらわにしていた帰き鼓こ廷ていのみんなとも、やっと和解の兆きざしが見えたんだ。

　ところが、私が蒸槻を出て、人間の仇きゆう敵てきとされる滸こ楽らく一族と暮らすあいだに、新たな緋宮が選ばれるという衝しよう撃げき的な事態が起きてしまう。

　春日かすがさんという名の、同年代の少女が新しん暦れきを開くのだと。

「ああ、そうだ」

　自分の身に起きたことが次々と明めい瞭りように思い出される。滸楽と密通したと断罪され、緋宮の位を取り上げられたのちに蒸む槻き国の主、俱く七な帝ていの手で界の川へと突つき落とされたんだった。

　新暦を始めるには代だい替がわりの種が必要となる。それを得るため彼らは私を贄にえとした。

「だとするとここは」

　かつて犠ぎ牲せいとなった者たちの怨えん嗟さが蔓延はびこる、救いのない界の川のなかだ。

　それで、気がついたらこの奇き怪かいな岩戸の前にいた。

　奥には、荒あら神がみと化した花神や代々の緋宮の霊れいがいる。ここは死者が行き着く黄泉よみの世界なんだ。私の身はきっと彼女たちの吐はき出す怨嗟に引き寄せられたに違ちがいない。だから。

「架か々が裏りさん」

　この人も、いるんだろう。

　私が開いた暦れきの前に、かつて緋宮であった人だった。







「──まだ立ち上がっていけるだろう、知ち夏か？」

　叱しかるような、それでいて優やさしく宥なだめるような声こわ音ねに、私はもう一度目を瞬かせた。

「立ち上がる……？」

　もしも自分に姉がいたらこんな感じなんだろうか、とぼんやり考える。

　怒ど鳴なられているわけじゃないのに、心を揺ゆさぶる静かな力があった。

「引き返せ。ここは昏くらき淵ふち、おまえが来るのは早すぎる」

「架々裏さん、でも私は、もう」

「我が堕おちたのは道理の内。定めが生む憎ぞう悪おに屈くつし、なにも変えようとはしなかった。ただ苦しみを苦しみのままに受け止め、怨嗟とともに這はい回ったのみ。まれびとの娘むすめ、おまえは容易たやすく屈するな」

　私は闇のなかで繫つながれている架々裏さんの手の感かん触しよくに集中した。

　美しかった容姿とは結びつかない、小枝に似た細い指だった。骨に皮ばかりがくっついているような。わずかな体温すら感じない。

　架々裏さんの最後の姿を思い出す。衰おとろえた神じん力りよくを補うために異形の和わ爾に族と契ちぎったせいで、半分魔ま物もののような身体からだに変わってしまっていた。

「怨嗟とともに」と自じ嘲ちようするけれど、架々裏さんもまた苦痛に塗まみれた『緋宮』の末路を変えようと必死に戦っていたんじゃないか。今なら彼女の心情がよくわかる。

　緋宮の位につきまとう恐きよう怖ふと屈くつ辱じよく。怯おびえずにはいられない。

　そう思い至って、急に涙なみだが噴ふきこぼれた。自分の内に巣くった色いろ濃こい怒いかりや憎にくしみを、同じ役目を負っていた架々裏さんになら隠かくさずに見せられる。

「ひどいよ、こんなのってないよ、私がなにをしたっていうの。陽ひ女め神がみなんて知らないよ、どうして犠牲にならなきゃいけないの！」

「ああ」

「緋宮になんかなりたくなかった。身分だってほしくない、好きな人たちと笑い合ったり支え合って、穏おだやかに過ごしたいだけなのに！　そのくらい望んでもいいじゃない！」

「そうだな」

　肯こう定ていをくれた架か々が裏りさんにすがりつきたい衝しよう動どうが生まれる。

　私は岩戸の奥へ進もうとした。でも、架々裏さんはその甘えを許してはくれなかった。繫いだ手にぐっと力をこめ、私の身体を押し戻もどす。

　慰なぐさめ合えると期待した彼女にまで冷たく突き放された気分になり、顔が歪ゆがんだ。

「架々裏さん、なんで！」

「知夏」

　私の憤いきどおりを流す柔やわらかな声に、びくりと肩かたが揺れる。

「前に、我を守ると大口を叩たたいたな」

「……い、言ったけど！」

「なら、守れ」

　え、と私は涙をとめ、目を丸くした。

「我が身はこうして光差さぬ黄泉に落ちた。いずれはこの愚おろかな心も黄泉に満ち溢あふれる淀よどみに染まり、正気も失うせる。ならば今、わずかたりとも残っている架々裏の心を知夏に渡そう。聞き届けてくれるか、知夏。我が心を守り抜ぬき、血ち塗まみれになりながらも闇を駆かけ、そうとも、それこそ天の華たる女神のように輝かがやかしく、清らな袖そでを振ふって、凜りんと立ち上がってくれはせぬか」

「な──」

「闇にいたくはないのだ。おまえの胸にことりと、架々裏の心をひとかけら置いておくれ」

「ずるい!!　そんなふうに言うのは、ずるい！　私がどんな目に遭あってここに来たと思うの!?　まれびとだって拒こばまれることにずっと耐たえてきた。なのに蒸む槻きの人たちは……俱く七な帝ていたちは私を殺そうとしたんだよ！　それでも立ち上がれって言うの？　みんなの元に戻ればまた裏切りの繰くり返し──」

「覚えていようか、知夏。我らが『緋宮』として向き合ったあの日のことを」

「え……」

　突とつ然ぜんの話の転てん換かんに、勢いを削そがれてしまう。

「刑けい場じようで対たい峙じしたろう？　おまえは見事隼はや鉄てつの花を咲さかせた。爛らん漫まんと、美しく神こう々ごうしかった。あれはおまえが緋宮として目覚めた瞬間だったはず」

「そんなの、私は望んでなんか」

「おまえは、死なぬ、と言った。『何度でも蘇る』と」

　すぐには思い出せず、困こん惑わくしてしまう。刑場で磔はりつけにされたときのことだろうか。

「道理も知らぬ無知な小こ娘むすめに好き放題言われ、まこと憎らしく思ったが、同時に総毛立ったものよ。おのれの命運を剣けんのごとき言にて覆くつがえすと誓ちかうこの娘は、もしやいずれ、世をもかしずかせるのではと」

　架か々が裏りさんの声に羨せん望ぼうの響ひびきを感じ取り、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れてしまう。

「我と対するたび、おまえは激しく誓ってきた。蒸む槻きを守る、我を守る……。絶えず躓つまずきながらも意気を損じぬ娘。ふふ、どうにも腹立たしいのに、いつしか胸がすくような心地ここちになった」

「架々……」

「だからおまえに、夢を望む。蒸槻の新たな世の夢を」

「──あ」

　架々裏さんの心が、私の胸にことりと落ちた気がした。それがじわじわと全身に熱を走らせる。凍こおり付いて固まっていた心臓を動かそうとするように。

「この架々裏が頼たのむのだ。聞き届けねば。なあ？」

「架々裏さん!!」

　それでもすぐには頷うなずけなかった。

　白しら雨さめさんや未み不ふ嶺ねさん、九く支しさん……信じていた人々からの裏切りに、どれほど打ちのめされたか。受けた痛みは、決して軽いものじゃない。

　ここを出て地上へ戻れば、もっと惨むごい目に遭う可能性がある。

　元の世界に背を向け、この蒸槻を選んだのは自分だ。だから、いまやここが第二の故郷で、確かに「守りたい」と何度も願ってきたけれど──もう諦あきらめても許されるんじゃないか。なにも考えずに休みたい。

「でも……架々裏さんが、そんなことを言うから！」

　私に、夢を望む。

　諦めるはずだったのに、心が息を吹ふき返そうとしている。

　もう一回立ち上がってみようか、って。

「知夏、よいな。おまえは強い娘だな？」

　強くない。だから強くなりたい。架々裏さんの手をきゅっと握にぎる。

　逃にげたい気持ちと、戦いたい気持ち。その二つが激しくせめぎあう。

　まだ頑がん張ばれるはず。いや、これ以上は無理。なぜ私だけが犠牲に……。

　最後の苦く悩のうを突き崩くずすように、「知夏」と優しく架々裏さんが呼ぶ。そのたびに鼓こ動どうは速くなっていく。私は爪つま先さき立ちになるほど大きく深呼吸をした。

　──挫くじけたらそこまでだ。

　もっともっと見つめなければいけないことがある。知らなければいけないこと、叶かなえたいことがたくさんある。大事なものも、手のひらに残っているはず。

　たとえば、ほら、優やさしくて時々暴君様な胡こ汀てい。ずっと味方でいてくれた伊い織おり。仲間思いな遠とお凪なぎさんや滸こ楽らくたち。それに、ちょっととぼけていてお人ひと好よしな神様たち。

　まだまだこんなに、大好きだと胸を張って言えることがあるじゃない。

「……私」

　戻らなきゃ。

　その思いが、身体中に響き渡わたった。

　きゅむっとなにかが励はげますように、頰ほおにすり寄ってくる。

　川に落とされる前、帯に潜もぐってくっついてきた碁ご子こちゃんだ。

　この碁子ちゃんたちだって、いつの間にかカワイイ存在になっている。

「知夏、まれびとのおまえが蒸む槻きに現れたのには必ず意味がある。天の巻が終わるのだと、黄泉よみの亡もう者じやどもがざわめいている。そういうとき、歴は動く──いや、動かすことができるはず」

「天の巻？」

　架か々が裏りさんの言葉に、我に返った。どこかでその言葉を聞いた覚えがある。

　そんなに昔の出来事じゃない。どこでだっただろう。確か、胡汀と一いつ緒しよに世話になった、蒸槻の外にある『のさら』の地じゃなかったか。そこまで考えた瞬しゆん間かん、ふと特とく徴ちよう的な容よう貌ぼうの神様が脳のう裏りに浮うかんだ。歌か舞ぶ伎き役者のような化け粧しようを施ほどこした山神、いやびこ様。

　この神様が、同じ言葉を口にしていたはずだ。それに、花神の持ち物だと言って、きれいな薄うすい羽は衣ごろもを渡してくれたんだっけ。

「花神の羽衣を探せ」

「えっ？　は、羽衣を？」

　ちょうどそれを思い出していたため、驚おどろいた。

「天界ではなく地上に必ずあるという。我の知る限りでは、帰き鼓こ廷ていには祀まつられておらぬ」

「……もしかしたらその羽衣、知っているかもしれないんだけれど……どうして必要なの？」

　私は戸と惑まどった。いやびこ様から渡された羽衣でたぶん合っているんだろう。

　でもあれは、私や白雨さんたちを逃がすために囮おとりになってくれた胡汀のもとにある。

　彼の姿が頭に浮かぶと同時に、胸が熱くなった。

　胡汀を攫さらいに行くって約束したのに、それを忘れていたなんて。

「本来花神は天つ神の命にて、蒸槻の地を平定するはずだった。ならば当然、守護神たる者には世を保つための神じん器ぎが与あたえられる」

「あ、そういえば、前に矛ほこを手にしたことがあった」

「そう、矛が世を鳴動させるものなら、羽衣は──」

　ふいに架々裏さんは、言葉を途と中ちゆうで切った。大きな地鳴りとともに、震しん動どうが伝わる。

　私は身体からだを強こわ張ばらせた。繫つないだままだった架々裏さんの手にも緊きん張ちようが走る。

　揺ゆれはおさまらず、岩戸の奥でぐじゅりと泥どろをかき回すような奇き怪かいな音が聞こえた。

「今のは、なに？」

　不気味な地鳴りもまだ続いている。

「──ゆけ、知夏」

「え？　で、でも」

「花神が怨うらみとともに地上を這はい回るときにしか、岩戸は開かぬ。だが川に落ちたおまえとともに花神は地上から戻もどってきた。そろそろ戸が、閉まる頃ころだ」

　のさらの地を巡めぐっていたへどろ塗まみれの花神の姿が思い出された。

「戸が閉まるって……待って！」

　繫いだままの手をとっさに強く引っ張った。架か々が裏りさんと離はなれたくない。

　すると──わずかな抵てい抗こうのあと、ずぶっとこちら側に引き寄せることができた。

　女性一人の……架々裏さんの体重分にはとても届かない軽さに、ぞくりとする。

「あっ！」

　目を疑う。私が引っ張ったのはミイラめいた、肘ひじから下の細い手だった。それが見る間に乾かわき、土つち塊くれと化してぼろぼろと崩れ落ちる。

「か、架々裏さん、腕うでがっ」

「ふふ、まことに不思議なこと。無知な娘むすめだとあんなに憎にくく、腹立たしく思っていたのに。だが会えてよかった。我ら、違ちがう形で会おうていれば、姉妹のように睦むつまじくいられたろうか？」
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　優しく穏おだやかな声だった。

「おゆき」

　架か々が裏りさんの言葉が耳に滑すべり込んだ直後。反対側の手で持っていた枝の花が、わっと賑にぎわうような凄すさまじい勢いで飛散し、私の周囲を巡った。

　私は茫ぼう然ぜんとした。舞まい踊おどる無数の花びらのなかに、ふわりとなにかの残像を見る。

　淡あわい色の背はい子しに袖そで、泳ぐ裳も裾すそ。頭には小花の冠かんむりを載のせている。花精のような可か憐れんな姿だ。

　白雨さんに似通ったその美しい容貌を、知っている。ついさっき花神に見せられた惨い過去の景色。花神の末路を嘆なげいて楽土の乙女おとめたちが次々と地上に飛び降り、殉じゆん死しした。

　彼女は、花神に仕えたその乙女──花はな守もりの一人だ。

「架々っ……！」

　花はな吹雪ふぶきで、視界が白く濁にごる。

　顔を庇かばおうと、私はとっさに片かた腕うでをあげた。宙に舞う花びらの一部が流れを変え、身にまとわりつく。

　いや、花びらの一部じゃない。幻まぼろしのように身体が透すけている花守の乙女が、私の腕を摑つかんでいた。彼女は「早く動け」と急せかすように、くいっと私を引っ張った。

　つんのめるようにして一歩進む。それが誘さそい水みずとなって、次の一歩を自然に踏ふみ出させた。先導する花守の乙女とともに、私は走った。

　でも勢いがつく前に一度、振ふり向かずにはいられなかった。

「いつか、巡りゆく世でもう一度──知夏」

　薄うす闇やみのなか、遠ざかる岩戸の隙すき間まが、地を削けずるような重い音を立てて閉とざされていく。架々裏さんとの繫がりを断たち切るように。

　乙女の手を振り払はらって、あちらへ戻ろうか。そういう迷いが心に生まれたのを諫いさめるように、肩かたの上の碁ご子こちゃんがぱたぱたと小さな羽を動かした。

　架々裏さん。

　あなたが本当に羨うらやましかった。きれいで高貴な立ち姿。跪ひざまずきたくなるような威い厳げんがあった。緋ひ宮みやの任についたばかりの頃、架々裏さんのために私を暗殺しようとした剣けん士したちがいた。比ひ較かくされるたび、胸がざわめいた。勝ちたいと対たい抗こう心を持ったことも。

「架々裏さん！」

　それらすべての思い以上に、わかり合いたかった。私は元いた世界でどんな日々を過ごしていたかを打ち明け、架々裏さんはこの異世界でどういう毎日を送っていたかを打ち明ける。

　互たがいの価値観に驚き、悩なやみ、時には受け入れられず腹を立てたり悲しくなったりしながらも、少しずつ近づいてみたかった。一個、また一個と、交こう互ごにパズルのピースを埋うめていくように。

　それがなにひとつできなかったのが、こんなに切ない。

「いつか必ず、迎むかえにくる！」

　私も、もう一度会いたいよ。

　それまでは架か々が裏りさんの心を預かっておく。
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　真夜中の桜トンネルを走っているような感覚だった。

　月も星もないけれど、真っ黒の地面には白い花びらが点々と敷しき詰つめられている。上空に目をやれば、ちらほらと、やっぱり花びらが舞っていた。

「それとも、雪？」

　私の独白に、音もなく先を進む半はん透とう明めいの花守の乙女がちょっと振り向いた。

　整った顔は本当に、白雨さんにそっくりだ。いや、彼女より少しだけ顔が幼いかもしれない。私と同じくらいの年とし頃ごろだろうか？

　あの夜を思い出す。日本での最後の夜。天地の境もかき消した。白と黒の──。

　走る勢いが落ちた私を促うながすように、花守の乙女が強く腕を引っ張る。そのしかめっ面つらがまた白雨さんによく似ていて、胸にかすかな痛みをもたらす。

　私の祖が陽ひ女め神がみであるように、きっと白雨さんの祖はこの花守の乙女なんだろう。

　さらに胸がきゅうっと痛む。

　楽土の花守と花神のあいだには誰だれにも割り込めない強い絆きずなと情がある。

　彼女たちは花神のために、自ら命を投げ出した。そういう神かみ世よの光景を見たばかりだ。

　顔をわずかに歪ゆがませてしまったのが、花守の乙女にばれたらしい。急におろおろとした気き遣づかわしげな表情を浮うかべ、走る速度を落とす。私が疲ひ労ろうしていると誤解したようだ。

　心配そうな彼女の様子を見れば、かつての陽女神がどれほど慕したわれていたか詳くわしく説明されずともわかる。

「大だい丈じよう夫ぶ。急ごう？」

　私は無理やり微笑ほほえみ、花落ちる黒い地面を力強く蹴けった。右も左も真っ暗なので、いったいどこを走っているのかさっぱりわからない。勿もち論ろん出口の在処ありかも皆かい目もく見当がつかない。

「ここってまだ黒川のなかだよね？」

　かれこれ二十分は走っただろうに、身体的な疲つかれは一いつ切さい感じない。

　まさか同じ場所をぐるぐると回っているとか。

　疑問に思って振り向くも、巨きよ大だいな鳥居と岩戸はもうどこにも見当たらない。

　常識では計れない事態ならこれまで何度も体験してきた。悩むだけ無む駄だなのかも。

　そもそも花守の乙女は本当に出口へ向かっているんだろうか。

　不安を深めながらも乙女に従って暗闇のなかを突つき進んでいると、そのうち左右にもやもやとした細長い物体が立ち並ぶようになった。

「え……これって竹？　へどろ製の竹林？」

　天を突く槍やりのように、無数のどろどろした黒く長い竹が左右に密生している。ここっていったいどういう場所なのか。眉み間けんに皺しわを寄せて竹林を見つめたときだ。

「待って、白雨さ……じゃなくて花守さん！　竹たけ藪やぶの向こうに今なにかよぎった！」

　獣けもののような黒い影かげに見えた。

　花守の乙女はもっと速く走れというように、憂うれい顔で私の腕うでを引っ張った。

　目の端はしに再び怪しい黒い影がよぎる。

「私たちを追ってきてる？」

　どきりとした。岩戸から出てきた花神の成れの果て？　それとも亡もう者じやだろうか。

　私を岩戸に引きずり込むため、追い掛かけてきたのかもしれない。

「でも、これは」

　──違ちがう、花神たちじゃない。もっと別のなにか。

　そうだ、川のなかにいるモノだ。奇き怪かいな流れを見せる黒い界の川に落ちるたび『なにか』の声を聞いたはず。この世界に来るきっかけとなった始まりの川でも、また「河かわ方かたの儀ぎ」という結界強化のための贄にえとされたときにも。

　なのに地上に戻もどった途と端たん、『なにか』の存在をきれいさっぱりと忘れてしまうんだ。

　それに気づいた瞬しゆん間かん、二重に響ひびくような不気味な咆ほう哮こうとともに黒い影──獣めいた姿の『なにか』が竹藪の奥から躍おどり出てきた。

「ひゃあっ!?」

　思わず足を止めた私を庇うように花守の乙女が前に立ち、大きく袖を振った。

　うねる花びらの渦うず。けれども凶きよう暴ぼうな『なにか』は怯ひるむことなく跳ちよう躍やくし、花びらの渦でできた盾たてを突き破って突とつ進しんしてきた。

「やめっ……！」

　それは一いつ瞬しゆんのことだった。

　『なにか』が花守の乙女の腹部に勢いよく嚙かみ付いた。直後、半透明の花守の乙女の姿が、ぱあっと花びらに変わって儚はかなく散ってしまう。

　私は指一本動かせなかった。明かりのない暗い異次元のなかだというのに、ゆっくりとこっちに向き直った『なにか』の肢し体たいがはっきりと目に映る。

　初めてだった。こうして静かに向き合うのは。

　『なにか』は無感動な仕草で、くわえていた枝を捨てた。折れた枝。私がずっと握にぎっていたものだった。

「どうして」

　『なにか』が一歩、近づいた。

　体長は美び獣じゆう様くらいあるのに、さほど大きく見えない。獣じゆう毛もうがないため、というのも理由のひとつだろうけれど、一番は、骨の形が浮き出るほどやせ細っているせいだ。

　あやかしの百ひやく目めみたいに黒い皮ひ膚ふの至る所に気味の悪い目がついている。異様に長い耳にまである。

　私の怯おびえを察したように『なにか』は急に動きをとめ、そこに座った。

「え……」

　てっきり襲おそわれるんだと覚かく悟ごしたのに、なぜ大人しくなったんだろう。

　もしかしてこっちが声をかけるのを待っているんだろうか？

　ごくっと音を立てて唾液を飲み込んだあと、私は勇気を振ふり絞しぼって口を開いた。

「あなたと、たぶん……何度か会ってるよね？」

　暗い川のなかで、繰くり返し声を聞いた。

「私のことを贄の定めの哀あわれな女神って呼んでた」

　怨うらみばかりが降り注ぐのだとも。

　躊躇ためらいながらも思い切って『なにか』に近づく。すると予想外なことに、『なにか』は臆おくするようにびくりと尾おを揺ゆらし、後退の仕草を見せた。

　そこに「恥はじ」を感じ取る。私に姿をしげしげと見られていることを嫌いやがっている？

「あなたは……」

　私はこめかみを押さえ、急いで記き憶おくを手た繰ぐった。

　岩戸の前で、花神に神世の景色を見せられた。そこに『なにか』に関する情報があったはず。

「──ことじろ？」

　記憶がはっきりと舞まい戻ってくる前に、勝手に言葉が口をついて出た。

　黒い獣姿の『なにか』──ことじろが、ひれ伏ふすように頭こうべを垂れた。

「あなたは、ことじろの魂たましいだ」

　確信を持って断言した直後、神世の景色で知った彼の本来の姿が脳のう裏りに浮かんだ。

　ことじろ。元は天つ神が産んだ二番目の女神、久く久く理り波は須す比び売め様の子だ。天つ神の怒いかりを買い、地に埋うめられそうになった。それを陽ひ女め神がみの兄である月つき神がみが憐あわれみ、救った。

　でも、ことじろは天つ神をずっと怨んでいたんだよね？

　だからその復ふく讐しゆうとして私を……陽女神を。

　私はじっとことじろを見つめた。

　それだけだろうか？

「ことじろは──陽女神を、好きだったの？」

　ことじろの全身に浮き上がっている無数の目が、一いつ斉せいに瞬まばたきをした。肯こう定ていの証あかしに見えた。私は言葉を失い、立ち尽つくした。

　好きだったから、陽女神を穢けがした。

　好きだったから、陽ひ女め神がみの首を刎はねた龍りゆう神じんを殺した。

　馬ば鹿かなけだもの！　と花神は罵ののしり声をあげていた。龍神が我が子と気づいたのは殺あやめたあとなんだと。

　ことじろは神々をさらに怨み、龍神を産んだ河に投身したという。それが皮肉にも蒸む槻きを護まもる巨大な結界となった。ことじろの抱いだく怨みが、河方の儀の起源だ。

「ことじろはずっとこの川の底に一人でいたの……？」

　星ほし神がみのように転生することも、花神のように地上を巡めぐることも許されず、長い長い時間を光のない闇やみの底で一人きり。たまに落ちてくるのは、自身と同じように憎ぞう悪おに染まった河方の儀による生いけ贄にえたちの魂。

　本当に、ただひたすら怨みばかりが降り注いでいた。

「ことじろ」

　この醜みにくい獣に対する確かな色いろ濃こい憎悪が、心にある。

　怒りに彩いろどられた激情の熱で喉のどが塞ふさがり、身体からだが焼け落ちそうだ。よくも──よくも。

　私は指先で強く瞼まぶたを押さえ、崩くずれ落ちないよう全身に力を入れた。

　膨ふくれ上がる負の感情。それと同時に、胸を刺さすような深い孤こ独どくも感じてしまう。

　雪のように降る数多あまたの怨えん嗟さを浴びながら、永遠に近い時間をこの川底で一人きり……。

　許せないのに、心が震ふるえる。

　瞼から手を離はなし、私は細く呼吸した。どう言葉を繫つなげていいかわからず、もう一歩近づくと、ことじろははっきりと嫌がる素そ振ぶりを見せた。

　私が憎にくんでいるのを、十分理解している姿だった。

「……ことじろ。私は、もう行かなくちゃ」

　許しを与あたえることも、憎悪をぶつけることもできない。自分の気持ちをごまかして、私は顔を背そむけ、呟つぶやいた。

　接近は拒こばむくせに、私がここから脱だつ出しゆつするのは認めないらしい。ことじろはゆるりと立ち上がった。

「どいて」

　ことじろがぶるっと頭かぶりを振る。

『行くな』

　今までと違って、ことじろの言葉がしっかりと耳に届いた。実際に声を発しているというより、頭に直接音を送ってきているらしい。

『女神、行くな。私はずっとこの人ひと世よを見てきた。他者の犠ぎ牲せいを厭いとわぬ利己的な者ども。我が血を継つぐ非情な王たちは同じ過あやまちばかりを今も繰り返す』

「それを、とめないと」

『この川に、いったい幾いく人にんの緋ひ宮みやが投げ込まれてきたことか。なれども、私の声に振り向いたのはおまえのみだった』

「ことじろ」

『女神は決して私を愛さぬと、知っている。永久に憎み続けたままでよい。だが、行くな。私は憎まれながらもおまえを守り続けるだろう』

　切なげな響ひびきに、胸が詰つまる。ことじろは本当に陽ひ女め神がみを好きだったんだろう。

　奪うばってやりたかったんだ、天つ神からも、月神からも星神からも。

　両陽女神が慕したっているのは月神だけだ。どれほど望んでも心を傾かたむけてくれる日は来ないとわかっていたから、せめて憎まれる道を選んだの？

「ばか、ことじろの、ばか」

　急に、かっと頭に血が上る。これは花神の激情ではなく『知夏』が抱くもどかしさと怒りだ。

　誰だれも彼もを虜とりこにし、骨ほね抜ぬきにすべしという定めを背負った花神。ことじろも例に漏もれず、こうして命運を狂くるわされた。それでも子孫の私は、男神たちを翻弄した花神自身も十分すぎる絶望を味わったと訴うつたえたくなる。

　ことじろなんて……もう本当に、十発どころか千発くらい殴おう打だしてやりたい。

　──この壮そう絶ぜつな寂さびしささえ見なければ。

　私は爪つめが割れそうになるほど強く拳こぶしを握った。唾つば吐はく勢いで罵り、手を振り上げれば、今だけはきっと楽になれる。傷つけたい、復讐したいという気持ちは増す一方だ。

　それを行動に移したあと、どうなるだろう。

　自分の顔を正視できるだろうか。預かった架か々が裏りさんの心まで汚けがしてしまわないだろうか。

　色いろ褪あせた希望のない未来だけを摑つかむはめになるんじゃ？

「そんなのは、嫌だ。いつまでも『苦しい、憎い』だなんて言いたくない。怒りのなかに、留とどまってなんかやらない。こんな怨み、全部振り払はらってやりたいの！」

『行くな』

　ことじろは恫どう喝かつするように低く唸うなった。私も負けじと、精せい一いつ杯ぱい睨にらみつける。

『行くな、行くな。私の欲が清き常とこ世よとなるはずの地を怨嗟で黒く染め抜ぬいた。陽ひたる乙女おとめの血を継いだおまえが地上に戻もどれば、再び怨みの刻ときが巡るだろう。もはや同じ苦痛をおまえに与えるものか。誰にも、与えさせるものか。誰にも。誰にも……』

　ことじろは狂きよう犬けんのように喉を鳴らし、鋭するどい牙きばを見せた。唾だ液えきがその牙の隙すき間まからだらだらとこぼれ落ちる。全身に浮ういている目玉も興奮状態を示すように充じゆう血けつしていた。

　正気を欠いたその姿に恐おそれがわき、つい一歩引き下がってしまう。それがよくなかった。

『ああ、やはり！　おまえもあの無む垢くな、陽たる乙女と変わらぬのか。誰も私を選ばぬ、誰も私を顧かえりみぬ。天つ神が千古に続くはずの幸さちと光を奪ったからだ、それが私の定めだと！』

「ことじろっ」

　ことじろは背をしならせながら激しく吠ほえた。

　骨が浮き出ていた目玉だらけの胴どう体たいが奇き怪かいな動きを見せた。煮にえたぎった油でも浴びたように無数の水すい疱ほうがぶくぶくと広がり、私の背せ丈たけほどまで巨きよ大だい化する。

「な、なに!?」

　私はよろめき、数歩下がった。

　一気に化け物じみた変化を遂とげたことじろが、じりっと脚あしを引きずって近づいてくる。

『どこへも行かせはせぬ。我が言が聞けぬと言うなら、おまえも怨嗟の底で一ひと塊かたまりの泥でい土どと成り果てよ。かつての女たち、かつての贄にえたちのように終わりなき地じ獄ごくの刻を延々と、天、地、人、隈くまなく憎んでいくがよい』

　ことじろは嘲ちよう笑しようを聞かせると、後頭部まで裂さけたのではと思うくらい大きく口を開き、唾液塗まみれの真っ赤な太い舌を伸のばした。今にも水疱が弾はじけそうな不気味な胴体がぎゅっと伸しん縮しゆくする。勢いをためて、私に飛びかかるつもりなんだ。

　恐きよう怖ふのあまり肩かたの上で仮死状態の碁ご子こちゃんを落とさないよう握にぎり締しめつつ、私は慌あわてて逃にげ出した。これはもう話し合いのできる雰ふん囲い気きじゃない！

「って、どこに行けば……っ」

　とにかく、花はな守もりの乙女が目指していた方向を探す。真っ暗な世界に聳そびえ立つへどろの竹林。この奥へと駆かけていけばいいんだろうか。

　走りながらちらっと見上げ、仰ぎよう天てんした。

　へどろの竹がチョコレートのように溶とけ始めていた。滴したたる雫しずくが生き物のようににゅるりと動く。その先せん端たんはどれも人間の手そっくりだ。私を捕つかまえようとしている。

「ことじろ、元に戻って！」

　私は声を張り上げた。竹林の怪かい異いも、ことじろの変化が原因に違ちがいない。

「ことじろったら！」

　呼びかけに、返事はもらえなかった。荒あらい息づかいが背後まで迫せまってきている。

　はっと振ふり向く。洞ほら穴あなのような黒々としたことじろの口。ダメだ、飲み込まれる──。

　戦せん慄りつとともに目を瞑つぶったときだ。

　片手のなかの碁子ちゃんが突とつ然ぜん、ぷみゅっと飛び上がった。

「えっ！」

　碁子ちゃんは宙に浮いた状態で威い勢せいよく鳴き声を響かせた。

　キィンという到とう底てい生き物とは思えないような鋭えい利りな金属音。てっきり碁子ちゃんには声帯がないんだろうと信じていたので、本気で驚おどろいてしまう。

　ことじろも強い警けい戒かいを見せ、瞬しゆん時じに距きよ離りを取って油断なくこちらを窺うかがう。

「危なっ……」

　ちびた羽を必死にばたつかせているけれど、碁子ちゃんは本来飛ひ翔しようできる鳥じゃない。

　私は両手を広げ、ゆるやかに落下する碁子ちゃんを受け止めた。

　手のひらに碁ご子こちゃんが乗った瞬間、その丸くてつるりとした胴体が、水を注入しすぎた風船のように勢いよく弾け飛んだ。

「碁子ちゃん!?」

　鱗りん粉ぷんめいた光がぱあっと周囲に広がる。

「──」

　それが緩ゆるやかな川の流れのようにうねり、やがて私の前に──胸を知らず知らず震ふるわせる美しい一人の青年の姿を生み出した。

　私は茫ぼう然ぜんと、その青年の背中を見つめた。

　花守の乙女と同様、淡あわい光をまとうその姿はほんの少し透すけている。

　雅みやびな古代衣装。金と銀の糸を用いて花をあしらった広ひろ袖そで。白玉のような光こう沢たくを持つ絹の生き地じ。袖や裾すそから覗のぞく色の合わせも美しく、飾かざり帯も華はなやかだ。天てん女によめいた薄うすい領巾ひれを尾おのように腕うでからさらりと垂らしている。天てん冠かんなどはなく、艶つやのある長い黒くろ髪かみを背に流していた。

　──これは。この人は。

　急に視界がにじんだ。私の……『知夏』の意思とは無関係に、次々と涙なみだが頰ほおを滑すべり落ちる。

　胸のなかが嵐あらしのようだ。恋こいしさ、苦しさ、憎にくさ。どれも同じくらいの比重で激しくせめぎ合い、呼吸もままならない。

「あ……兄……」

　腹部の奥にある陽ひ女め神がみの神じん力りよくが暴れ狂い、『知夏』の意識を遠ざけていく。

　なんとかしないと身も心も乗っ取られそうだ。焦あせりを感じながらも、業ごう火かのように強きよう烈れつな陽女神の念を封ふうじきれない。兄君様、と陽女神が叫さけんでいる。でも、違う。私の、『知夏』の兄じゃないのに。彼はあの日、静せい寂じやくに包まれた雪祭りの夜に、やめて、叫ばないで、違う違う、私の兄なんかじゃ──。

　兄君様、兄君様。陽女神の叫びが幾いく重えにもこだまする。『知夏』が小さくなっていく。

　そう、兄だ、いや、違う。なにも違わない、この人は。

「兄君様!!」

　──私の、兄君様だ。

　胸が痛くて痛くて、どうにかなりそう。

「待って……どうして、碁子ちゃんが兄君様を……」

　私は必死に陽女神の念に抗あらがい、『知夏』の意識を保とうとした。

「確か……確か、碁子ちゃんは」

　兄君様の悲ひ嘆たんの涙により溶かされた聖鉄だ。長い月日のなかで変成し、五国の礎いしずえたる子──碁子ちゃんになった。胡こ汀ていが以前、そういう話をしてくれた。

　でも胡汀って──誰だっけ。

　わからない、思い出せない。いや、今なにより重要なのは兄君様だ。

　淡く輝かがやくその背へと、小刻みに震える指を伸ばす。

　けれど、触ふれる前に、愛いとしい人の背はゆるりと離はなれ、肉にく塊かいと化したことじろのほうへ向かっていった。

『おやめ』

　彼は優やさしい声で呼びかけ、怯おびえたように萎い縮しゆくすることじろにそっと手を置く。異形と化していたことじろの姿が、するすると元のやせ細った獣けものに戻っていった。

『この子は我らの恋した乙女ではないよ』

　兄君様の残ざん酷こくなその一言に、心臓を貫つらぬかれた。懸けん命めいに押さえ込んでいた陽ひ女め神がみの念が一気に噴ふき上がり、私の──『知夏』の意識を飲み込んでしまう。

「兄君様、なんという……」

　恋した乙女ではない？

　激しい怒いかりが私のなかで渦うずをまく。魂たましいを焦こがす溶よう岩がんのような憎ぞう悪お。

　恋した乙女ではないと、あなたが言うのか。

　──光り輝くこの私、天の華と囃はやし立てられ、是ぜも非もなくひたすら傀かい儡らいのように愛されろと、そう定められた私。

　それでも私はあなただけを恋こい慕したった。あなたも私を『愛し乙女』と甘く呼ばわったはず。

　なのに、恋してはいないと。

　では、私とはなんだったのだ。

「──どの口が!!」

　私は怒りを[image: 迸]ほとばしらせ、兄君様の薄はく情じような背中に飛びついた。けれども透けたその身に触れることはかなわない。代わりに思うさま、呪しゆを垂れ流す。

「どの口が言う!!　愛しいと、恋しいと、そう睦むつ言ごとのように囁ささやいたのは誰だれなのだ、ただの実のない空から筒づつであったのか。穢けがれし畜ちく生しようどもに私の力を奪うばわせるため虚きよ言げんを浴びせたというのか！　宜よろしくあそべ、このあめつち、光る玉の一対ついとなりいでまししらせと、ほぎと平定の誓ちかいを授さずけておきながら──ああっ、憎し天つ神と謀はかったのか!!　ならば私はなんのために……！」

　とまらない憎悪に目の前が赤く染まる。

　──違う、違う、待ってよ。私は……『知夏』の心は、そうじゃなくて。

　陽女神に支配された心の片かた隅すみで、『知夏』の意識が必死にもがいている。これは私の身体からだだって。

　──憎しみに乗っ取られるのは嫌いや、私は、私のままでいたい！

「兄……っ」

　こめかみを強く押さえ、倒たおれそうになるのを堪こらえたとき、兄君様がふと振り向いた。

　繊せん細さいな優しい美び貌ぼう。どこか困ったように微笑ほほえんでいる。

　激流のような憎悪のなかで、『知夏』がぼんやり思い出す。

　あの遠い夜、白と黒だけで作られた万まん華げ鏡きようのような凍こごえる夜。やっぱりあの人だ、雪祭りのときに会ったコスプレ美形兄様。

　恋し君、と私を呼んだじゃないか。どうか許しを、と。

　そうして私をこの見知らぬ蒸む槻き国に引っ張りこみ、過か酷こくな緋ひ宮みやの運命を与あたえた。

　──許し……。

　一いつ瞬しゆん『知夏』に戻もどりかけた心が、再びの憎悪をまとう。

「なにを、許せという。そうまで見苦しく卑ひ劣れつな方であったのか。あなたの裏切りを、私が許せるとでも。無む垢くな花は既すでにない。私の胸にはもはや憎しみの澱おりのみが詰つまっているのに、涼すずしい顔で許せだと！」

　発ほつ作さ的に笑いがこみ上げた。

「聞かせてあげる、兄君様。あなた方が私を地上へ向かわせたあと、いったいなにが起きたと思う。──さあことじろ！　おまえも話しておあげ。地に押さえつけ、この身を幾いく度ども貫いたろう！　天へ伸のばした手を無情に叩たたき落としただろう！　男の欲にむせながら私は悲鳴をあげ続けた。あなたには届かなかったか、いや、私の悲鳴を肴さかなに、天つ神と笑っていたか」

　笑いがとまらず、私はひっくり返りそうになった。

　それまで沈ちん黙もくを守っていた兄君様が静かな仕草で私の頰に触れた。

　ぴたりと、発作がおさまった。

『おやめ』

　先刻のことじろのように、私も操あやつるつもりなのか。

　そんな卑ひ怯きような真似まねはさせない。

　もう二度と……。

『まれびとの乙女おとめ。君に我らの罪を押し付けてしまった。君は我らの乙女その人ではないのに』

「──あ」

　どくっと大きく心臓が跳はねた。我らの乙女その人では──。

『君の名は』

　私のなかで、陽ひ女め神がみが悲鳴を上げている気がした。

　脳のう裏りに突とつ然ぜん不思議な光景が広がる。真っ暗な岩戸の奥で、荒あら神がみと化した陽女神がなにも聞きたくないというように両耳を塞ふさぎ、叫んでいる。そんな悲しい光景。

『我らの乙女によく似た君。名を』

「……知夏」

　兄君様は微笑んだ。気弱で、長閑のどかで、他者を疑うことを知らぬ清らかな方。昔とまったく変わらないその微笑みに、肩かたの力が抜ぬける。

　憎しみがほろほろと乾かわいた錆さびのように心から剝はがれ落ちていくのがわかった。

「私は、知夏なの……花神本人じゃなくて」

『うん』

　さっきとは違ちがう熱い涙なみだが頰ほおを伝った。

「私は、花神じゃない」

　言葉を振ふり絞しぼる。これは私の身体。陽ひ女め神がみは祖であって、自分自身じゃない。

　私が味わったつらさは、私だけのもの。

　陽女神が味わったつらさは、陽女神だけのもの。

　誰にも肩かた代がわりはできない。

「ああ……」

　私は細く嘆たん息そくした。一筋の涙が頰を伝う。自分のなかからやっと陽女神の苦しい念……魂のかけらのようなものが解き放たれていくのがわかった。

「兄君……月つき神がみ様？」

『うん』

　嬉うれしそうに頷うなずく月神様。こういうのほほんとした神様だから、かつての陽女神──花神は熱く誓ったんだっけ。月神様を守るため無敗の戦いくさ女神になるんだって。

『知夏』

　月神様は憂うれいを帯びた様子で名を呼んだ。

　彼の優しい瞳ひとみは、うずくまっていることじろへと流れた。

　ことじろはひたすら私たちを見つめている。月神様が私を連れ去ろうとしたらすぐさま嚙かみ付いてやる、そう言いたげな警けい戒かいの体勢だった。

　過去に囚とらわれたままなのは花神だけじゃなくてこのことじろもだ。

「月神様は私に、ことじろも許してやってと言いたかったの？」

　私はそっとことじろの前に膝ひざをついた。

「でも私は花神本人じゃないから……ねえことじろ。花神は、きっとことじろの謝罪を待っているよ」

　その顔に触ふれようとした瞬間、ことじろは俊しゆん敏びんに飛び退のいた。

　唸うなる合間になにかを呟つぶやいている。頭に直接働きかける声。逃にがさない、行かせない、ここに留とどまらねば我が子孫が花神を傷つける……。

　確かにここに留まれば、今以上に傷を増やすことはないんだろう。

　対立することになってしまった人々の顔が次々と脳裏に浮うかぶ。信しん頼らいし、笑えみを向けた人々に手を振り払われるのは、胸を抉えぐるほど悲しい経験だった。でも。

「傷つくこともないけれど、幸せになる努力もできない。それはきっと、生きていくなかで一番不幸なことだ」

　何度も「もう駄だ目め、つらいよ！」って思ったし、受けた痛みは未いまだ私を苛さいなむ。

　それでも私を励はげまし、心を預けてくれる人がいる。

　攫さらいに行くのを、待ってくれている人だって。

　彼らを思い出すと、なんだか胸が高鳴って力いっぱい飛び跳ねたい気持ちになる。

　死ぬほど落ち込んで、泣き言も十分こぼしたんだから、そろそろ浮ふ上じようする番だよ。

　うん、いつまでも立ち止まってなんかいられない。

　未来に向かって、私はまだまだ走り続けたいんだもの！

　だけど、ことじろは過去にがんじがらめのままだ。

　苦痛を与えてしまった花神に償つぐなうこともせず、償う方法もわからず。

「だからまず花神によく似た私の『許し』が必要なんだね？」

　擬ぎ似じ的な解放だ。しばらくのあいだはことじろを安らかにする。

「だけど、いつか気づく。偽にせ物ものの許しだって」

　そこからがことじろの戦いになるんだ。

　この考えで、合っているだろうか。少し不安になりつつ月神様の反応を窺うかがう。……なんで月神様まで、私につられておどおどするんですか、もう！

　仕方ない神様だなあと呆あきれる反面、ちょっとおかしくなった。

　まるで人間のように悩なやみ、迷い、罪を犯おかす神様たち。決して全知全能の存在じゃない。

　逆か。神様たちに感情があるから、その子孫の私たち人間もこんなに心が豊かなんだ。

「ことじろ」

　許すよ。

　私は囁ささやいた。ことじろが私を凝ぎよう視しする。赤く濁にごった目に変化はない。私の言葉が届いていないんだろう。

　本当は、花神の受けた苦痛を知ってしまった以上、簡単にことじろを解放なんてしてあげたくない。

　だけど今のことじろの魂たましいは、多くの怨うらみを浴びすぎたせいでなにも受け付けない状態だ。

　この分厚い怨みを、先に溶とかさないと。

　私の『許し』は準備段階みたいなものだ。

「だから──転生を」

　何度も生まれ変わり、男になって、女になって、成長して、老いて、幸福のなかで蒸む槻き国の歴史を見つめてほしい。数えきれないほどの犠ぎ牲せいと憎ぞう悪おで織り上げられたこの国を。

　彩いろどりのある生を送るうちに、いつかことじろの魂に届くだろう。そして遠い世、ことじろの魂が天の世界に戻ることができたとき、のたうち回るくらい苦しみを味わえばいい。

　たくさん後こう悔かいすればいいと思う。

　それから花神の魂と向かい合ってほしい。「決して許さない」と、花神本人に罵ののしられるべきだ。本当の贖しよく罪ざいを始めるための一歩として。

　月神様はふわりと片手を掲かかげ、集結させた光の粒りゆう子しから矛ほこを作り出した。雪祭りの夜、私を助けてくれたときに投げた豪ごう奢しやな矛に少し似ていた。

「貸して」

　月神様は自分の手でことじろを貫つらぬくつもりだったんだろうけれど、いや、無理。やる前から切なげにことじろを見つめているあなたには無理なの、わかってます。

　私は立ち上がり、月神様の手から強ごう引いんに矛を奪うばった。いざというとき、男性よりも女性のほうが強いよね。

「ことじろ、未来へ行って」

　私は指がしびれるくらい矛を強く握にぎり、勢いをつけてその、一頭の醜みにくい獣けものに突つき立てた。

　深い闇やみを揺ゆるがすほどの咆ほう哮こうと強風。髪かみをなびかせ、衣ころもの裾すそをはためかせる。

　これは遠い未来へと向かう風。

　私は目を瞑つぶり、静せい寂じやくが戻もどるのを待った。
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　手のなかの矛が消しよう滅めつした感かん触しよくに、ぱっと瞼まぶたを開く。

「あれ？」

　周囲にはまだ果てしない闇が広がっている。でも、不ふ吉きつなへどろ製の竹林はもう影かげも形もない。ひらひらと降ってくるのは、花びらによく似た白い雪。

　そして目の前には、月光のような淡あわい輝かがやきをまとう繊せん細さいな顔がん貌ぼうの月神様。ことじろの姿はかき消えていた。

「月神様、私、蒸む槻きに戻らないと」

　わかってる、というように月神様は小さく頷く。

「あの……お別れする前に、聞きたいことが」

　私はそこで口ごもった。

　なぜ、花神を裏切ったの？

『異界のかわいい君、どうか神々の呪じゆ縛ばくを解き放っておくれ』

　月神様の姿が次し第だいに薄うすまり、歪ゆがんでいくのがわかった。

『そうすれば、わたしの一族は……滸こ楽らくと呼ばれし一族は滅ほろびの環わから解放され、希望の種が宿るだろう。そのときわたしも、ようやく罪が許される。今も昔もわたしが恋こい焦こがれるのはあの、いつくし女め神がみなのだから』

　思い出した、ことじろの怨みを宥なだめるため、天つ神は栄えい華がを約束したって！

「月神様が、遠凪さんの……滸楽の祖なんだね？」

　ああっ、なんで月つき神がみ様の姿が消えそうになってるの。

　矛を作るために力を使ったせい？　でも待って、ことじろの魂はずっと界の川にいたとして、じゃあ月神様の魂はいったいどこに？

『女神の悲鳴を知るまで、わたしは天の宮で愚おろかにも胸を躍おどらせ、待っていた。いとし君が訪おとずれるからと、そう天つ神に──』

　ぐんにゃりと月神様の姿が変形し、言葉も聞き取りにくくなっていく。

　手を伸のばそうとすると、月神様は拒きよ否ひするように小さく首を振ふった。

　それよりも私に真実を告げることが優先だというようにすばやく口を開く。

『あの悲鳴を聞くまでは、花はな園ぞのに舞まう蝶ちようのごとく浮かれていた。事を知ったのち、君のもとへ行こうと幾いく度ど試ためしたか。だが、宮は開かない。指が折れるほど搔かいても、扉とびらは』

　切ない声に、胸を衝つかれる。

『女神の降格後、天つ神に諭さとされたよ。女神はわたしを裏切り異国神と添そい遂とげようとしたのだと。でもわたしの愛いとしい乙女が、他ほかの男など選ぶものか。女神を捜さがしに、わたしは黄泉よみへくだった。それがかの神の怒いかりを買うことに。それほど陽ひ女め神がみと添い遂げたいなら、そうせよと。ただし──けだものと化して憎にくまれながら』

「……え？」

『わたしと、ことじろの定めは入れ替かわった。ことじろの一族はわたしの代わりに蒸む槻きの王として栄華を。わたしの一族は、本来ことじろが辿たどるはずのけだものの道を』

　だから月神様を祖に持つ一族が、滸楽として疎まれることに？　子孫である遠凪さんの容姿が「ことじろ」に似ているのは、それが原因なのかも。

　天つ神の誓ちかいにより、月神様の面おも影かげがきれいに排はい除じよされることになったんだ。

『わたしは黄泉の主あるじとなった。けれども、この身がけだものと化したゆえに、正気を失っている女神は気づいてはくれない。「ことじろ」だと思い違ちがいをしている。穢けがれしけだものと黄泉でも契ちぎる定めかと、女神はさらなる憎悪をまとう』

「そんな」

『だが、贄にえとされた緋ひ宮みやたちの怨おん念ねんが、とうとう天つ神の敷しいた定めに小さな風穴を開けた。わたしの女神は憎悪の高まるとき、その穴を通って地上へ駆かけていく。憎きわたしの一族の安あん寧ねいを壊こわすため。蒸槻を統すべる王たちこそが「ことじろ」の一族だと知らぬままに』

「でも変だよ、花神が蒸槻に来たことなんてなかったはず──」

　そこで理解した。川の界だ。

　ことじろや贄たちの憎悪で編み上げられた黒川の結界が、荒あら神がみと化した花神までも阻はばんでいるんだ！

『この時代を待っていた、天つ神の築いた天の巻がようやく終わりを告げる。大いなる歴を変えることができるのは、このとき以外にありはしな……異…の君よ、だか…どうか…………を、……………』

「月神様！」

　最後のほうを、聞き取れない。

　月神様を包んでいた淡い光が消え、代わりにそこに残ったのは滸こ楽らくによく似た獣の姿だった。

「あっ、待って！」

　獣はもう私の言葉が理解できない様子で低く唸うなると、身を翻ひるがえし、闇の奥へと駆けていった。そっちは私と花はな守もりの乙女おとめが走ってきた側──岩戸のある方角だった。

「!!」

　音もなく降り注いでいた花びらが突とつ如じよ、雪のようにふぶき始める。

　真正面から強風にあおられ、私は慌あわてて顔を庇かばった。

　胸が浮うき上がるような、異様な浮ふ遊ゆう感かん。地面までも消しよう滅めつし、足あし下もとが不安定になる。

　闇が急に動き出した。ごうっと耳元で音が響ひびく。川の流れに酷こく似じした音だ。

　それも当然だった。ここは怨みに満ちた川のなか。出口なんて存在しない、深い深い淀よどみのなか──。

　今まで普ふ通つうにできていた呼吸さえ、うまくできなくなる。

　息苦しさに、私はもがいた。なにかを摑つかもうと、必死に腕うでを伸ばす。

　天は見えない。私の願いを聞いてくれない。光も射ささず、ただ暗いだけだ。

　でも心まで、真っ暗のままじゃない。

　──萎しおれてなんかやるものか。

　架か々が裏りさんに月神様。私に夢を、願いを託たくしてくれた。大好きな人もいる。

　それに道を違たがえてしまった人々。私は諦あきらめが悪いから、裏切ったままでは終わらせない。

　こうなったらとことんぶつかってやるんだ。朝あさ火ひさんには伝えたいことがある。未み不ふ嶺ねさんとだって、もっと話をしたい。俱く七な帝ていに犬扱あつかいなんてさせないんだから。

　ちっとも思い通りになってくれない緋ひ剣けんたち。

　私だって、運命の思い通りになんかなってやらない。まだ戦える。

　何度泣くことがあったって、最後まで負けずに、立ち上がっていきたいの！
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　霞かすむ目に、光が細く届いた。

　もっと必死に手を伸ばす。あの光を摑むことができれば、きっと。

　希望を胸に、懸けん命めいにもがいたときだった。誰だれかが、私の手首を力強く摑んだ。

　闇一色だった世界に、頭上から光が一気に差し込み──。

「──つくづく清きよ姫ひめは、川で溺おぼれるのがお好きなようだ」

　誰かが私の身体からだをざぱっと勢いよく引き上げた。

　それと同時に、全身に重力が戻ってくる。

「うっ、ごほっ、ううっ」

　うええ、口のなかが泥どろ臭くさい！　なんかぬるっとした藻もが顔や身体にはりついてる！

「っていうか、寒!!」

　どうなってるの。川のなかにいるはずなのになんでこんなに寒いわけ？

　私ったら川に落ちる率高いけど、一度もこういう寒さを感じたことはなかったのに！

　それに、視界もいきなり明るくなってる。

　眩まぶしさに瞼まぶたを開けていられない。雪の白が目に突つき刺ささるみたいで……え？

「え、ええ。ええっ!?」

　咳せき込みながら周囲の様子をすばやく確かめる。

　ここは川のなかじゃない。どこか寂さびしい雪景色が広がっている。

　ということは本当に私、地上に戻もどってこれたんだよね？

　瞼が痙けい攣れんするくらい忙せわしなく瞬まばたきをしたあとで、ふと視線を横に流す。

「……」

　私は数秒、放心した。よく見知った人が隣となりにいる。

　一見冷れい淡たんそうなのに、本当は仲間思いな滸こ楽らくの王。

「遠凪さん!!」

　ごつい角に、艶つややかな黒くろ髪かみ。もふもふの毛皮を羽織っている。彼の背後には、数人の滸楽の男が控ひかえていた。

「遠凪さんが、私を川から引き上げてくれたの!?」

　嬉うれしくなって、がばりと彼の両手を握にぎった。

　思い返せば以前にも、美び獣じゆう姿の遠凪さんに川から助けてもらった覚えがある。

「よかった、無事だったんだ！　みんなも大だい丈じよう夫ぶだった？　洲す沙さや、それに白雨さんとは合流……」

　言葉の途と中ちゆうで違い和わ感かんに気づく。

　なぜか全員、茫ぼう然ぜんと私を見つめている。まるで異物を前にしたような目だ。遠凪さんまでもがそんな不思議な目を向けて、絶句している。

「──ああっ、私ってば内衣しか着てないけどこれには深い事情があって、決して好きで破は廉れん恥ちな格好をしているわけじゃないし、大体この頭からぶら下がってる川藻はなに？　さっきからすごく邪じや魔まで」

　衣ころもの上から身体にべったりとはり付く川藻を摑んだところで、ようやく私も自分に起きている異変に気がついた。

　水中にずっといたせいなんだろうか。

「肌はだがなんだか、やけにつやつや？」

　月光を弾はじいているような、まろやかな肌になっている。実際に光り輝かがやいているのとは違うんだけれど、ついそんな錯さつ覚かくをしてしまいそうになるくらい奇き妙みように悩なやましい。

「それに、川藻じゃなくて……髪かみ？」

　私は片手で持ち上げたその長いものを、まじまじと凝ぎよう視しした。

　元々私の髪って真っ黒というよりは茶系なんだけど……それにしても、これって。肌と同じで、別に金きん髪ぱつに変わったってわけじゃないのになにかきらきらしているような感じ。

「どうして、こんなに長くなってるの？」

　肩かたより長いって程度だったはずだ。なのに今は、立ち上がったらくるぶしまで届くんじゃないかというほどに伸のびている。

「なにが起きたの、私の身体」

　皆みなが惚ほうけている理由がわかり、血の気が引いた。まさか顔まで変わっているんだろうか。

　もしかして全員、私だと気づいていないとか？　あやかしだと誤解されているのかも。

　でも体型は変わっているように見えないんだけど！

「私、知夏です、怪あやしくないです」

　泣きそうになりながら訴うつたえると、全員が大きく肩を揺ゆらした。遠凪さん以外の滸こ楽らくたちが、揃そろったようにざっと平へい伏ふくする。

「な、なんで？　みんな、顔を上げて！」

　私は混乱し、手をばたばたさせた。

　横から腕が伸びてきて、狼ろう狽ばい真っ最中の私の指を摑む。

「遠凪さ……」

「美しい」

　ぽつりとこぼされた言葉の真しん剣けんさにびっくりしてしまう。

　無意識の感かん嘆たんだったのか、それを口にした遠凪さん自身も驚おどろきの表情を浮かべていた。

　なにかを言わなくちゃいけないと焦あせりを抱いだくも、この場に相応ふさわしい言葉が思いつかない。視線を周囲の景色へと逃にがし、動どう揺ようを静めるための時間を稼かせぐ。

　いったいここはどこなんだろう。山中だとはわかるけれど、俱く七な帝ていに突き落とされた川の場所からちょっとずれているように思える。木々の幹肌の色や密集具合が違ちがう。

　それに、どれくらいの時間が経過しているのか。憂ゆう鬱うつな曇どん天てんはまだ、夜の気配に染まっていない。昼を少し回ったあたりかもしれなかった。

　ふいに寒さを思い出し、小さくくしゃみをしてしまう。

　頭を下げたままだった皆がびくっとし、慌てた様子で互たがいの顔を覗のぞき込む。

　遠凪さんは彼らを一いち瞥べつしたあと、毛皮の羽織を脱ぬいでさっと私の肩にかけてくれた。

「悪かった。身が冷えただろう」

　意地悪抜ぬきで気き遣づかってくれたことに、すごく感動したんですが。

　もう一度、遠凪さんと見つめ合う。

　なぜか彼は躊躇ためらうようにゆっくりと視線を落とした。

　普ふ段だん物もの怖おじするところのない遠凪さんが見せた儚はかなげな仕草に、あの繊せん細さいな月つき神がみ様の姿が一いつ瞬しゆん、重なる。

　ああ、この王様が間ま違ちがいなく月神様の血を継ついでいる。

　月神様は、陽ひ女め神がみを……花神を裏切ってはいなかったんだよね？

「遠凪さん」

「……なんだ」
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「初めて会ったときのことを覚えてる？」

　遠凪さんは戸と惑まどいの気配をにじませながら顔をあげた。

「川かわ痕あとのある場所で、遠凪さんは矛ほこに貫つらぬかれたよね」

　ようやくいつもの彼らしい、どこか冷ややかで不ふ機き嫌げんな表情を見せる。

　それに私が微び笑しようを返すと、遠凪さんは腹立たしげに口を開いた。

「人ごとのような口ぶりだが、あれは清姫がやったのだろうに」

「違うよ」

「言い逃のがれをするな。しっかりと矛を握っていたのはどこの誰だれだと」

「握っていたのは私なんだけれど、投げたのは別の人なの。や、人っていうか、神様」

　訝いぶかしげな彼に、もう一度微笑ほほえむ。

　懐なつかしい記き憶おくだった。夏の終わりを迎むかえる頃ころの話だ。

　いつの間にか季節が巡めぐっている。あのときの自分は、今よりずっともの知らずで弱々しかった気がする。こういう状じよう況きようを迎えるだなんて想像もしていなかった。

　私は過去を振ふり払はらおうと、両手で軽く自分の頰ほおを叩たたいた。

「清姫？」

「あんな太い矛で胴どう体たいを貫かれたら、いくら遠凪さんでも重傷を負うでしょう？　でも実際、遠凪さんは平気だったよね？　不思議に思わなかった？」

　当時の出来事を詳くわしく思い出そうとしているのか、遠凪さんは一度遠くを見つめ、口をきつく結んだ。

「傷を受けなくて当然だったんだ。あの矛は──月神様が投げたんだから。遠凪さんを傷つけるはずがない」

「……なんの話だ？」

「まれびとの私を蒸む槻きにつれてきたのは、月神様だった」

　天の巻、というのがなにかはよくわかっていないけれど、とにかく蒸槻に敷しかれている天つ神の力が弱まった隙すきを見計らって私を召しよう喚かんしたに違いない。自分の子孫である遠凪さんを神かみ矛ほこで地に縫ぬい付け、異界をくぐるための目印にしたんだ。

　きっとあの川がつかの間蒸発してしまうくらいの力を消しよう耗もうしたんだろう。

　だから今まで月神様の魂たましいは出現できずにいたんじゃないか。

「……月神の矛？　なにを言っている？　蒸槻の神の矛なら尚なおのこと、けだものたる我が身にとっては邪じやとなろうに」

　遠凪さんは眉まゆ根ねを寄せ、自分の考えに没ぼつ頭とう中の私を軽く睨にらんだ。

「けだものじゃないよ」

　私は膝ひざ立だちになり遠凪さんに顔を近づけて囁ささやいた。

「あなたは滸こ楽らくだけど、滸楽じゃない。月神の子孫なんだよ」

「なに？」

　とっさにそう答えたあとで、冷静になる。

　花神に見せられた神かみ世よの真実を彼にも告げたほうがいいんだろうか。

　陽ひ女め神がみが一いち途ずに愛した月の御み子こ。もしかすると神矛で貫いたのは目印ってだけじゃなかったのかも。日月の子孫である私と遠凪さんの縁えんを結ぼうとしたんじゃないだろうか。

　でも『知夏』は。

　──あの人に恋こいをした。

　私の好きな、飼い主様。早く攫さらいに行かないと。

　とてもとても、会いたい。優やさしく意地悪されたいよ。

　これは『知夏』の意思であり、祈いのりだ。

　泣いたり悔くやしがったり奮起したりして鼓こ動どうを絶やさず生きているのは、自分だから。

「ねえ遠凪さん。未来って、誰かが決めるものじゃなくて自分で選ぶものだよね？」

　遠凪さんは不思議そうな顔をしながらも頷うなずいた。

「──緋ひ宮みや様、川が！」

　滸こ楽らくの男性がふいに、緊きん迫ぱくの声をあげた。

　私が引き上げられたあとの川は、色こそ黒いものの、流れ自体は緩ゆるやかになっていた。それが再び北ほく斎さい画のような異様なうねりを見せ始めている。

「界は、まだ機能してる？」

　慎しん重ちように近づき、試ためしに片手を入れてみる。温度はぬるい。冬の川とは思えないほど。

　片手に意識を集中してみた。私のなかから陽女神の憎ぞう悪おは剝はがれ落ちたけれど、神じん力りよくは確実に残っている。腹部の奥で燃える神力。それを指先へと移す。

　すると神力に反応したのか、界の流れがわずかにおさまった。

　驚きながら、川の変化を観察する。底にはまだ贄にえたちの怨えん嗟さが渦うずを巻いているから、それで界が復活したに違いない。

　でも、もうことじろの魂の気配は感じない。矛の力で、きっと解放されたんだろう。

「清姫、もう川に触ふれるな」

「うん」

　川から手を引き抜き、遠凪さんや滸楽たちに視線を流す。

　今の川の状態なら、私の力で界を一時壊こわせるんじゃないかとぼんやり思った。
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　その後、私たちは安全な場所への移動を始めた。誰かに見つかると、無用な騒そう動どうを起こしてしまうかもしれない。

　この近辺に、滸こ楽らくたちのひとまずの隠かくれ家ががあるとの話だ。

　もとは大おお型がた獣じゆうの群れが住すみ処かとしていた洞ほららしい。周囲に集落の類たぐいはなく、勾こう配ばいの急な山中なので滅めつ多たに人が訪おとずれることもないのだとか。

　緒お和わ境きようからはもう離はなれているだろうけれど、案外陽よう都とに近い場所なんじゃないかと思う。

　というのも、俱く七な帝ていの手で川に落とされる前は陽都に向かう形で行軍していたからだ。

　私は頭のなかで、これまで自分が歩んだ蒸む槻きの図を描えがいた。

　まずは胡こ汀ていの住処がある百ひやく緑ろく山ざん。それをずっと南下すると、墨すみ伏ぶし関門のある山に辿たどり着く。初めて架か々が裏りさんに会い、処しよ刑けいされそうになったところだ。彼女の姿を思い出し、急に泣きたくなった。私は心を二つ持っている。自分のと、彼女の分。

　陽都を西南側に降りていくと、夕ゆう秘ひ関門のある典てん田でん山ざんだ。ここは、神様が通るという神門が立つ場所。

　でもそんな遠くまで来ているとは思えない。

　なら位置的に、古こ麻ま山ざんの境かな？　そこは佐さ基きさんと最後に会った無人の集落のある山だ。

　架々裏さんに続いて、佐基さんの穏おだやかな微笑までが脳のう裏りに蘇よみがえり、ずきっと胸が痛んだ。

　小さく頭かぶりを振り、感傷を払い落とす。今は悲しい記憶のなかに沈しずんでいる場合じゃない。

　古麻山だとさすがに陽都に近づきすぎるか。とするなら、そこよりさらに下がった位置に存在する十と十と山ざんの山腹あたりかもしれなかった。

　獣けもの形の滸楽に騎き乗じようさせてもらい、およそ一時間半をかけて隠れ家の洞に到とう着ちやくする。

　騎乗させてくれた滸楽に礼を言って、私は地面に足をつけた。

　ゆっくりと周囲を見回す。

「静かだね……」

　寂せき寞ばくとした山景色。わずかに夕方の気配が匂におい始めている。

　ちらちらと気まぐれな粉雪が落ちてきた。

　真っ白な地面に、淡あわくグレーがかかった冬空。ひどく寒々しい。立ち並ぶ木々も窒ちつ息そくしそうなくらいにこんもりと厚く雪をかぶっている。

　視線を正面に戻もどした。段差のある崖がけが高々とそそり立っている。右側へ行くに従い、緩やかに低くなっていた。奥行きはかなりありそうだ。

　石の段を身軽に駆かけ上がる滸楽に続き、私も毛皮の羽織がずれないよう気をつけながら足を踏ふみ出す。

　地面より二メートルほど高さのある段差の隙すき間まに狭せまい入り口が設けられていた。

　立ち止まって覗のぞき込むと、予想に反して内部は広かった。瓢ひよう簞たんのように歪いびつな構造だ。

　もしかすると二十畳じようくらいあるんじゃないだろうか。蒸槻の外に作られていた彼らの郷さとを少し連想させる。

　先に入った滸楽の男性がすばやく蠟ろうに火を灯ともした。

　それでさらにはっきりと内部の状態がわかり、私は感かん嘆たんした。ちょっとした道具類や布などが奥のほうに置かれている。短期間であれば十分過ごせそうだ。

　人の形に戻った遠凪さんが、入り口前で立ち止まっている私に気づいて近づいてきた。

「入れ。そのままでは身を壊す。──おまえ、そこから衣ころもを取ってやれ」

　私の背を軽く押しながら、遠凪さんは滸こ楽らくの男性に着き替がえを寄よ越こすよう命令した。

「清姫、衣を替え、髪かみを整えよ」

「ここに洲す沙さたちはいないの？」

　本当は、白雨さんの居場所も聞きたかった。遠凪さんはきっと私の心情に気づいていただろうけれど、まずは先に身なりを整えろっていうように顔をしかめた。

「この洞の他ほかにもいくつか拠きよ点てんを作っている。ひとつの場に固まってしまうのは危険が多い」

「そっか」

　頷く私を見て、遠凪さんはふと眉をひそめた。

「おまえたち、他の衣はないのか？」

「すみません、遠凪様、緋宮様。女によ人にんのお召めし物は用意しておらず……」

　手て渡わたされた衣を見下ろす。シンプルな厚地の男物だ。

「ううん、気にしないでください。着替えられるだけで嬉うれしいです」

　遠凪さんに毛皮を借りていたので寒さは凌しのげたんだけれど、内衣一枚だったし。

　着替えるあいだ、皆みなに後ろを向いていてもらおう。

　そう思って振ふり向くと、遠凪さんを含ふくめた全員がお願いするより早くさっと外へ出た。

「紳しん士し的だなあ……」

　やや呆あつ気けに取られつつも、皆を長々と寒い外に追い出しておくのは悪いので、急いで衣を取り替える。引きずりそうな裾すそは、帯で調整した。

　男物の帯は女性用より細くて固い。革かわ製せいもよく使われている。

　それから皆を呼び戻し、円を描く形で腰こし掛かける。

　互たがいの無事をあらためて確かめ合うと、自然と肩かたから力が抜ぬけた。ようやくのひと心地ごこち。

　麻あさの織物に薄うすい毛皮を敷しいただけの地面からは冷気が立ち上ってくる。

　それでも気分的には悪くない。

　まだ生きてるってことが、すごく大事に思える。

　私は自分の手のひらを見下ろした。

　──本当に、助かったんだ。

　人間って頑がん張ばろうと思えばどこまでも頑張れるものなのかも。気持ちひとつで変わるってこと、想像していた以上に多いみたい。

「清姫」

「うん」

　遠凪さんにふと髪を一ひと房ふさ、取られた。

　彼の手には楓かえでの模様を施ほどこした朱しゆ色いろの櫛くしが握にぎられている。

「自分で梳とかすよ」

　慌あわてて櫛を取ろうとしたら、むっと睨にらまれ、拒きよ否ひされた。

　遠凪さんの手がぎこちなく髪を梳すく。驚おどろくほど長くなったので、自分でも違い和わ感かんが強い。

　皆も怪あやしく感じているんじゃ……と思ったら、なんでそんなはらはらした様子で遠凪さんの手元を見てるんですか。

「遠凪様、よろしければ俺が替わりましょうか」

「うるさい」

「しかし遠凪様は希け有うというほど不器用……いえ」

「うるさいと言っている」

「ですが、いつ緋ひ宮みや様の御お髪ぐしをちぎってしまうかと思うと、我らとても落ち着きません」

「仕置きするぞ、おまえたち」

　うわあ、ここまで不器用だと恐おそれられている遠凪さんって。

「髪を梳かすくらい、なんだというのか」

　不ふ機き嫌げんな遠凪さんに、皆は一層不安たっぷりの表情を見せた。

「緋宮様、わずかでも痛みを感じましたらすぐにおっしゃってください」

「えっ、みんながそこまで青ざめるくらい遠凪さんって不器用!?」

「清姫、動くな」

　遠凪さんは真しん剣けんな表情で私の髪を梳いている。やばい、私もすっごく緊きん張ちようしてきた！

「……変化は、この髪だけか？」

　遠凪さんに静かに訊かれ、少し考える。

　この言い方から推測するに、私の肉体に関しては表面上、大きな変化はないみたいだ。ただ肌はだの色がちょっとつやつやになっているけれども。

「まこと奇き怪かいな娘むすめだな。緋宮として祭り上げられていたときよりも、こうして追い出されたあとのほうが、よほど陽ひ女め神がみに近づいて見える」

　丁てい寧ねいすぎるほど丁寧な遠凪さんの手つきにぎこちなく微笑ほほえみながら、そうかな、と私は小声で返した。さっきまで心配そうにしていた滸こ楽らくたちが、なんだか陶とう然ぜんとこっちを見ている。

「仲なか睦むつまじく、美しい一対ついのようです」

　滸楽の男性の呟つぶやきに、どきっとした。

　私たちは月つき神がみと陽女神の子孫だ。本来なら遠い神かみ世よで夫ふう婦ふとなるはずだったって。

「……ところで、川に沈んでいた私をみんなはどういう方法で見つけたの？　界の川って黒いし、簡単には捜さがせないと思うんだけど」

　一いつ瞬しゆん、遠凪さんの手がとまった。すぐに優やさしく櫛を通す。

「白雨が一人で我らの元に戻ってきたあとのことから話そうか。……我らはまずあの集落を離はなれ、散ることを決めた」

「うん。洲す沙さとか安全なところに逃にがさなきゃね。じゃあ白雨さんは今、他の隠かくれ家がにいるんだ？」

　皆がそこで、ちょっと目を伏ふせた。遠凪さんは軽く嘆たん息そくし、話を続けた。

「我らの仲間を助けるため、あの女はおまえを罠わなにはめただろう？」

　避さけていた言葉をずばっと言われ、思わず苦く笑しようしてしまう。

「許せぬ愚おろかな女だ。おのれの懐ふところにいる者を裏切るなどけだものにも劣おとる。ましてやあの女は、おまえの剣けんだなどと豪ごう語ごしていた」

「遠凪さん」

「だが、憎にくめぬ」

　遠凪さんは感情を殺した顔を私に見せた。そう告げたのは、彼女が滸こ楽らくのために行動したとわかっているためだろう。

「憎めぬことを、おまえに詫わびる」

「……うん」

　むしろ私は、遠凪さんたちに「白雨さんを許せ」と頼たのまれなくてほっとしていた。

　これはたぶん、そういう簡単な問題じゃない。言葉ひとつで割り切るのも難しいことだ。

　時間が解決してくれることかもしれないし、いつまでも傷となり続けるかもしれない。

「卑ひ劣れつな取引を持ちかける者が、その誓ちかいを誠実に守るはずがない。捕とらえられていた我らの仲間は結局救えずに終わった」

「……私と一いつ緒しよに、川に落とされて」

　そこで遠凪さんは、首を横に振った。

「その者たちもだが、もっと多くの同胞はらからが捕ほ虜りよとなっていたはず。だが、我らが蒸む槻きに潜もぐり込む前に、とうに殺されていた」

「どういうこと？」

「おまえとともに川に落とされたという者たちだけが捕虜として残されていたのだ。他の同胞は既すでに川に落とされたとのこと。俱く七な帝ていが、蒸槻に帰き還かんする途と中ちゆうでそう処断した」

「え……」

「夜や陰いんに乗じてやつらの行軍から一人、二人、兵を連れ去り、聞き出した話だ。食われる恐きよう怖ふに駆かられて白状したことゆえ間ま違ちがいはなかろうよ」

　その瞬間だけ遠凪さんは、濃のう厚こうな憎ぞう悪おをこめた冷たい表情を浮うかべた。

　蒸槻を護まもる緋宮なら、ここで攫さらわれた兵の末路を案じるべきだろう。

　でも私の心はそちらより、とっくに殺害されていたという滸楽たちに動いた。

　──じゃあ、遠凪さんたちが危険をおして蒸槻に潜り込んだ意味は、なかったってことになる。

「まことに蒸む槻きの王は、我ら滸こ楽らくに容よう赦しやがない。根絶やしにするつもりなのだろうな」

　国の根本を覆くつがえす秘密があるから。

　滸楽一族が生きている限り、秘密が暴ばく露ろされる不安に苛さいなまれ続ける。

「それで……遠凪さんは、洲す沙さや他ほかの滸楽たちと別行動を取って私を捜しにきてくれたの？」

　私を発見できたなら、一緒に川へ突つき落とされた滸楽もなんとか捜せないだろうか。

　期待をこめて見つめると、遠凪さんはわずかに困ったような顔をした。

　いそいそと私に水みず袋ぶくろを渡わたしてくれた滸楽の青年が、遠凪さんを窺うかがったあとで口を開く。

「我ら、緋宮様や同胞の痕こん跡せきを捜したのは確かですが……。既に数日が過ぎているのです」

「数日？」

　すぐには把は握あくできず、首を傾かしげてしまう。

「はい、緋宮様が俱く七な帝ていの手に落ちてからです」

「……えっ!?」

　他の滸楽も、深く頷うなずく。

「そうです緋宮様。正直に申しあげましょう、あなたが贄にえとなったあとの界の川は、格段と力を増した。我ら滸楽は完全にこの蒸槻に閉じ込められ、逃げ場がない状態でした」

「そ、そうなの？」

　思わず遠凪さんに顔を向ける。

「たとえ寒の季とはいえ長く蒸槻に留とどまれば、いずれは人の目にとまる。なんとしてでも界を突とつ破ぱせねばならぬ」

　遠凪さんはちょっと位置を変え、反対側の私の髪かみもきれいに梳かし始めた。時々強く引っ張られて痛みが走ったけれど、きっと遠凪さんはかつてないほど慎しん重ちように梳かしてくれているんだろう。

「ええ。そこで我らは界の川の状態を監かん視ししていたのです」

「すると不思議なことに突とつ如じよ、界の川がうねりをやめた」

　うねりっていうと……あの異様な流れがとまったってことか。

「そして一瞬、川の色が透すき通りました。緋宮様を見つけたのはそのときです。遠凪様が慌ててお助けになりました」

「私って本当に何日も川のなかにいたの？」

　彼らは言葉なく肯こう定ていした。

　重い空気が広がる。蠟ろうの火が、蓑みので塞ふさいだ入り口から吹ふき付けてくる微び風ふうに揺ゆれ、ジジッと虫が飛ぶような音を立てた。

　──私を発見したのは偶ぐう然ぜんということだ。

　ずっと捜そう索さくしてくれていたわけじゃないって事実を薄はく情じように思ったわけじゃない。兵を連れ去り、口を割らせた時点で、私や仲間の滸こ楽らくの奪だつ還かんは不可能だと諦あきらめたはずだ。界の川に落とされたのなら、もう救えはしないだろうと。

　遠凪さんたちが仲間の滸楽について尋たずねなかったのは、それが頭にあったせいなんだ。

　私が生き残れたのは、運が良かったという言葉だけでは片付けられない。

　──陽ひ女め神がみの末まつ裔えい。

　だから奇き跡せきを起こせたのだと、誰だれもが思っている。

　実際、こうして陽女神の力を予感させるように肌がきらきらしたり髪が伸びたりしている。

　私はもう一度、さっきのように自分の手のひらを見下ろした。

　腹部だけではなく、全身に滞とどこおりなく陽女神の力が巡めぐっているのを感じる。

「遠凪さんが私を助けてくれたあと、界の川はまた元通りに黒く染まってうねっていたよね」

　皆みなは顔を見合わせて、無念そうに吐と息いきを落とした。

　──今の私なら、もしかして。

「試ためしてみないとわからないけれど……一時的になら、川の結界を遮しや断だんできるかもしれない」

　全員の視線が集中した。

「清姫、まことか？」

「断言はできないけど、やれる気がする」

　川の底に沈しずんでいた『ことじろ』の魂たましいは、おそらく解放できた。それこそが、贄として落とされた人々の怨えん嗟さを昇しよう華かさせないよう留めていたはずだ。

　川を一気に清水に戻もどすのは無理かもしれないけれど、ここにいる皆を蒸む槻きの外へ逃がすことはできるに違ちがいない。

　水中に手を入れたとき、私の神じん力りよくに反応して流れが多少緩ゆるやかになったもの。

「別の場所にいる滸楽たちと連れん絡らくを取ってくれる？　みんなが無事に渡れるまで、川の界をとめてみせるよ」

　もしもそれが失敗に終わった場合は、知り合いの神様たちに会って他にいい方法がないか相談してみる。ぐ、と片手を拳こぶしにして誓うと、憂うれいを乗せていた滸楽たちの顔が喜びに輝かがやいた。

　遠凪さんだけは一人、私の真意を探さぐるように厳しい表情を浮かべている。

　──彼には、神話の真相……ことじろと月つき神がみの関係を、やっぱり話しておくべきだろうか。

　でも、と迷いが生まれる。

　もう歴史の悲劇に囚とらわれることなく、彼らはすべてを忘れ、蒸槻から遠く離れた地で暮らしたほうがいい気もする。

「清姫」

「うん」

　目をそらしそうになるのを堪こらえる。遠凪さんってこういうところでは勘かんがいい。

「か、髪、きれいにしてくれてありがとう。わあ、絡からまりがなくなって、さらさらになってるー」

「清姫」

「うん？」

　遠凪さんはやけに威い圧あつ的に私を見つめ、座り直した。私もつい正座で拝はい聴ちようする。

「先ほど、妙みような言を紡つむいでいなかったか？」

「そ、そうだっけ？」

　遠凪さんの視線が標的を前にしたときのように険しくなった。

「……」

「……」

　滸こ楽らくたちがおろおろと私たちを交こう互ごに見る。

　どんな結論を胸中で出したのか、遠凪さんは横を向き、ふっと溜ため息いきを落とした。

「……それで。我らを無事、界の外へ逃にがしてくれるというのはよいが。清姫はいかがする？」

「私？」

「ともに来ぬのか？」

　魅み力りよく的な誘さそいだ。ゆるく目を瞑つぶると、瞼まぶたの裏に郷さとで彼らと過ごした日々がまざまざと蘇よみがえる。緋ひ宮みやとなって以来、初めての安らぎを味わった。皆に仲間の一人として扱あつかってもらえた。

　それがどんなに嬉うれしかったか。

　滸楽たちとならまず間ま違ちがいなく平和な生活を送っていけるだろう。『緋宮』であった頃のように贅ぜい沢たくな毎日は勿もち論ろん無理だけど、その点についての未練はまったくない。

　白雨さんも、あんなに滸楽と生きる道を望んでいた。

　きっと架か々が裏りさんだってここにいたら彼らを選ぶ気がする。

　それでも私は、首を横に振ふった。

「まだ、私には蒸む槻きでやることがあるみたい」

「清姫はこれほど虐しいたげられても、まだ人の側を選ぶのか」

　苛いら立だちのこもった遠凪さんの声に、少し挫くじけそうになる。滸楽たちも先ほどの歓かん喜きから一転して、失望の気配をはっきりと漂ただよわせている。

　──月神と……遠い世で死ぬほど慕したった兄君様と約束した。神々の呪じゆ縛ばくを解き放つって。

　そうしたら、遠凪さん。ことじろ一族の身代わりとして滸楽と呼ばれる定めを背負うはめになったあなたの一族に、希望の種をもたらせるかもしれないんだ。

　具体的に、月神様の言う『希望の種』がなにをさすのかはわからない。

　緋宮の代だい替がわりのように、言葉通りの『種』なのか。それとも比ひ喩ゆなのか。

　でも、たとえどんなものであっても、手を伸ばしてみるよ！

　遠凪さんたちにはたくさん世話になった。色々な事実を教えてもらった。命も助けてもらった。

　月神様と結ばれることはできない代わりに、せめて、守ってみせるから。それに。

「伊織や、胡こ汀ていたちを取り返しにいかないと」

「清姫」

「まずは川の界を遮断するのが先。仲間の滸こ楽らくは、この近くに隠かくれてるの？」

　遠凪さんは口くちの端はしを曲げ、その表情でたっぷりと不ふ機き嫌げんさを伝えてきた。他ほかの滸楽たちまでが遠凪さんを真似まねて、大きく顔をしかめる。

　ふと、おかしくなった。

　蒸む槻きに来て以来何度も、なにかを『守りたい』と考えた。岩戸の前で架か々が裏りさんに指し摘てきされたように。

　──今思えば、大半は義務だった。自分の存在を確かにするための、作業のようにさえ本当は感じていたかもしれない。

　それから少しずつ変化し、ようやく今、その決意が芽め吹ぶいた。

　こんなふうに素す直なおな感情を向けてくれる彼らを、『知夏』の心で守りたい。

「胡汀という者など、早く殺しておけばよかった……」

「もうっ、遠凪さんってばなんてことを」

「遠凪様、では俺がそいつを始末に……」

「こらっ！」

　そっと洞ほらから抜ぬけ出そうとする滸楽たちを叱しかり、元の位置に座らせる。

「あのような、明らかに性情の歪ゆがんでいそうな男のどこがいい？」

　ねえ遠凪さん、同族嫌けん悪おって言葉が頭に浮うかびます。

「わたしのほうが、おまえに対して健けな気げだろうに？」

「健気!?　そんな魔ま王おう様な顔で健気ってなんの冗じよう談だん……う、うん！　そうだよね！」

　すぐには頷うなずけなかった私を誰が責められるだろう。

　胡汀も似たような発言をしていたなあ。やっぱりこの二人って性格が似ているよね？

「命をはってまでも、その男を救いたいか？　そうまで恋こいしいのか」

　遠凪さんはかすかに自じ嘲ちようのまざった声で尋ねた。

　皆の目が集まっているところで、胡汀を好きだと肯こう定ていするのは躊躇ためらわれた。

　滸楽の男性は基本、紳しん士し的だけれども時々喧けん嘩かっ早い。それは滸楽の郷で目もく撃げき済み。

　私が殴なぐられることはないと思いたい。でも、ここに閉じ込められる可能性はあるかもしれないってちらりと考えてしまった。

　救いたいのは、胡汀だけじゃない。伊織もだ。月神様の約束も果たしたい。

　そして朝火さんや、未み不ふ嶺ねさん。彼らとも向き合うことなく決けつ裂れつしてしまうのは嫌いやだ。

「ええと、胡汀に渡わたしたものが、どうしても必要で……」

　羽は衣ごろものことだ。

　花神の形見の品という程度に捉とらえていたあれが、予想以上に重要な役割を持っているみたい。

「渡したものとは？」

「花神の羽衣。ほら、遠凪さんも見ていたよね？　回かい絽ろ廷ていからみんなで一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしたあと、胡こ汀ていが囮おとりになったでしょう？　そのとき、私の羽衣を持っていった」

　遠凪さんは片手を自分のこめかみに軽く当て、しばしのあいだ考えに沈んだ。

「……ああ、あのときか。あれが花神の？」

「うん」

　ふと遠凪さんは視線を戻し、私の全身をしげしげと見み遣やる。

「女め神がみの羽衣か」

　そんなものがなんで大事なんだ！　と疑われるかなと思ったら、遠凪さんはあっさりと引き下がった。その点に関しては神具の類たぐいと受け止めて納なつ得とくしてくれたのかもしれない。

　ただし、別の追つい及きゆうをしてやるぞっていう密ひそかな意気込みが伝わってくる。

「あの……そんなに見つめられると怖こわいっていうか」

　遠凪さんはわずかな反応も見み逃のがすつもりがないのか、じいっと私を凝ぎよう視しした。

「それで、清姫はその羽衣を持った男を取り返しに行くと」

「うん」

「当然、男は帰き鼓こ廷ていにいるだろうな」

「たぶん、そうだと思う」

「清姫はそこへ一人で乗り込むのか？」

「え？　うん。まずはどうにか連れん絡らくを取れる方法を探そうかなと思ってる。碁ご子こちゃんにことづてを頼たのむとか」

　遠凪さんはやや荒あら々あらしい仕草で肩かたにこぼれていた自分の髪かみを払はらった。それからどっしりと威圧的にあぐらをかいて、油断なく私を睨にらみつける。

「帰鼓廷はもはやおまえが死したものと考えているはずだな。まさかこうして生き延び、とぼけた顔を我らにさらしてのうのうと過ごしているとは夢にも思うまい」

「遠凪さん!?　なんか私に対する憎にくしみみたいなものが言葉から溢あふれてる！」

「今のおまえは帰鼓廷の垂らしたしがらみの糸から逃のがれ、漸ようよう自由を得た状態ではないのか。なのに、それを自らふいにするとは暗あん愚ぐにもほどがあろうに」

　危機は避さけられないっていうのはわかってる。

　──そうだ。私の身に起こる危機よりも……もっと深刻な災いが都を襲おそうかもしれない。

　なぜなら、半神たる伊織の腕うで輪わが壊こわされた。

　彼はことじろと花神の血を継つぐ龍りゆう神じんの子孫であり、穢けがれ主ぬしの王として目されている。その力を防いでいたのが、実父である宇う迦か迦かの神かみが変化した腕輪だ。

　それは結局、川に落とされる前に咲さく耶やさんに取り上げられてしまい、手元にはない。

　大災の訪おとずれに備えるため、初めは滸こ楽らくの皆みなに協力を頼もうと考えていた。

　──でも今、私の神じん力りよくは安定している。

　皆を巻き込まずとも災いを退けることができるんじゃないか、と希望が持てた。

　それにまだ、必ず災いが訪れると決まったわけでもない。伊織の状態を確かめないと。

「清姫、愚おろかな真似はよせ。既すでに十分すぎるほどの犠ぎ牲せいが出た。再びの苦痛を、我らに見せるな」

「遠凪さん、でも」

「黙だまれ。まだ文句があるというなら、縛しばり上げるぞ」

　遠凪さんの目が一層険しくなる。本気の意思が伝わり、やや警けい戒かいしたとき。

「遠凪様も緋ひ宮みや様も、ひとまず落ち着いてください。緋宮様はとくに休息を取られるべきではありませんか。川から帰き還かんを果たしたばかりです。さあ、奥に床とこを作りますゆえ」

　このなかで年長の滸楽がふいに口を挟はさみ、私に手を差し伸べた。

　遠凪さんは眉み間けんに深く皺しわを寄せたけれど、反対しなかった。

　戸と惑まどいながらその滸楽の手を取り、洞の奥側へと行く。

　他の滸楽が慌あわただしく地面に毛皮や織物を敷しいてくれる。いいのかな、こんなにたくさんの布を借りて。皆の分はちゃんとあるんだろうか。

　困惑し立ち尽つくしていると、私の手を取っていた滸楽にそこへ横たわるよう優やさしく促うながされた。

　人間と変わらない、あたたかい手だった。

　それがなんだか、嬉うれしくて切ない。離はなす前に一度、きゅっと強く握にぎる。

　滸楽は驚おどろいたように切れ長の目を大きく見開いた。

「ありがとう」

　彼は恐きよう縮しゆくして大きな身体からだを丸め、それから少年のようにはにかんだ。
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　自分でも気づかないうちに疲つかれが溜たまっていたらしい。眠ねむるつもりはなかったのに、身体を毛織物の上に横たえた瞬しゆん間かん、瞼まぶたが急に重くなった。

　そのままどのくらい眠ってしまったのか。

　はっと目が覚めたときには、洞のなかには誰だれもいなかった。

　少し離れた場所に蠟ろうが燃えていて、隙すき間ま風かぜにゆらゆらと揺ゆれている。

「みんなはどこに……？」

　毛織物の脇わきには水みず袋ぶくろと干し肉、木の実などが並んでいた。

　まさか私を置き去りにして、全員別の場所に移動したのか。

　そういう不安が頭をもたげて落ち着かなくなり、私はぎゅっと自分の胸をおさえた。

　静かに毛織物のなかから這はい出て下した沓ぐつ、ムートンブーツに少し似た作りの、履はき口まわりに毛をつけた革かわの沓に足を入れる。

　ちょっと考え、毛布として使っていた織物を肩にかけた。

「肌はだも髪も、元に戻もどってないや」

　もう戻らないんだろうか？　顔や体型が変化したわけじゃないので別にかまわないんだけれど、この長さは少し邪じや魔まだ。

　髪を乱暴にかき上げ、それから蠟を持って扉とびらがわりの蓑みのを下ろした入り口に向かう。

「誰か、いる？」

　蓑を片手で開き、顔を覗のぞかせる。

「え……これ、夜明けが近い感じの空かな」

　驚きながら、外へと身体を押し出した。冷えた空気が肺のなかに滑すべり込む。

　青い闇やみが周囲に広がっていた。雪が夜の色を反射しているってだけじゃないだろう。日本時間でいうと、たぶん朝の五時に迫せまる頃ころじゃないだろうか。

「私ってそんなに眠っていたの？」

　崖がけの段差を降りて地上に立つ。そのとき、正面の木こ陰かげでなにかが動くのがわかった。

「遠凪さん？」

　人ひと影かげ、に見える。蠟をそちらに向けて数歩近づくと、その影がおいでおいでというように手招きした。

　遠凪さんたちであれば、なにか言葉を発するはずだ。焦あせりと緊きん張ちようが同時に生まれる。

「……誰ですか」

　相手を刺し激げきしないよう、静かな声で問いかけた。

　すると──どういうことなの。あっちの木陰から、こっちの木陰から、たくさんの黒い影がおいで、おいでと手を揺らす。

　ぞっとした。どう見ても二十、いや三十くらいの影がある。

　皆はどこに行ったの？　まさかこの影たちになにかされた？

　後ずさりしそうになるのを堪こらえ、青闇に半分溶とけているような影たちを睨みつける。

　あやかしなんだろうか、それとも穢けがれ主ぬしなのか。蒸む槻きの兵ではないだろう。

「……!?」

　ふいに首筋がざわりとした。いつの間にか横手の岩石の裏にまで一体の影が接近していた。かちかちかち、と歯を鳴らしているような奇き妙みような音がそこから聞こえた。笑っている。

　影はのそりと、岩石の裏から這い出てきた。大おお猿ざるのような体たい軀くで、手足が人間に酷こく似じしていた。

「来ないで！」

　私はとっさに力をこめて蠟を投げつけた。

　その直後、思いがけない事態が起きた。無意識に神力が働いたのか、投げつけた蠟の火が赤い光をまとう鳥となって影の周囲を一周する。胡こ汀ていの操あやつる術のようにだ。

　強力なあやかしの類たぐいではなかったらしく、神力で作られた鳥が闇に溶けて消しよう滅めつすると同時にその影も跡あと形かたなく消えた。

　私は思わず自分の手を凝ぎよう視しし、ひらひらと動かしてみた。

「やっぱり神力が強くなってる」

　向こう側にたむろしている影たちも、退治できるかもしれない。やってみよう。

　そう決意して、数歩進んだときだ。

　後方からなにかが接近する気配を感じ、私は慌てて振ふり向いた。

　右側に向かって低くなっている崖の後ろから一頭の獣けものが躍おどり出て、勢いよくこちらへと駆かけおりてくる。

「美び獣じゆう様！」

　呼びかけると、美獣様は私の前に荒々しく回り込み、大きく尾おを振った。そしてすぐに姿を溶かし、人の形に変化する。

「洞ほらのなかに戻れ」

「この影はなに!?」

「鬼おにとも穢けがれ主ぬしともあやかしとも言いがたい、半はん端ぱな思念の塊かたまりどもだ。夜のあいだ中あたりをうろついている」

　遠凪さんは影たちを警戒の目で見つめながら早口で説明した。

「積極的に襲おそってはこないが、これらは人にも獣にもよく取り憑つく。知らぬ間に肩かたにへばりつき、じわりと生気を食くらうのだ。明かりを苦手とするから、火を絶やさねばそう案ずる必要もないが──日に日に数が増えている。これはどうしたことか……」

「他ほかの滸こ楽らくたちは？」

「影どもの出しゆつ没ぼつは、稀まれに巨きよ大だいな悪あつ鬼きを引き連れてくる。念のため、周囲の偵てい察さつに行かせた。それから他の潜せん伏ぷく地ちにいる同胞はらからへ報しらせにも。──さあ、清姫。なかへ戻れ。今のおまえは無防備だ。闇の者どもには、きらめく果実のように映るだろう」

　私はぎょっとした。狙ねらわれやすいってこと？

　追い払はらわなくて大だい丈じよう夫ぶなのかと少し悩なやみながらも、遠凪さんに急せかされるまま洞へと戻る。

「みんなはすぐに戻ってくる？　別の隠かくれ家がにいる滸楽たちは大丈夫かな。そっちにも影が現れるんじゃない？　今はなにが起きるかわからない状じよう況きようだし、ばらばらでいるより、私たちも一いつ緒しよに行ったほうが……」

　毛織物の上に座るよう促す遠凪さんを見つめ、問いを投げつける。

　それまで緊張を解いていなかった遠凪さんはふと苦く笑しようし、気配を和やわらげた。

「案ずることはないと言った。それに我らまでが洞を出ると、先に行った者たちとすれ違ちがいになるだろう？」

　遠凪さんは説明しながら蠟の火を増やし、私の前に片かた膝ひざを立てて座った。

「冬の期間はどんなに守護を固くしても、綻ほころびが出やすくて、悪鬼が出没するんだって帰き鼓こ廷ていで聞いたよ。外からの侵しん入にゆうはなくても、この蒸む槻き内であやかしが生じることもあるって」

　そういえば、真冬を蒸槻国で過ごすのは初めてとなる。

　翌年もここで冬を過ごせるんだろうか。誰かと笑いながら……、そういう考えがぼんやりと頭に浮うかんだ。断言できないことが、寂さびしかった。

「清姫、お忘れか。我ら滸こ楽らくもその悪鬼の類いになるだろうに？　女を攫さらい、蒸槻の地を荒あらすけだものだぞ」

　からかうような微び笑しようを向けられ、私は我に返った。

「た、確かに蒸槻ではそういう噂うわさもあるけれど、でも」

「噂ではなく事実、女を攫っているのだが」

　眉まゆ根ねを寄せて唸うなる私に、遠凪さんは笑えみを深めた。

「滸楽一族には、女性が生まれにくいんだよね……」

　種の存続のためにはどうしても女が必要になる。

　女を攫われる人間側からすれば「仕方ない」ですむ話じゃないだろうけれど……そう単純なことでもないと、滸楽と生活をともにしたとき知ってしまった。

　彼らは女性を慈いつくしみ、できうる限り平等に扱あつかう種族だ。むしろ尻しりに敷しかれている気が。

　ん、とそこで私は首を傾かしげた。

　もしかして、月つき神がみ様がちらりと示し唆さしていた滸楽一族の希望の種って、女性関連のことだったのかな。

　天つ神の敷いた定めを覆くつがえせば、女の子の出産率が極きわめて低い、っていう滸楽の悲劇も変えられる？

　考えを巡めぐらせながら顔をあげると、遠凪さんの熱心な視線とぶつかった。

「皆みなの戻らぬうちに、いつくし女め神がみにお聞きしたいのだが」

「な、なに？」

　遠凪さんは「今度こそ突つき止める」という決意がにじむような強い表情を浮かべ、私のほうにわずかに身を乗り出した。

「我らが『月神の子孫』と言っていたが、なんの話だ？」

　やっぱりその言葉を忘れてはいなかったようで、困ってしまった。

　少しのあいだ悩み、打ち明ける覚かく悟ごを決める。

　月神様も滸楽一族の行く末を案じていた。なら、この真実は、彼らの目を未来に向けるきっかけになるかもしれない。蒸槻とは関かかわらずに暮らしたほうがいいかも、という考えも完全には消せないけれど、その判断を下すのは私じゃないはず。

　──ただ、これから私がやろうとしていることに巻き込んでしまわないよう、それは気をつけないと。

「遠凪さんは、陽ひ女め神がみについて色々と知っていることがあるんだよね？」

　滸こ楽らくの郷さとで陽女神の正式な名を教えてくれたのも彼だ。

　私や胡こ汀ていのように遠凪さんも過去の景色を垣かい間ま見みる機会があるんだろうか。

「正直を言えば、わたしが知っていることなどほとんどないな」

　あっけらかんと告げられ、驚おどろいてしまった。

「でも遠凪さんは私に、陽女神の名前を……」

「おまえと出会って以来、奇き怪かいな夢を見るようになった。花神の御み名なもそこで知ったもののひとつ。その程度だ。あとは世に伝わっているカタリのみ」

「そうなんだ……？」

「我ら滸楽は呪のろわれし一族ゆえに、どこへ逃にげても荒あら神がみや悪鬼──そして陽女神の成れの果てが追い掛かけてくるのだろう」

　そこで遠凪さんは一いつ旦たん口を閉とざし、暗い微笑を見せた。

「我らが執しつ拗ように追われるのも道理。憎にくかろうよ、女神を穢けがしたのは我らの祖なのだから。一族総じて永久に安あん泰たいが許されぬのも、また正しい理ことわりということか」

　遠凪さんの視線の重さに、どきりとする。

「こうして向かい合っていて、恐おそろしいか？」

　試ためすような響ひびきだった。

「わたしは悪あしき魔ま物ものの一族、滸楽の長おさだ。おまえがほしいと思う」

　迷いなく直接的に求められ、淡あわい恐れを抱いだくと同時に、かっと頰ほおが燃えた。

　私のなかから陽女神の意識が解放されたとはいえ、これまでの想おもいはまだ明めい瞭りように心に残っている。それに遠凪さんは十分魅み力りよく的な男性だ。

「遠凪さんは……その夢を見るようになってから、私が気になり始めた？」

　私や胡汀が神々の気持ちに引きずられているように。

　この問いに、遠凪さんは呆あきれ返った表情を見せた。

「わたしは人という種に対し、よく疑念を抱くのだがな。なぜおまえたちはそうも目の前にある事こと柄がらをあえて難しく捉とらえるのか。おのれの思いまでも、魚肉のように徹てつ底ていしてさばかねば気がすまないのか？」

「えっ？」

「なぜ、見たまま、言葉のままではならぬのか。たとえ何百の夢を知ろうが、その内容に惑まどわされようが、それ自体がもはや、すべてわたし自身の振る舞まいだろうに」

　私は目を見開いた。

　なんていうか──もしかすると誰だれより一番強くて純じゆん粋すいなのは、この遠凪さんかもしれない。しがらみを知らないわけじゃないのに、最後には本質を当然のようにあっさりと捉えてしまう。

　その迷いのない毅き然ぜんとした態度に人々は戸と惑まどって、彼を……彼ら一族を魔物扱あつかいし、恐れるんじゃないだろうか？

　純粋さっていうのも、とめられない恋こい心ごころのように魔物じみている。

「なんだ、その顔は？」

「ううん。遠凪さんはすごいなあ」

　本気で感かん嘆たんしたのが伝わったらしい。遠凪さんは照れ隠しなのか、唇くちびるの端はしを曲げて軽く私を睨にらんだ。ふう、とやるせなさそうに溜ため息いきをつき、あらためて私を見つめる。

「それで、わたしが花神を知っていたら、なんだという？」

「あ、ええと……」

　私は急いで考えた。この話し振ぶりだと、遠凪さんは自分の祖が本当は誰なのか、まだわかっていない。

「遠凪さんとは少し様子が違ってくるんだけれど、私も『緋ひ宮みや』になってから不思議な夢を見たり、遠い昔の記き憶おくが蘇よみがえったりするんだ」

　遠凪さんは、話の先を視線で促うながした。

「追体験に似ていて……過去の陽ひ女め神がみのなかに自分の意識が入り込んで、同じ感覚を共有したこともある。それで、神かみ世よの一部を見てきたの」

「陽女神の持つ夢見の力とは違うのか？　代々の緋宮にはそういった過去や未来を読む力が備わっていると聞いた覚えがあるが？」

「夢見もしたと思う。でもそれだけじゃなくて、受け継つがれる陽女神の神じん力りよく──そこにくっついていた強い思念に引きずられたっていうのが一番しっくりくるかもしれない」

　私が苦しみや悲しみを増やすたびに、陽女神の影えい響きよう力は強まった。

　まれびとという存在の不安定さに、それが加味されたんだろう。星ほし神がみの魂たましいを抱かかえている胡こ汀ていとは違ちがって、私の場合は陽女神と分ぶん離りしているはず。なのにいつの間にか、自分が陽女神そのものになっていくような感じがしたもの。

「蒸む槻きに伝わっている神世のカタリと私が見てきた景色は、重なる部分も勿もち論ろんあったけれど、大きく違うところもあった」

　ゆらり、と蠟ろうの火が一いつ斉せいに揺ゆれた。

　神世から蘇った神様の魂が近づいてきて、すぐそばで息をひそめているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「清姫？」

「……うん。私がそれまで想像していた陽女神──花神は、架か々が裏りさんのような強くて誇ほこり高い女神だった。誰をも屈くつ服ぷくさせるくらい聡そう明めいで。でも、そうじゃなかったよ。むしろ……」

　そこで口ごもってしまった。あの花神に、女じよ傑けつ、という言葉はまったく相応ふさわしくない。

「頼たよりなくて、心が弱かった。戦うことも、立ち向かうことも、本当に知らずにいた。籠かごのなかの鳥みたいだった。きれいだけれど、自由に飛ぶのは許されない」

　助けを待つことしかわからなかった女神だった。彼女がもしも強い心の持ち主だったなら防げた悲劇があったんじゃないか。少しだけそう思う。

　けれど、それを罪だと詰なじるのはなにか違う気がした。

「兄妹きようだい神の月神も、陽ひ女め神がみと同じだった。無む邪じや気きで穏おだやかで、相手を疑うことを知らなかった」

　思い出して、自然と微び笑しようが浮うかぶ。優やさしくて弱気な兄君様。わたしを──陽女神を大事にしてくれていた。

「その兄君様と結けつ婚こんするんだー、って喜んでいたの。でも、叶かなわなかった」

「……無む垢くな陽女神を、我ら一族の祖先たる大おお犬いぬが穢したからだろう」

　遠凪さんは私の説明を遮さえぎるように早口で言い、横を向いた。険しい顔で蠟の火を睨んでいる。

「楽らく奪ばい月つきは、我らの呪じゆ詛そゆえのもの。決して我が祖を受け入れぬ陽女神に対する怨うらみだ。こうして女を奪う定めがあるからこそ、我らには女が生まれにくい。先ほどもそれにこだわっていたな。いったいなにが言いたい？　神話同様、おまえも我ら一族を受け入れることはできぬと、そう退けたいのか？」

「大犬の……滸こ楽らく一族の祖先を、『ことじろ』って言うの」
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「……ことじろ？」

　遠凪さんは眉まゆをひそめて私に視線を戻もどした。

「ことじろの一族が蒸む槻きの主あるじにおさまった。月つき神がみの一族が、代わりに滸こ楽らくの定めを背負った」

「なにを言ってる？」

「遠凪さんは、兄君様の血筋なんだよ」

　遠凪さんはゆっくりと目を瞬まばたかせた。

「月神の血筋──？」

　私は頷うなずき、自分が見てきた神世の真実をすべて、遠凪さんに語った。ことじろと天つ神の秘ひめたやりとりや、裏切り。殺害された星神とその呪詛。狂くるわされた蒸槻の大地。運命が入れ替かわったことじろ一族と月神一族。降格の憂き目にあった陽ひ女め神がみ。

　すべて話し終わったあと、遠凪さんは形容しがたい表情を浮かべ、沈ちん黙もくした。

　それからふと、思い立ったように自分の頭に手をやる。その、悪あく魔まのようなごつっとした角。躊躇ためらうように指先でちょっと撫なでて、やっぱりなんとも言いがたい微び妙みような顔をする。

　私の話を信じていないのかもしれない。

　やや気まずく思いながら遠凪さんの様子を窺うかがっていると、突とつ然ぜん、両手で頰を柔やわく挟はさまれた。

「では……我ら一族に女が生まれにくいというのは、陽女神がやはり月神を許しておらぬせいか？」

「え……？」

　至近距きよ離りで、遠凪さんと見つめ合う。

　時がとまった気がした。互たがいの姿しか目に映らない。

　あたたかな優しい指をはね除のけるのは難しかった。どこか困ったように眼まな差ざしを揺らす姿が、かつての月神と重なって見える。慕したわずにはいられない優しげな面おも持もち。命をかけて、大事にしてあげたくなるような。

　とくとくと、心臓の音が響ひびく。彼も身体からだ中に鼓こ動どうが響き渡わたっているだろうか？

　ふと、遠凪さんは瞼まぶたをおろし、かすかに首を傾かたむけた。口付けするように──だけど。

「──遠凪様っ!!」

　静かな時間は、壊こわれた。

　もしかすると、これが、私たちの関係を決定づけた瞬しゆん間かんだったんじゃないかと、頭の片かた隅すみでぼんやり考えた。

　私たちは夢から覚めたように、同時に振ふり向いた。

　滸楽の男性が一人、血に濡ぬれた肩かたを押さえながら洞ほらのなかに飛び込んできた。

「ここから避ひ難なんを！　穢けがれ主ぬしが迫せまってきています！」

「穢主だと？」

　遠凪さんはすばやく立ち上がったあと、斜ななめに私を見下ろした。さっきまでのどこか儚はかなげな気配は消え、いつもの鋭えい利りな眼差しが戻っていた。

「清姫、来い」

　一いつ瞬しゆんの躊躇いののち、腕うでを取られた。引っ張られる形で慌あわただしく外へ出る。

「穢けがれ主ぬしとはどういうことだ？　近くで穢れがあったのか」

「わかりません。同胞はらからの元から戻る途と中ちゆう、巨きよ大だいな穢主と遭そう遇ぐうしました。どうやら周辺をさまよっていた無力な影かげどもを取り込み、力を付けている様子」

　滸こ楽らくの男性は口早に伝えると、私に視線を流した。

「緋ひ宮みや様、遠凪様はどうぞ安全な場所へ！　穢主はこちらへと歩んでいます」

　私は判断に迷った。ここで我を張れば時間のロスになる。私がそばにいると、滸楽たちは気が散ってうまく戦えないのかもしれない。

　どうしようか──遠凪さんの意見を聞こう。

　私の表情を見て、遠凪さんは口を開こうとした。そのときだ。

　ざざっと雪を蹴け散ちらして、数頭の獣けもの形の滸楽が木こ陰かげから駆かけてきた。

　こちらに気づくと盾たてになるかのようにそばに寄り、唸うなり声とともに自分たちが今通ってきた方角を睨にらみつける。

　全身がぞくりとした。なにかが来る。

　穢主だ。

　脳のう裏りに浮かんだのは、私の緋ひ剣けん。伊織。彼と関係のある穢主なのか。

　めきっと木々の枝が折れる音が耳に届いた。それが徐々に接近してくる。

「あれは──大だい蛇じや？」

　私は青あお闇やみのなか、目を凝こらした。

　胡こ汀ていが術で召しよう喚かんする大蛇よりもまだ大きいモノが、木々のあいだからぬるんと顔を出した。真っ黒い巨きよ岩がんのような顔。やけに赤い舌がぴろりと伸のびてくる。

　汚お物ぶつをまき散らしたような、ひどい腐ふ臭しゆうが漂ただよってきた。

「……遠凪様、緋宮様を連れてお早く避難を」

　滸楽の男性が穢主を見み据すえたまま小声で告げる。その横顔は、緊きん張ちようの汗あせで濡れていた。

「待って」

　私は自分の腕を摑つかんでいる遠凪さんから離はなれ、そっちへ寄った。

「緋宮様！」

　滸楽の男性は泡あわを食った様子で、私が羽織っていた毛織物を摑んだ。するっと肩からそれが滑すべり落ちる。

　私はちょっと振り向き、茫ぼう然ぜんとこっちを見ている滸楽たちに微笑んだ。遠凪さんは、なにかを言いたげな顔をしていた。

　きっと大だい丈じよう夫ぶ。とめられる。神じん力りよくの高ぶりを確かに感じる。さっきだって影を消しよう滅めつさせることができた。

　正面に向き直り、大蛇めいた穢けがれ主ぬしへと近づく。

　穢主は獣のように咆ほう哮こうし、嬉き々きと私を飲み込もうとした。

「緋……っ!?」

「静かに」

　ぺし、とその穢主の頭部分に片手を置く。

　穢主はぴたりと動きを止めた。

「おまえたちの王を、私は知っているよ。王は、決して私を傷つけないと誓ちかった。なら、おまえたちも私を虐しいたげてはだめ」

　手を置いた場所から、穢主の澱おりというのか、原油のような黒い淀よどみが勢いよく垂れ落ちていく。……こ、これ、皮ひ膚ふとかじゃないと思いたい。

　じゅうじゅうと凄すさまじい音とともに穢主の身が溶よう解かいした。

「あ……？」

　私は目を見張った。縮んでいく穢主のなかから、まず鹿しかが飛び出した。

　次に猪いのしし、野の兎うさぎ、栗鼠りす。

　鳥が何羽も飛び立った。トンボめいた虫や蜂はち、蝶ちよう。複数の生き物が、罠わなから解放されたように飛び出し、去っていく。

　最後に残ったのは、小さな蜥蜴とかげだった。いや、手のひらに乗るくらいの小型ワニ？

「ワニって水辺の生き物じゃなかったっけ……？」

　進化系なのかもしれない。

「ほら、おまえも逃にげなさい。もう穢主になったり取り込まれたりしちゃだめだよ」

　確か穢主って、元々はなにかの理由で堕だ落らくした鳥ちよう獣じゆう類や小さき神様だったはずだ。

　私はその場に屈かがみ込み、指先でつんとワニの背をつついた。そのワニは慌ただしくうろうろし、雪のなかに潜もぐっていった。

「もぐら系だったか……ってちょっと待った！　今のって和わ爾に一族の生き残りだったんじゃ!?」

　架か々が裏りさんと契ちぎりを果たした和爾一族。無人の集落で対たい峙じしたときの記き憶おくが蘇よみがえり、私は茫然とした。

　捜さがし出すか迷っているあいだに、肩にあたたかなものがかけられた。さっき滸こ楽らくの男性に引っ張られた毛織物だ。それをかけてくれたのは、遠凪さんだった。

「立て。地に髪かみがついているぞ」

「あっ、うん」

　慌ただしく立ち上がると、遠凪さんに厳しい目で全身をチェックされた。

「不調はないな？　手にも異常はないか」

「どこも平気だよ」

　獣形の滸こ楽らくたちもおずおずと寄ってきて、心配そうな様子で私を見上げる。

「大丈夫、怪け我がしてないよ。みんなも大事はない？」

　一頭の滸楽の頭を撫なでると、我も我もと嬉うれしげにすり寄ってくる。滸楽たちって撫でられるの好きなんだなあ。

　感心したとき、再び木陰からなにかが駆けてくる音がした。

　身構えたのは私だけで、一頭の滸楽がぱたぱたと尾おを振ってそちらへ向かう。

「──緋宮様！」

「あっ、洲す沙さ!?」

　青闇の奥から次々と出現したのは獣形の滸楽だった。その一頭の背に、洲沙が乗っていた。十歳あたりの小こ柄がらな少年だ。きりっとしていて、利発。少し大きめの臙えん脂じ色いろの羽織をまとい、黒い毛皮を頭に巻いている。

　彼は、ぴょんと身軽な動作で地面に降りると、笑え顔がおでこっちに駆け寄ってきた。

「緋宮様、よかった、ご無事だったんですね！」

「うん、洲沙も、どこも怪我はしてない？」

　飛びついてくる洲沙を抱だきしめる。再会が素す直なおに嬉しいと言えないのは、彼の父親の最さい期ごを見たためだ。

　──私だけが、生き残った。

　その思いが蔓つるのように心に巻き付き、締しめ上げようとする。

「緋宮様、すごくおきれいになってる！　この御お髪ぐしはどうされたんですか？」

「うん……」

　私は強こわ張ばった笑みを浮うかべた。

　洲沙は一瞬、きょとんとしたあと、私よりもずっとずっと大人びた優やさしい眼まな差ざしをした。なにもかもわかっているような、諦あきらめと忍にん耐たいが覗のぞく顔。何度もこういう表情を見た。

「緋宮様、大丈夫です。私は緋宮様とまたお会いできて、本当に嬉しいんですから」

「……うん」

　項うな垂だれる私の頭を、洲沙が精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをして撫でた。

　子どもは時々、オトナになる。

　大人は時々、その優しさに強い罪悪感を抱いだくんだろう。







[image: ]

　合流した滸こ楽らくたちのなかに、白雨さんの姿はなかった。

　穢けがれ主ぬしと対峙したときに負傷した滸楽がいるので、そちらの手当てに回ったとの話だった。

　その話を疑うつもりはないけれど……こっちへ来なかった本当の理由は、私と顔を合わせるのがつらかったからじゃないのか。

　──私がそう思いたいだけかもしれない。

　胸のざわめきから意識をそらし、ひとまず皆みなとともに洞ほらに入る。川の界を遮しや断だんする計画などについてを彼らと話し合いたい。

　広いと感じていた洞内も、滸楽の数が増えたことで急に手て狭ぜまになった。

　遠凪さんとリーダー格の滸楽数人、それに洲す沙さ以外は獣けもの姿のままだ。血気盛んな若い滸楽は自ら志願し、付近の見張りに出て行った。また穢主の類たぐいが出現しないとも限らないためだ。

「──川を遮断できるって本当ですか？」

　私の膝ひざに座ってちょっと恥はずかしそうにしていた洲沙がきょとりと仰あおぎ、尋たずねた。

「うん。一時的になら結界に穴を作ることができそうなんだ」

　さっきも穢主の淀みを溶とかすことができた。遠凪さんに川から引っ張り上げてもらったあとの出来事も頭にある。

「緋ひ宮みや様もいらしてくださる？」

「私はやることがあるから、蒸む槻きに残らなきゃ」

「そうですか……」

　洲沙は肩かたを落とし、微笑ほほえんだ。懐なついてくれる洲沙はかわいいし、滸楽たちとの暮らしには強い魅み力りよくを感じるけれど、今は一いつ緒しよに行けない。

　滸楽たちを無事に脱だつ出しゆつさせ、そして滅めつ亡ぼうを阻そ止しするんだ。

　彼らが決して善の存在じゃないとはわかっている。事情があるとはいえ、多くの女性を攫さらい、蒸槻の地を荒あらしてきたのは事実だ。それら非道の行こう為いをなかったことにはできない。

　最終的に、女性たちは滸楽に情を移すのだとしてもだ。

　手段が強ごう引いんだから、禍か根こんも残る。

　けれども、じゃあ蒸槻側が絶対の正義なのかといえば──悪いけれどまったく頷うなずけない。

　善悪だけの問題でもない。これはもう戦争と同じで、種族の存亡をかけた対立なんだ。

　それぞれが抱かかえる怨うらみや怒いかり、主義や主張、そういったものを全部ひっくるめて、火花が散るほど激しく衝しよう突とつしている。

　蒸槻の意思とは異なるとしても、私は滸楽に平へい穏おんな未来を渡わたしたい。

「怪我をした滸楽たちが十分動けるようになったら早さつ速そく試ためしてみたいんだけれど、どうかな」

　滸こ楽らくたちは顔を見合わせた。それから判断を委ゆだねるように遠凪さんを見つめる。

「結界の本流となる川は避さけたい。それはさすがに強力すぎて界を断たち切れないだろうから。支流の界ならいけると思うんだよね」

　遠凪さんは聞いているのかいないのか、我関せずな顔をしている。

　消極的ともまた違ちがう冷れい淡たんな雰ふん囲い気きに戸と惑まどってしまう。

　助たすけ舟ぶねがほしくなって、ちらっと洲す沙さを見下ろすと、それまで切なげに私を仰いでいたというのに、慌あわただしく正面に向き直った。な、なんだろう、その反応。

「洲沙？」

「ええと、たぶん、そのう……仲間はまだ、重傷のような気がしますので、しばらくは動けません」

「ような気が、って……」

　洲沙は身を小さくし、明らかに「噓うそついてごめんなさい」という気配を醸かもし出している。

　ふと気づくと、遠凪さんがやけに重い視線を洲沙に注いでいた。

「こらっ遠凪さん。洲沙を無言で脅きよう迫はくしたらダメです」

「知らぬ」

　傲ごう然ぜんとした態度でとぼけられてしまった。

「さっきの穢けがれ主ぬしとかがまた出現するかもしれないんだよ。人の目を避けて暮らすのも難しくなってくるだろうし、今は楽らく奪ばい月つきじゃないから、みんなも蒸む槻きのなかでは十分な力を使えないでしょう？」

「おまえたち、聞け。このつれない女め神がみは我らを追い払はらったあと、一人で都に乗り込むつもりでいるのだぞ。我らをすげなく追い払ったあとで」

「遠凪さん、誤解を招く言い方を二回も……」

「知夏」

「……は、はいっ」

　突とつ然ぜん名前で呼ばれて、飛び上がるほど驚おどろいてしまった。

「清き末まつ裔えいの娘むすめ。先刻の話がまことなら、わたしは──我ら一族は今こそおまえに償つぐなわねば」

　真しん剣けんな瞳ひとみにとらえられ、息がとまりそうになった。

「違うよ、遠凪さんたちが償うことなんてなにもないのに」

　月つき神がみの優しさや無知が罪というなら、それは陽ひ女め神がみも同罪だ。

　私の言いたいことをわかっているだろうに、遠凪さんは小さく首を横に振ふった。

「おまえを一人にはしない」

「遠凪さん、私はっ」

「我ら滸楽の定めを忘れたか？」

「え……」

「終始、嬉き々きと女によろめく定めだぞ」

　遠凪さんのきっぱりした宣言に、滸こ楽らくの男性たちが思わずといった様子で「ぐふ」と吹ふき出した。それにつられたのか、獣姿の滸楽も笑いを堪こらえるように毛並みを揺ゆらす。

「我らがたじろぐのは蒸む槻きの大軍や悪あつ鬼き、邪じやたる神かみ鳴なりなどではない。女の叱しつ責せきひとつだ」

　わあ……、滸楽の皆さん、同意するように尾おを振ってる。

「それに滸楽一族は恩を仇あだで返す真似まねなどせぬ。清姫は、我らの同胞はらからを救うために贄にえとなった」

「でも結局救えなくて！」

　とっさに反論し、洲す沙さの存在を思い出す。和なごやかな空気は一瞬で消え、どこか張りつめた雰囲気に変わる。

　洲沙は真っすぐ遠凪さんを見つめていた。私の視線に気づくと、にこりと笑う。

「……私、川で、洲沙のお父さんと」

　知ってます、と洲沙は小さな声で答えた。どこまでも大人びた眼差しだった。

「ねえ緋宮様」

　洲沙は私の膝から降りて、すっと背筋を伸のばし、正座した。

「救えなかった父様の代わりに、私に緋宮様を助けさせてはくれませんか？」

　私は言葉をなくした。幼い声こわ音ねとは裏腹に、戦士のような目をする。

「それができたら、私は自分を許せます。なにかを助けなきゃ、とても、自分が……」

　完かん璧ぺきに見えた微び笑しようがここで突とつ如じよ、くしゃりと歪ゆがむ。必死に抑おさえていた感情がとうとう決けつ壊かいしたようだった。

　洲沙は玉のような涙なみだをいくつも落とし、片かた腕うでで顔を覆おおった。

「目が眩くらむほど人が憎にくい。でも私の母様は、その憎い『人』だった。母様は『人を憎まないで』とおっしゃった！　緋宮様、どうして人はこんなに私たちを悩なやませるのですか」

「洲沙」

　顔を怒りと悲しみで真っ赤にしながら洲沙が私の胸にすがりつく。

「母様も父様も助けられなかった。私が幼いからですか？　それとも、もっと足が速ければ間に合ったんでしょうか。父様に追いつこうと、一いつ生しよう懸けん命めい走ってきたのに駄だ目めだった。緋宮様、私は助けたいです。助けたい、助けたい……」

　繰くり返される悲痛な訴うつたえ。

　──助けたい、じゃなくて、助けてほしい、って聞こえる。

　他に声を発する者はいない。誰だれもが心に隙すき間まなく石を詰つめ込まれたかのような、引きつった硬かたい顔をしていた。たぶん私も皆と同じ表情を浮うかべているんだろう。

　洲沙の小さな背中をぎゅっと抱だきしめる。この少年の心を軽くする言葉を、どうしても見つけられない。

　それはまだ私も大人になりきっていないせいなんだろうか。

　──私も、助けたかったよ。

　架か々が裏りさんに佐基さん。殺された滸こ楽らくたち……。

　彼らを思い出すと、自分が深いところに転がり落ちていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「緋ひ宮みや様、どうか私をともに連れていってください」

　洲す沙さはか弱い声で懇こん願がんし、私の衣ころもを握にぎる指に力をこめた。

　その小さな丸い手と自分のものとを見比べる。

　私の手も、全身でしがみついてくるこの心細げな少年と大して差なんかなかった。

　いや、彼よりずっと甘ったれた、汚よごれを知らないでいる手だ。なにをすればこれ以上大事なものを取りこぼさずにすむのか。

　助けられなかった者たちを思って二度と泣くことがないよう、強くなりたい。

「ねえ、お願いです。私を追い払わないでください」

　必死な洲沙を見て、ふと思った。

　──誰かを救うということは、自分を救うことでもあるんじゃないか。

「洲沙、助けて。私を助けてくれる？　洲沙の助けが必要だよ」

　受け入れてもらえたことが嬉うれしかったのか、洲沙は悲痛な表情をきれいに拭ぬぐい去り、瞳を輝かがやかせた。

　どうしてだろう、洲沙の喜びを目にすると、胸を衝つくような苦しさが生まれる。

「はい。はい！　私はきっと緋宮様を守れます。だってもう幼子のままでなどいないって決めたんですから」

「……うん。頼たよりにしてる」

　そう答える以外、わからなかった。
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　翌日、雪雲が遠ざかり、久しぶりの快晴が見られた。

　向こう側の山頂を、渡わたり鳥どりの群れが越こえていく。

　雪の重みで枝が揺れる音がした。ふいに木こ陰かげから斑まだら模様の美しい鹿しかが顔を出す。

　見つめるうちにその鹿は、ふいっと顔を背そむけて木立のなかへ去っていった。

　思わず微笑ほほえんでしまった。白い息が自分の口からかすかに漏もれた。

　空気が澄すんでいるからか、一層寒さも強いようだ。

　でも心を洗う冬の気配は嫌きらいじゃない。この厳しい冷気は、きっと懐なつかしい故郷に繫つながっている。

　そう考えるだけで胸の奥に火が灯ともるような気がした。

　踵かかとが軽く浮くくらい、全身で深呼吸したときだ。

「──緋宮様、お支し度たくはすみましたか？」

　すっかり移動の準備を終えた洲す沙さが近づいてきた。笑え顔がおを返し、頷うなずく。

「いつでも行けるよ。みんなも支度はすんだ？」

「はい。緋宮様、こちらをかぶってください。その……御お髪ぐしが目立つので」

「あ、そうだった。この髪かみって長すぎるんだよね。肩かたくらいまで切ろうと思うんだけど」

　洲沙の手から冬仕様の色しき笠がさを受け取ったあとで、自分の髪を軽くつまむ。

　それを見て洲沙は総毛立ったような凄すさまじい顔をし、声を張り上げた。

「なんてことをおっしゃるんですか！　いけませんからね、女の人が軽々しく御髪に刃はを入れるなんて！」

「ごっ、ごめん」

　激しいお叱しかりに気け圧おされ、私は飛び上がった。

　そうか、滸こ楽らくは長ちよう髪はつの女性にときめくのか……。

　じいっと非難の視線を注ぎ続ける洲沙に動どう揺ようしながら、色笠をかぶる。素材は竹で、薄うすく削けずって編まれ、煤すすで墨すみ染ぞめしている。冬の笠は顔を隠かくす垂れぎぬがちょっとだけ厚地なので、夏物よりも重みがある。その代わり、多少短めで大きさも小こ振ぶりだ。

「そうだ知夏様。これを受け取ってください」

　洲沙が照れた顔をしながら、なにかを私に差し出した。

「これ……指輪？」

　受け取ったそれを、しげしげと見つめる。木き彫ぼりの指輪だ。なんというか、かなり荒あら削けずり、いや、素そ朴ぼく。でも、結構古い物のように見えるけれど、洲沙の手作りなんだろうか。

「守護の指輪です。……受け取ってくれますか？」

　洲沙は生き真ま面じ目めに、でも不安そうに私を見上げた。

　そうか、私を守るんだー、って洲沙は自分に誓ちかっている。それで、お守りがわりの指輪を贈おくってくれたらしい。

「ありがとう。大事にするね」

「はい！」

　嬉しそうな洲沙と微笑み合ううちに、洞ほらの片付けを終えたらしき滸楽たちがぞろぞろと姿を現した。私は彼らに軽く手を振ふった。

　昨夜話し合った結果、まずは数頭の滸楽を偵てい察さつとして先に陽都へ向かわせ、私を含ふくめた他ほかの者はそのあとを追う形で行軍することになった。

　別場所の隠れ家にいる滸楽たちに関しては、そこから動かずに待機だ。怪け我がの治ち療りように専念してもらう。

　なにはともあれ陽都の状態を確かく認にんしなきゃ、次の策も立てられない。

　ただし、偵察役の滸こ楽らくには決して独断で行動しないようにと伝えている。やっぱり以前の白雨さんの件は、胸にこたえた。

　私は、一頭の滸楽の背に騎き乗じようさせてもらうことにした。人の姿を保っているのは洲す沙さだけだ。あとは皆みな、獣けものに変身し、道を行く。

　大地を包む雪の白さが目に染しみる。晴れ渡った高い空を、再び渡り鳥が何羽も横切った。さっきとは別の鳥かもしれない。

　耳に届く滸楽たちの安定した足音が、谷間に落ちる静かな細流をふいに連想させた。ささやかな快い音だ。

　進んでも進んでも木々は果てしなく続き、地表を覆う雪もまた銀ぎん屑くずをちりばめたようにちらちらと輝く。それでいて立ち並ぶ木々の奥は、けぶるように薄うす暗ぐらい。どれほど明るい景色のなかでも、必ずどこかに窺うかがい知れない幽ゆう玄げんの気が潜ひそんでいる。

　蒸む槻きの自然の深さには見るたびにつくづく感じ入ってしまう。

「今の陽都について、どんな感じに変わっているのか、なにか聞いていない？」

　私の問いに、美び獣じゆう様の背に乗って少し先を進んでいた洲沙が振り向いた。気をきかせてくれたんだろう、美獣様が私を乗せた滸楽の横に並ぶ。

「いいえ。すみません、緋宮様。私たちは、白雨様の警告を受けてあの集落を捨てたあと、まず他の隠れ家にいる同胞はらからが無事かを確かめに行ったんです。白雨様のおかげで蒸槻の剣けん士したちから逃のがれることができましたが……」

「なにかあったの？」

　洲沙は困った様子で口ごもった。視線で強く促うながすと、渋しぶ々しぶというように先を続ける。

「……急に蒸槻の結界が強固になったので、むやみに動くことができなかったんです」

「あっ、そっか……。うん」

「でもすぐに、異変が始まりました」

「ええと、私が死なずに蘇よみがえったせいだよね」

「私にはわかりませんが……それとは別に、なぜか昨夜のように穢けがれ主ぬしや悪あつ鬼きが出しゆつ没ぼつし始めたので、やはり動き回るのは危険でした」

　私は項うな垂だれそうになった。そっちのほうも私が原因なんだろうか。

　──いや、私じゃなくて、伊織？

「私たちも陽都の様子が気がかりでした。蒸槻の者とは相あい容いれぬ仲です。とくに今いま帝みかどは私たちの討とう伐ばつに乗り気のようですから、一人残らず捜さがし出して叩たたき潰つぶすつもりなのか、その心積もりを正しく知っておかないと」

　利口な瞳ひとみが獣のように瞬またたく。本当にいっぱしの軍師のような雰ふん囲い気きだ。

「緋宮様は私たちに対して後ろめたく感じる必要なんかないですからね。私たちは、こういったわけもあって緋宮様にくっついているんですもの」

「……美獣様、洲す沙さが眩まぶしすぎる。マジ王子様……」

　当然だ、というように美獣様が鼻を鳴らした。振り向くと、他の滸こ楽らくたちもなにやら誇ほこらしげに尾おを揺ゆらしている。

　密ひそかに笑いを堪こらえながら、正面に視線を戻もどす。

　洲沙の言葉は私の負担を減らすための慰なぐさめだけれども、必ずしもすべてがでたらめってわけじゃないだろう。

　俱く七な帝ていの動向とその決断は滸楽たちの未来を大きく左右するほどの重大事だ。

　──たぶん、俱七帝は容よう赦しやなく滸楽討伐の意思を明らかにする。

　今なら、新緋ひ宮みやに選定された春日さんの協力を得られるためだ。

　互たがいに不ふ可か侵しんとしていた二つの廷がとうとう手を結び、滸楽殲せん滅めつに乗り出す。これを契けい機きに、滸楽たちはきっと滅めつ亡ぼうまで追いつめられるだろう。

　仮に滸楽滅亡の阻そ止しに成功し、今後もずっとこの異世界で生きていくのだとしたら……やっぱり私は滸楽たちと寄り添そっていくことになるんだろうか。

　そこまで考えたとき、ふっと我に返った。

　──そもそも私は、生き残ることができるんだろうか？

　やけに切ない気持ちになる。日本で暮らしていたときには、こうまでも自分の命についてを深く意識したことはなかった。

　まだ何年も過ぎたわけじゃないのに、私は自分に明日あしたがあるのか、それを本気で危あやぶんでいる。

　──滸楽たちは、生まれ落ちたときから今の私のような思いを味わってきたんだ。

　少し振り向いて、雪道を駆かる滸楽たちを見る。

　周囲を警けい戒かいしながら進んでいた滸楽たちは、私の視線に気づいた途と端たん、嬉うれしそうにぶんぶんと尾を振った。

　生き残って、未来を摑つかんでほしい。

　彼らが幸せになるところが見たい。

　うん、私は私のままに選せん択たくする。こうして迷ったりつまずいたり、泣いたりしながら。

　たとえ明日命が終わるんだとしても、それでもってのちの蒸む槻きの歴に「緋宮の権けん威いを穢けがした大悪女、知夏」なんて記されることになっても、この今、自分自身を恥はじないよう、大地をしっかり踏ふみしめていこう。

「──緋宮様？」

　ずっと黙だまり込んでいる私の様子が気になったらしく、洲沙は戸と惑まどいがちに声をかけてきた。

「洲沙、あのね。きっとまだまだ滸楽にとって苦しいことが起きると思う」

「……はい」

「でも、こうしてまたみんなで晴れた空を見られるように、諦あきらめずにいようね」

「はい」

　洲す沙さは、顔いっぱいに笑えみを広げた。他の滸こ楽らくたちも、ちぎれそうなほど尾を揺らしてすり寄ってくる。私を乗せている滸楽が自身の鼻や前まえ脚あしを使って、皆を邪じや魔まそうに押しのけた。あまり動くと私、落ちそうになるんですが。

　美獣様が怪あやしい目で見ているのが、少しおかしい。

　獣たちの他愛たわいないじゃれ合いに気を取られ、左手側の谷の上に続く行列を危うく見み逃のがしそうになった。

「美獣様！　あそこに人がいる！」

　滸楽たちが気配を研とぎ澄すませ、一いつ斉せいに身を低くする。

「あれは、緋宮様……剣士たちではありません。民たみの行列です」

　目を凝こらしていた洲沙が不思議そうに首を捻ひねった。

　私には谷の上を渡わたる行列がどういった人々なのか、はっきり判別できなかった。でも、多少警戒を解いた滸楽たちの様子を見るに、その言葉はおそらく正しいんだろう。

「なんの移動だろう？　あきなしの行列なのかな」

「いえ……違ちがうみたいですが」

　行軍を一いつ旦たんストップさせた私たちの元に、先を進んでいた偵てい察さつ役の一頭の滸楽が戻ってきた。すばやく人の形に戻り、美獣様の前に膝ひざをつく。

「どうも奇き怪かいなことが。陽都付近の集落に暮らす民たちが、次々と居を捨てて移動しています」

　言葉を発さない美獣様の代わりに、洲沙が驚おどろきの声をあげる。

「集落を捨てているってことは、陽都になにか異変があったのでは？」

「それはわかりかねるが……」

　滸楽の男性は困こん惑わくの表情を浮うかべ、私にちらりと目を向けた。

　気になっている点がひとつある。

「この先の道で、穢けがれ主ぬしたちと遭そう遇ぐうしたりした？」

「ああ、そういえば。対たい峙じしてはおりませんが、魔ま物ものの気配が時折匂においます。緋宮様方も重々お気をつけて」

「もしかしてあの行列って、それと関係があるんじゃないかな」

　私の言葉に、美獣様が小さく鼻を鳴らした。同意したらしい。

「では遠凪様、緋宮様。私は先に行き、もう少し様子を窺ってみようかと」

　獣に変身しようとする滸楽を、慌あわててとめる。

「待って、偵察役の滸楽たちにこっちに合流するよう伝えて」

「しかし緋宮様」

「魔物や穢主が辺りをうろついているかもしれないんだよね。離はなればなれになるのは危険だよ」

　この先、なにが待っているのか予想もつかない。

「ねえ緋宮様、これって剣士たちの罠わなってことはありませんか？　身を隠した私たちを残らずあぶり出すため、陽都に異変が起きていると見せかけたのでは」

　洲す沙さの疑念に、私はそっと首を振ふった。

「集落の民を大移動させて罠をはる余よ裕ゆうは、今の陽都……両方の廷にはないと思うよ」

「ええ。緋宮様のおっしゃる通りだ。まことの大災が訪おとずれたというのならともかく、成功するかもわからぬ策のためこの冬季に、しばし集落を空にせよ、などと命じれば、民の不満を招くだろう。罠をしかけるつもりなら、もう少し利口なやり方を選ぶはずだ。それに今は──帰き鼓こ廷ていは波乱のなかだろう」

「うん。緋宮の代だい替がわりの件で忙いそがしいんじゃないかな」

　贄にえとなった私は、こうして生き残ってしまった。その上、神じん力りよくも失っていない。

　勿もち論ろん、陽ひ女め神がみの血筋の者、その神力を抱かかえる者は捜せば複数いるだろう。でも架か々が裏りさんと自分の例を見るに、同時期に『緋宮』の資格を持つ女性が二人存在するって事態は起こり得ない気がした。

　あめつちの意は、まだ私に向いている。

　はからずも安定した神力のおかげで誰だれに言われなくてもそれがわかった。この晴天と同じで、身体からだの内部がいつも澄み渡っているような感覚がある。

　高確率で春日さんのための種は現れていないはず。

　帰鼓廷は今、うまくいかない状じよう況きように頭を抱えているに違いない。

「それでは緋宮様、まことの災いが陽都を襲おそったと？」

　微び妙みような表情を浮かべて、洲沙が尋たずねた。人間が苦難に喘あえいでいるのを喜ぶべきか、それとも私のために心配するべきか判断しかねている様子だ。

「普通の天災が原因とは考えにくいけれど……ともかく、今はみんなで固まって行動しよう。陽都の近くまで行けば、なにが起きているのかはっきりとわかるはずだよ」

　その後偵察役の滸こ楽らくと合流し、私たちは慎しん重ちように陽都を目指した。

　他ほかの季節と違って、雪の地面は歩みを遅おそくする。一日ではさすがに陽都までは辿たどり着けない。寝ね泊とまりしていた洞ほらは前に想像した通り、十十山の麓ふもとの谷境にあったらしい。

　そして今、古麻山に入ろうとしている。架々裏さんが冥婚を行った集落を抱えるなだらかな山で、陽都より下がった位置にある。

　人目を避さけて雪山を進むから、何日もかかってしまう。

　一いつ緒しよに来てくれた滸楽たちにものすごく感謝した。私一人なら間ま違ちがいなく道に迷って凍とう死ししていただろう。厳しい暮らしに慣れている滸楽たちは山を恐おそれていないし、雪道を進む上での心得もある。

　それに、幸運なことに道中、天候が大きく崩くずれずにすんだ。多少雪がちらつくことはあっても不思議と昼ではなく、休みを取る夜間に集中していた。

　だから私たちがもっとも警戒したのは山の猛もう威いじゃなくて、不意打ちのように出現する穢けがれ主ぬしの影かげのほうだった。

　これは昼夜問わず、何度も目もく撃げきした。

　体力温存のため、ちらりとでも影を見かけた場合は無理に交戦せず、すぐさまそこから離れた。

　陽都に近づくにつれ、そういうあやかしの数が増えている。

　同行する滸こ楽らくの誰もがきっと同じ懸け念ねんを抱いだいていたに違いなかった。
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　数日を費ついやし、私たちはやっと陽都まであと少しという距きよ離りまで来た。

　一時間ほど前から滸楽たちは全員、人の形を取っている。

　ここに到着するまでのあいだ、都のほうからくだってきた多くの旅人や民の行列と遭遇したためだ。角の目立つ遠凪さんには羽織をかぶってもらっている。

　人の姿でいれば、抜き出て神力に優すぐれた者にでも会わない限り、正体がばれることはない。

　ただし目を覗のぞき込まれたらおしまいだ。

　人と違って猫ねこのように瞳どう孔こうが垂直なので、こればかりはごまかせない。遠凪さん以外は、男型の笠かさをかぶってなるべく顔を伏ふせてもらう。

「本当に、人がたくさん移動しているね」

「途と中ちゆうで幾いく度ども目にしたあやかしどもと、無関係ではあるまいな」

　横に並んだ遠凪さんは、私の言葉に軽く頷うなずいた。

　ちらりとその姿を見み遣やる。いつも伝統的で華はなやかな装束をまとっていた遠凪さんもさすがにそれでは人目を引くと考えたようで、今はごく一般的な香こう人じんの衣に着き替がえている。

　他の皆みなは、雇やとわれ剣けん士しっていう風ふ情ぜい。これを提案したのは私だ。

　滸楽一族は人間よりも大おお柄がらな者が多い。そして眼光が鋭するどい。

　似合わないってわけじゃないんだけれど、貴人衣装をまとっているとやっぱり注目されてしまう。ならいっそのこと、彼らの雰ふん囲い気きに合わせて剣士の格好をさせたほうが、よっぽど自然に映る。

　洲す沙さまで剣士の格好をしていて、これが本当にかわいい。

「みんな、ここでちょっと待っていてくれる？」

「……なにをする気だ？」

　遠凪さんは犯人を問いつめるときのような厳しい声こわ音ねで言った。

「変な真似まねはしません。ほら、向こうの集団に若い夫ふう婦ふがいるでしょう？　あそこの、屋や形かた車のそばで休んでいる人たち」

　私が視線で示すと、皆はちらっとすばやく彼らを確かく認にんした。

「身なりからして香人だよね？　荷車や従者の様子を見ると、この付近の集落で暮らしていたんじゃなくて元々は陽都にいたんじゃないかな。せっかくだから、世間話のついでに陽都の状態を聞いてみるよ」

「ではわたしも」

　ついてこようとした遠凪さんを、皆が無言でとめてくれた。うん。その角、もしも人間に見られたら一巻の終わりです。

「でも緋ひ宮みや様、従者をつけずにお一人で行かれると、それもまた不ふ審しんに思われてしまうかもしれません。私も一緒に行きます」

　凜り々りしく洲す沙さが宣言した。

　洲沙なら、他の滸こ楽らくに同行してもらうよりも相手に警けい戒かいされずにすむだろう。顔を上げないようにすれば大だい丈じよう夫ぶかな。

「って、遠凪さん、洲沙を睨にらんじゃだめ！」

「うるさい。揉もめ事が起きた場合、洲沙ではどうにもできぬだろうに」

「洲沙は緋宮様を命いのち懸がけでお守りします。だから拗すねないでください、遠凪様」

　優やさしく諭さとされ、遠凪さんの眉み間けんに皺しわが寄った。不ふ機き嫌げんな主あるじを見ておろおろする滸楽たちにちょっと笑いつつ、私は洲沙とともに道の脇わきで休きゆう憩けい中の集団に寄った。

　この辺は陽都に近いので、あきなしや屋形車がよく通る。そのため、自然と幅はば広ひろの道が出来上がっている。

　近づく私たちに真っ先に気づいたのは、手て頃ごろな岩に腰こし掛かけている香人夫婦の従者だった。厳しい表情で彼らの前に立ち、腰こしに下げている剣けんの柄つかに手を置く。

　私は彼らの警戒を解くため、色笠を外して微笑ほほえんだ。

　今の私は遠凪さん同様に香人の娘むすめの格好をしている。お供は小こ柄がらな洲沙だ。

　従者は肩かたの力を抜ぬくと、まじまじと私を見つめた。な、なんだろう、凄すごく熱心な視線だな。

　ああ、忘れてた。肌はだがやけにつやつやになって髪かみが伸のびてるんだった。

　でも香人や貴人の娘は、自分を美しく見せるために白玉を砕くだいた粉を肌にまぶしたりするので、私の姿もそう疑問に思われるほどおかしくはないはずだ。

「あの、すみません。お尋ねしたいことがあるのです」

　私は羽織の袖そでで顔を斜ななめに隠かくしつつ、丁てい寧ねいに話しかけた。

　従者は、はっと我に返った様子で一歩引き「なんでしょうか？」とやや照れ気味に答えた。もしかして女好きですか。

「私は、先の月に都のお方と婚こん儀ぎをあげた姉様に会いたくて、十十山の郷さとからはるばる足を運んできたのですが……なぜこうまで皆様、荷物を抱えて都をくだっているのですか？」

　世情に疎うとい娘を装い、噓うそを交えて尋ねる。

　答えてくれたのは、後ろで様子を窺うかがっていた若夫婦だった。私が無害な娘とわかると、人の良さそうな童顔の奥さんは小こ振ぶりの色笠を外し、代わりに扇おうぎを広げながら微笑んだ。

　武骨な風情の旦だん那なのほうは気難しげに腕うでを組む。

「それはそれは……旅慣れぬ女によ人にんの足ならば雪道に難なん儀ぎされただろうが。しかし、悪いときに来られたな」

「ええ、今の都は、ねえ……」

　同情するように二人は小さく溜ため息いきを落とし、顔を見合わせる。

「都になにか、奇怪なことでも？」

　奥さんは優しげな眉まゆをひそめ、わずかな躊躇ためらいのあとで答えてくれた。

「奇怪というより奇き病びようが流行はやり、都は沈しずんだ河のよう。祟たたり神か疫えき神じんが駆かけ回っているに違ちがいないわ」

「奇病？」

「頑がん健けんであった者までが急に大おお汗あせをかき、倒たおれていくのだ。まず身が燃えるように熱くなり、それから手足が黒ずんで壊え死ししていく」

　予想しなかった言葉に啞あ然ぜんとしてしまう。てっきり穢けがれ主ぬしかなにかが跋ばつ扈こしているのかと思ったんだけれど……待って、疫神というのも、ある意味悪あつ鬼きのような存在だよね？

「こうまで流行ってしまっては薬くす師しの数も到とう底てい足りぬ。燃え盛る炎ほのおに、椀わんの水をかけているようなものよ。貴人たちは巫女みこや呪じゆ弦げん師しを招いて奇病から逃のがれようと、屋や敷しきにこもりっきり。回かい絽ろ廷ていは一時剣士を派は遣けんし、救助の手を差し伸べてくれたがな、疫神が去らぬと知ると、すぐさま踵きびすを返して戻もどっていったわ」

　旦那は憤ふん慨がいしながら吐はき捨てた。

「そのくせ我らにはみだりに都を離はなれるな、身が健すこやかな者は薬師に助力を、などと勝手な布令を出す」

「それで帰き鼓こ廷ていのほうは？」

　旦那の表情はさらに険しくなった。ぱん！　と高い音を立てて自分の膝ひざを叩たたき、私を激しく睨みつける。

「緋宮様はいったいなにをなさっているのか！　こういうときの『護ご女じよ』ではないか！」

「ごっ、ごめんなさい！」

　勢いに吞のまれ、思わず謝ってしまったら、二人がびっくりした。なんていうか、一応私も緋宮だったわけで！

「いや、あなたが謝ることはないんだが……すまぬ。声を荒あららげてしまい、怯おびえさせたようだ」

　旦那は恥はずかしそうに小さく咳せき払ばらいした。すぐに表情をあらため、真しん剣けんな目をする。

「だが、陽ひ女め神がみを祖に持つ緋宮様までも都を見捨てるとはいかなこと。なぜ鎮ちん護ごの儀ぎを開き、疫神を退けてはくださらぬ。なぜ我らをこの苦く難なんからお守りしてはくれぬのだ。帰き鼓こ廷ていの門は閉とざされたまま、神官の一人も姿を見せてはくれぬ。これでは、人心は離れよう」

「──疫病の猛もう威いで、都から人が離れてるんですか」

「いや、いや。離れているのは、付近に暮らす集落の者たちだ。陽都の者は屋敷を捨てぬようにと厳命されている。とはいえ、神の加護も助力もないところにいつまでも留とどまっていては、おのれの命がすり減るのみでなんの得にもなりはしない」

　そこでちょっと二人は気まずそうな顔をした。

　彼らは布令を無視して、こっそりと都を脱だつ出しゆつしたんだろう。

「そうすると都にあがるのは難しいのでしょうか？」

「おやめなさい、病に倒れたらどうなさるの？」

　奥さんはそう言うと扇をおろし、同意を求めるように旦那を見つめた。

「ああ。入れぬことはあるまいが。現に我らも、門を守る裳も士じに貨か幣へいを握にぎらせ……」

「まあ、多た蔦つた様ったら」

　奥さんは顔を赤らめて旦那……多蔦さんをとめた。暗あん黙もくの了りよう解かいって意味でにっこり笑いかけると、おどおどしかけていた二人も表情を和やわらげた。

「それでは今、都はほとんどもぬけの殻からといった風情なのですか？」

「いや、都を抜け出せた者は少ないよ」

「……そうなんですか？」

「裳士の説得など容易たやすいものだが、それよりも肝かん心じんなのは、札ふだなのだ」

「札」

　私は目をぱちくりさせた。

「我らが身を損そこなわずに都を抜け出せたのには、わけがある。私の妹が神かみ女めとして帰鼓廷に仕えている」

「──え？」

「図と世よという、器量も気き性しようもよい娘でなあ。緋宮様のおつきになったと喜びの文ふみを送ってきたよ。それとともに、皆みなには秘密だと、緋宮様自らがお作りなさったという護ご符ふをくれた」

　図世さん。私は声をあげそうになるのを堪こらえた。

　彼女は、私の宮に仕える神女だった。

　そして、俱く七な帝ていに川に突つき落とされる前、花の枝を渡わたしてくれた人。

「なんでも緋宮様は気さくなお方で、自分を実の姉のように慕したってくれているのだと大層自じ慢まんしていた。まあ、いくらなんでも天下の緋宮様が一いつ介かいの神女などに寵ちようをくださるはずがない。随ずい分ぶん誇こ張ちようしているのだろうとはわかっていてもな、やはりその、兄としては悪い気はせぬものだ」

「……ええ」

「それにな、この札は、まことに我らを疫神からお守りくださった。隣となりの屋敷の者は皆、臥ふせってしまったというのに、我らは今もぴんぴんとしている。なあ、真ま古こ？」

　多蔦さんは奥さん……真古さんに同意を求めたあと、おもむろに毛皮の羽織のなかに手を入れ、楓かえでに似た葉で作られている護符を取り出した。

　その護符に、覚えがあった。

　帰き鼓こ廷ていでは大なり小なり頻ひん繁ぱんに儀ぎ式しきを執とり行う。確か悪鬼退散の護符として、秋頃ごろにそれを作った。本来、市し井せいには出回らないものだ。

　帰鼓廷にコネがあれば、個人でも多少は入手できる。

　手足が震ふるえそうになるのを必死におさえ込む。洲す沙さが心配そうに私の袖の裾すそを摑つかんだのがわかった。

「妹と違って私は神じん力りよくなるものに無む縁えんだが、護符の効こう験げんを見る限り、緋ひ宮みや様のお力はまさに盛さかりの花と言えように、まったくなぜこうなったのか……」

　残念そうな多蔦さんに頷うなずき返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　帰鼓廷にいた頃は、毎日のようにひたすらこっちの勉強をして儀式を行った。

　でも儀式が人々の役に立っているっていう実感は、正直あまりなかった。

　本当にこうして、自分の知らない場所で誰だれかを守っていたなんて。

　──もっと真剣にやっていれば。

　いや、いつでも私は真剣だった。ないがしろにした儀式なんてひとつもない。

　でもその真剣さは民たみの安あん寧ねいのためじゃなく、儀式自体をただ無事にやり遂とげる、という点だけに向いていたんじゃないのか。

　違う角度から見て、初めてわかることがある。その事実に、私は強く打ちのめされた。

「──前に、緋宮様の代だい替がわりの噂うわさがありましたが。今の帰鼓廷を統すべておられるのは、新しん暦れきのお方なのですか？」

　言葉の出ない私に代わって、洲沙が俯うつむきながら尋たずねた。

　おや、というように多蔦さんの視線が洲沙へ向かう。

「それがなあ、まこと帰鼓廷とは模も糊こたる場、山奥の夜よりも見通せぬ」

　多蔦さんは溜息まじりに言うと、やや声を潜ひそめた。

「知っておられるか、妹がお仕えしている緋宮様が滸こ楽らくと通じ、捕ほ縛ばくされたという噂を」

　洲沙の全身が強こわ張ばったのがわかった。私は慎しん重ちように口を開いた。

「いえ、なにしろ風ふう雅がな都から離れた侘わびしい地で暮らしていますので。初めて耳にしました」

「そうか。いや、私の友がな、とがびととして廷に連行される緋宮様を確かに見たのだと、馬ば鹿かなことを叫さけんでいた。しかし、それが真実ならば、なぜ新暦が始まらぬのか。おおかた、いずれの貴人の娘むすめが軽はずみでしでかした姦かん通つう罪などが、大げさに広まったんだろうよ」

　洲す沙さが物言いたげにちらりと私を見上げた。

　新暦が始まっていない。

　──代替わりの種は、やっぱり出現しなかったんだ。

　なら、私は今も緋宮なのか。その資格は、あるんだろうか。

「そうですか……。ああ、随ずい分ぶん話し込んでしまいました。色々聞かせてくださってありがとう。皆さんも道中、お気をつけて。あやかしの影かげを何度か見かけました。護符を決して手放さないでくださいね」

　そろそろ切り上げ時だろう。私は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　気にするな、というように夫ふう婦ふは微笑ほほえんだ。

　有益な話をいくつも聞いた。賄わい賂ろさえ握らせれば、都のなかに皆で潜もぐり込めるだろう。

　やきもきとした様子で待っている滸こ楽らくたちの元に戻ろうとしたときだ。

「ねえ、あなた」

　真古さんに呼ばれ、私は色しき笠がさをかぶる手を止めて振ふり向いた。

「もしかして、あなたも巫女みこ様なのかしら？」

「……え？」

「変に思われたのなら許してくださいね。図と世よさんにお会いしたときと、同じような気持ちになったものだから」

「同じよう……？」

「きれいな方だと思ったの。どう言えばいいでしょうか……つやめく女によ人にんに対して感じるような、妬ねたましいお美しさではありません。神かみ懸がかりしていたというのがぴったりですね。ああ、本物の神かむ人びとなのだわと得心したのです」

　私はどぎまぎした。正体を怪あやしく思われているんだろうか。

「い、いえ。私も神力とは無縁で……」

「あら、そうなのですか？」

　不思議そうに首を捻ひねる真古さんにぎくしゃくと別れの挨あい拶さつをし、洲沙とともに今度こそこの場を去る。

　早足になってしまったのは仕方がないだろう。

　滸楽たちの元に戻もどったときには、洲沙と同時に、はー、と深く息をついてしまった。緊きん張ちようしたー。

「遅おそいぞ」

　遠凪さんは被かぶり衣ごろもを少し頭からずらし、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「心配させてごめんね。たくさん話を聞いてきたよ」

「……案じていたとは言っておらぬ。遅いと」

「うん」

　素す直なおに心配していたと言えないところ、白雨さんに似ている。洲す沙さも、まるで孫を見る祖父みたいな微び笑しようを浮うかべているんですが。

　全員で遠凪さんを見つめ、微笑んだ。私もつい。

　腹を立てた遠凪さんに八つ当たりされる前に、今しがた若夫婦から聞き出した話を伝える。

　陽都内の様子と疫えき神じん、両廷の沈ちん黙もく、代替わりがなされていないこと。

「──それで、門を守る裳も士じを懐かい柔じゆうするために、賄賂……金品とかがあるといいんだけれど」

　困った。飾かざり物の類たぐいをひとつも持っていない。

　まさか他人から強ごう奪だつするわけにもいかないし。って滸こ楽らくの皆、それに洲沙までが、野の兎うさぎを狙ねらう獣けものの目をして多蔦さん夫婦を窺うかがってる！

「だ、ダメだよ、襲おそったら！」

「……」

「返事！」

　洲沙ってば、「え？　なんの話？」っていうようにかわいく微笑んでごまかそうとしている。

「遠凪さんも叱しかってやって！」

「うるさいぞ。おまえたちも、これの反応で遊ぶものではない。……首くび飾かざり程度ならば持っているが、これでいいのか」

　遠凪さんは呆あきれまじりに言うと、自分の衣の下につけていた首飾りを外して私に見せてくれた。

「じゅ、十分です」

　そうか、遠凪さんっていつもゴージャスな飾り物をしていたっけ。

　緋宮生活で目の肥えた今ならわかる、遠凪さんが身につけている装そう飾しよく品は帰き鼓こ廷てい製以上の高級品だ。いや、骨こつ董とう品レベルっていうのか。

「なら、日が落ちる前に行くぞ」

「うん」

　私たちは陽都のほうを一度のぞみ、遠凪さんに従った。







[image: ]

「──これは」

　賄賂効果で陽都の小門を難なく抜ぬけ、私たちは人目を避さけながら都のなかを突つき進んだ。

　門を抜けたときから急に空気がひずむのを感じ、緊張せずにはいられなかった。

　進むにつれ、違い和わ感かんは薄うすまるどころか、なおさら強きよう烈れつになっていく。

　香こう人じん区にまで来ると、排はい気きガスで汚お染せんされた工場地帯に迷い込んだかのように空気が黒ずんでいるのがはっきりわかった。

　今なら顔を晒さらしても、滸こ楽らくたちの醸かもし出す異質さをとがめる者はいないだろう。

　というより、他者を気にする余よ裕ゆうなんて誰だれも持っていないだろう。

「どうして、こんなことに？」

　私は見覚えのある、鹿しかの模様を彫ほり込んだ青い橋の手前で立ち止まった。

　雪ゆき尾お区はいつ来ても華はなやかな賑にぎわいがあったはず。陽都が誇ほこる風ふう雅がな芸所のひとつだったじゃないか。

　なのに、この薄うす暗ぐらさ、不気味な沈黙。

　路みちを繫つなぐそれぞれの橋には、覇は気きのない様子で座っている香人たちの姿が見られた。池の水も濁にごり、そこに浮かぶ蓮れん華げのような花も腐くさりかけている。

　あちこちから咳せき込む音が響ひびいた。比ひ較かく的元気そうな者は顔に布を巻き、俯うつむきながら急ぎ足で通り過ぎる。

　力なく行き交かう屋や形かた車。せかせかとした足取りで路を突っ切るのは薬くす師したちだ。

　彼らは悪あく霊りようや疫神を祓はらう呪しゆの図を縫ぬい付けた水色の衣をまとっているので、すぐにそれとわかる。首に下げた鳥の羽の首飾りも、神具のひとつ。「はばき」と同様、その羽で悪あしきモノを身から祓う、という意味を持つ。

「……清姫、都の混乱は今の我らにとって都合がよいのではないか。目当ての帰き鼓こ廷ていにも近づきやすかろう」

　遠凪さんの冷静な指し摘てきに、はっとする。

「うん。……立ち止まってごめん。行こう」

　活気を失って様変わりした悲痛な景色から視線を引き剝はがし、滸楽たちと一いつ緒しよに先を急ぐ。

　──この荒こう廃はいは、伊織の腕うで輪わが外された影えい響きようなんだろうか。

　帰鼓廷に近づくにしたがって瘴しよう気きが増している。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？　息苦しくはない？」

　神じん力りよくの安定のおかげで自分の身体からだはなんともないけれど、滸楽たちは平気なんだろうか。

「先刻も、あの夫婦が言ってらしたでしょう？　緋ひ宮みや様は神気をまとっていらっしゃるから、そばにいる私たちも守られています」

「……そうなの？」

「はい。心配なさらないで」

「じゃあ、私から離はなれないでね」

　洲す沙さの手をぎゅっと握にぎり、全員の顔を確かく認にんする。微笑ほほえむ彼らの様子に、不調は見られない。

　ひとまず安心し、再び帰き鼓こ廷ていを目指す。

「帰鼓廷の誰かと連れん絡らくが取れればいいんだけど……」

　まだ自分に味方は残っているのか、正直、自信がなかった。

　滸こ楽らくの若者が目に野や蛮ばんな光をたたえながら、私の横に移動する。

「緋宮様。今なら我らのみでも帰鼓廷の掌しよう握あくに成功するのではありませんか」

「えっ？　掌握？」

「あなたを見捨て、我らを虐しいたげた忌いま々いましい者たちです。お許しくだされば廷を討うち、緋宮様が受けた屈くつ辱じよくのすべてを我らが晴らします」

　名案だ、というように滸楽たちが力強く頷うなずく。

「そうだな、まさか陽都がこうも弱り果てているとは思わなかった」

「因果とはよく巡めぐる。かつての暴ぼう慢まんな振ふる舞まいが、おのれに返ってきたのだろう」

「同胞はらからを集めるか？　これを手始めに、回かい絽ろ廷ていをも叩たたき潰つぶすべきだ」

「憎にくき王族どもに、やっと牙きばを立てられるのか」

　興奮する彼らをどう宥なだめるか、焦あせったときだ。

　沈黙を通していた遠凪さんが突とつ然ぜん私の腕うでを摑み、自分のほうにすばやく引き寄せた。

　話し合いに熱中していた滸楽たちも一いつ斉せいに振り向き、身構える。

「──きさまらも、人の皮をかぶった穢けがれ主ぬしどもか？　闇やみの者が小こ賢ざかしく悪わる知ぢ恵えを巡らせ、我らの廷を乗っ取るつもりか」

　怒いかりを押し込めた、低い声。いつの間にか背後に、数人の男が忍び寄っている。

　刃やいばのきらめきが目に届いた。それは、破は魔まの剣けんだ。色しき笠がさの布ぬの越ごしに映る彼らの姿。護ご剣けん士しとは違ちがうけれども、確かに彼らは私の──。

「あ……」

「その色笠野や郎ろうが、きさまらの親玉か。醜みにくい顔を見せてみろ！」

　先頭にいる彼の瞳ひとみが、私をとらえた。

　私は、ばっと色笠を放り捨てた。いきり立っていた滸楽たちがぎょっと振り向く。

「化け物め、切り裂さいて──」

「穂ほ野のさぁぁぁん!!」

「──な、なにっ!?」

　こっちに剣を振り下ろそうとしていたその人に、私は歓かん喜きの声を上げながら飛びついた。彼は帰き鼓こ廷てい剣士。伊織を長とする剣部の者だ。

「ひっ、ひ、緋っ……!?」

「うわああ、よかったー!!　穂野さん、無事だったんだ！　あっ彦ひこ那なさんもいるっ……！」

　怪あやしい山やま伏ぶしみたいな格好の人もいるけれど、大半が馴な染じみのある顔ぶれだった。

「ひ、ひみっ……」

　目を白黒させ、言葉を詰まらせている穂野さんの手をぶんぶんと振る。

　彦那さんたちも、ぱかんと口が開いた状態だ。

「ここでみんなと会えるなんて信じられない！　本当に嬉うれしいっ」

「緋……」

「って、穂野さん!?」

　穂野さんはその場にいきなりへたり込んだ。白目を剝むいてる！　もしかして失神したんじゃないか。彦那さんたちまで頭が真っ白という顔だし。

「穂野さん、戻もどってきて！」

　必死に肩かたを揺ゆさぶると、穂野さんは少し正気を取り戻したらしい。私の髪かみに恐おそる恐る指を伸のばす。

「……緋宮？　まことに、緋宮で」

「まこと、まこと！　なんか髪が伸びてるけど、本人です！」

　限界まで見開かれていた穂野さんの目に、ぶわっと涙なみだが盛り上がった。

「緋宮はもはや処しよ刑けいされたのかとっ……!!」

「いやあ……さ、されたけど、つい生き延びてしまい……」

「あなたはまったく、わけのわからぬお方だ！」

　穂野さんは泣き笑いの表情でそう言った。他ほかの剣士たちもへなへなと座り込む。

「我らは大半、架か々が裏り様の御み世よから剣士の誓ちかいを立てている。なれども、おのれより先に二度も主あるじを失うなどこれ以上ない不忠、いっそ穢けがれ主ぬしどもを道連れに死するかと」

「だっ、ダメだよ！」

　叱しかり飛ばすと、穂野さんは感かん極きわまった様子で私を引き寄せ、ぎゅっとした。私も思わずがしっとしがみつき、再会の感動に浸ひたった。

　熱く喜ぶ私たちを引き剝がしたのは、不快そうに唇くちびるの端はしを曲げた遠凪さんだった。

「貴き女め神がみに、なんと無礼な……」

　そこでやっと、剣士たちは私が誰とともにいるか理解したみたいだった。

　全身から激しい怒りの気を揺らめかせると、ざっと音を立てて身を起こし、剣をかまえる。

「滸こ楽らくか……！　穢主だけでも頭が痛いというのに、けだものまでがのさばりやがる！」

「うるさいぞ、男。こうもつまらぬ者が女神を守る剣なのか？　なるほど、陽都が容易たやすく衰すい微びするも道理。腐ふ食しよくし、歪ゆがんだ剣などでは一ひと房ふさの髪すら切れぬ」

「こいつ！」

「待った、二人とも！」

　一いつ触しよく即そく発はつ状態の遠凪さんと穂野さんのあいだに無理やり割り込む。

「滸こ楽らく一族が、私を助けてくれたんだよ！」

「緋宮様！」

　穂野さんは私を見下ろして、歯がゆそうな顔をした。

「なぜけだものを庇かばうのか。いや、なぜけだものと寄り添そっておられるのか！　国の護ご女じよたる高貴な方であろうに」

　彼の憤いきどおりが、心を刺さす。私は気け圧おされないよう、身体に力を入れた。

「邪じやたる噂うわさが立とうとも、我らは一いち途ずにあなたの潔白を信じてきた。回かい絽ろ廷ていにどれほど責められようとも！　なのになぜ──あなたは本当に、滸楽たちと通じたというのか？」

　拳こぶしを握り、喉のどから[image: 迸]ほとばしりそうな負の感情を封ふうじ込む。冷や汗あせが首筋を伝った。

　耳を塞ふさいでしまいたい、拒絶され苦痛を繰くり返すのはもう嫌いやだと、そう訴うつたえる弱い自分を叱り飛ばす。

　立ち止まらないって決めたじゃないか！

　叶かなえたいことがある。それには彼らの協力が必要だ。なにより私は、彼らをここで失いたくない。

「蒸む槻きを、我らを守ると言われた清きあなたはどこへ行った！　けだものどもの甘言に惑まどうとは……っ」

「あなたたちは、誰だれの剣なの？」

　穂野さんの腕を摑つかみ、私は嚙かみ締しめるようにゆっくりと尋たずねた。

　彼は怒ど気きを消し、ふと真しん剣けんに私を見つめた。

　普ふ段だんはゆるゆる系で女好きだけれど、神じん力りよくも高く心の熱い人だ。そうでなければ、あのとき……私のために帰き鼓こ廷ていの高たか塀べいから飛び降りようとはしないはず。

「私の剣は、すべて折れてしまったの？」

　穂野さんは一いつ瞬しゆん、きつく私を睨にらんだ。彼が初めて見せる、剣士としての激情だったかもしれない。

　片手の剣を勢いよく地面に突つき立てる。

　それから、私の前に乱暴な動作で片かた膝ひざをついた。

「俺は、あなたの剣だ」

「おい、穂野」

「なにがあろうと、あなたのために振るわれる剣だ。そう誓ったのだから」

　彦那さんたちがなにか言いたげに私たちを交こう互ごに見た。

「たとえ、あなたの手が俺をさびらせるのだとしても！」

　睨み上げる瞳に、私の裏切りを詰なじる色があった。失望と怒りが、確かに見える。

　それでも、私を選んだ。

　私は震ふるえる息を吐はき、穂野さんのフワユルな髪に触ふれた。びくりと小さく彼の身が揺れた。

「あのね、滸こ楽らくたちの協力を得て、伊織と胡こ汀ていを助けに来たの」

「……伊織様を？」

「立って、穂野さん」

　私は彼の手を取り、立ち上がらせた。まだ私に対する非難の色が抜ぬけていない瞳だ。

「もう少しひとけのないところまで行こうか。こんな状じよう況きようとはいえ、誰が聞き耳を立てているかわからないし」

　警けい戒かいしている滸楽と、戸と惑まどう剣士たちに微笑ほほえむ。

「私の身に起きた出来事を話すよ。それで……できれば、穂野さんたちにも手伝ってほしい」
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　──それから数刻後、私は帰き鼓こ廷ていの前に設けられている物見台の陰かげにいた。

　睨み合う滸楽と剣士たちを宥めつつ、帰鼓廷の様子を窺うかがっている状態だ。

　剣士たちには、これまで私が体験したあらかたのことを説明した。

　教えなかったのは、月つき神がみとことじろの入れ替かわりの一点だけだ。私が滸楽の郷さとで過ごすようになった理由から始まり、半神である伊織や星ほし神がみの事情、蒸む槻きにつたわる神話との相そう違い、俱く七な帝てい関連のこと、一いつ切さい合がつ切さいを話した。

「……話はわかりました、というより、もはや俺の卑ひ小しような器うつわでは飲み込みきれぬ深い事情がおありのようだ。しかし我らにとって肝かん心じんなのは、あなたのお心が曇くもっていないということなので、それが確かく認にんできれば十分です。ええ、無論従いますけれどもね。しかし、滸楽などと手を結ばねばならぬとは……」

　穂野さんは、雪をまとった低木の枝を弾はじきながら不満をもらした。

　すぐさま洲す沙さが冷ややかな顔で応おう酬しゆうする。

「緋ひ宮みや様、口うるさいだけの足手まといな人間どもなど、これっぽっちも必要ありませんのに。せいぜい盾たてにしか使えません」

「なんだと、この餓が鬼き！」

「図ずう体たいばかり育っても、中身は……」

「こいつ、なんて生意気な！」

「緋宮様、人間とは私のような幼子にも平気で手を上げる極めて野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうな種族なのですね」

　洲沙の達者な切り返しに穂野さんは、ぐうの音も出ない様子だ。

「ごめん穂野さん。洲す沙さの勝ち……」

「緋宮、あなたは我らの主なのに、滸こ楽らくの餓鬼を選ぶと!?」

「黙だまれ、人間。むやみに騒さわぐなら殺あやめるぞ」

　遠凪さんは苛いらついた声こわ音ねで脅おどした。人間と一いつ緒しよに行動するのが嫌でたまらないっていう鬱うつ屈くつした表情だ。それは他の滸楽も同じだし、剣けん士したちもだった。

　それでも私の胸には淡あわい高こう揚よう感かんがあった。

　これは夢にまで見た光景だ。

　──滸楽と人が、歩み寄った。

　顔を憎にくしみで歪め、いがみ合いながらも互たがいを認めた。

　とはいえ、勿もち論ろんそれはここにいる彼らだけの話だ。状況が状況だから不承不承受け入れただけ。

　でも、きっと大きな一歩になる。

「清姫、嬉うれしそうな顔をしている場合ではないぞ。気を引き締めぬか」

　私の心情を見み透すかしたように遠凪さんは眉まゆをひそめた。

「……我らが主に難なん癖くせをつけるな。大体きさま、なぜ今いま帝みかどのお姿を模しているんだ。けだもの風ふ情ぜいが」

　彦那さんが吐き捨てた言葉に、滸楽が一気に殺気立った。

　ことじろと月神の辿たどった運命については明かしていない。そのせいで、彦那さんたちは遠凪さんが俱く七な帝ていの容よう貌ぼうに似せて人の形に変身したと勘かん違ちがいをしているらしい。

　穢けがれ主ぬしの王の定めを持つ伊織や星神の話だけでも信じがたいのに、これまで仇きゆう敵てきと見なしていた滸楽と俱七帝の一族が実は逆……ってなれば、さすがに受け入れられず強い反発を招くんじゃないかって思ったんだ。すべてを伝えた相手は遠凪さんだけだ。彼もまだ、仲間たちには事実を話していない。

　遠凪さんも本音では信じがたいって思っているのかもしれない。

　はらはらと皆みなを窺う私を一いち瞥べつすると遠凪さんは仕方なさそうに、小さく吐と息いきを落とした。

「おまえたち、やめよ。ここで諍いさかいを起こしては無用の災いを招く」

　冷静な言葉に、滸楽だけじゃなく彦那さんたちも押し黙る。

「さすがに帰き鼓こ廷ていの守りは厳重のようだ。侵しん入にゆうするなら禁域の森側から行くべきではないか？」

「うーん、でも裏門にも剣士を置いているし、護ご符ふを飾かざってるんだよね」

　なにかいい方法はないだろうか。

「そうだ、穂野さんたちはどうやって帰鼓廷から出てこれたの？　もう一回廷内に潜もぐり込める？」

　剣士たちは揃そろって困った顔をした。

「その……難しいかと。我らを帰き鼓こ廷ていの外へと逃のがしてくれたのは、胡こ汀てい様なので」

「え」

　穂野さんはフワユルの髪かみをかき上げ、躊ちゆう躇ちよしながらぽつぽつと説明した。

「我らは帰鼓廷の牢ろうに入っていたのです。本来であれば処断は免まぬかれない。身分を剝はく奪だつされ奴ど隷れいの印を押されていたはずだ」

　暗い表情をして口をつぐむ穂野さんに代わり、彦那さんがあとを続ける。

「ある夜、胡汀様が、ええ、その……春日様とともに現れて我らを秘ひ密みつ裏りに解放してくださった」

「春日さんと──？」

　どきっとした。

　胡汀の状況を聞きたくてたまらなかったのに、それをなかなか口に出せずにいた。安否に関しては、そう心配する必要はない。春日さんが、胡汀を気に入っているためだ。

　──二人が一緒に現れ、彼らを逃にがした。

　私は無意識に自分の衣ころもを握にぎり締めながら考えた。もしかすると二人は取引をしたんじゃないだろうか？　彼らの処しよ刑けいを回かい避ひすべく春日さんに従ったとか。

　そうであってほしいという願望をおさえきれない。

「その春日という女は、帰鼓廷内では緋宮として扱あつかわれているのか？」

　遠凪さんの問いに、穂野さんは嫌いやな顔をしながらも答えた。

「……我らが囚とらわれて間もない頃ころは。しかし、今はおそらく、神官どものあいだでも不満の声が上がり始めているはずだ。突とつ如じよ陽都に疫えき神じんが出現したが昼夜祈き禱とうを行っても、いっかな不ふ浄じようが去りはしない。これには九く支し様も苦く悩のうされていることだろう」

　ふん、と穂野さんは意地悪な笑えみを見せた。

「我らの緋宮をないがしろにした罰ばつだ。邪じやを払はらいきれぬのならば、界の外へ押し出そうと考えたようだがな。今度は、帰鼓廷にて緋宮がかつて敷しいた界の陣じんをほどけぬときた」

「当然だ、あめつちは春日様を認めておらん。大々的に儀ぎを行っても代だい替がわりの種ひとつ現れんのだからな。我らの女王はこの方だ」

　私は思わず片手で頰ほおを隠かくした。

　穂野さんたちの口ぶりが、なんだか誇ほこらしげだったせいだ。

「だが清姫が蒸む槻きを離はなれたあいだに、界の威い力りよくが大きく落ちたと聞いたが」

「確かに緋宮の不在中、都の界は弱まった。蒸槻におわす神々が陽ひ女め神がみの神気を見失い、騒ぎ立てたせいで大地が揺ゆらぎ、悪あつ鬼きどもの力を強めてしまったのだという。……しかしこうして帰き還かんを果たされたからなのか、急に界が復活してしまったと」

「なるほど……浄化もできず、また都を覆おおう界も取り除けぬゆえ内部に瘴しよう気きが溜たまり、濁にごっているのか」

　遠凪さんは目を細め、帰き鼓こ廷ていに顔を向けた。

　たとえるなら、黒こく煙えんを吹ふき込まれた風船状態か。

「しかしまことに奇き異いとしかいえぬ事態だ。界の威力が戻もどったというのに、これほどの疫神や穢けがれ主ぬしなどが一気に現れるとは」

「侵入できぬのなら、内から生じたに違ちがいないが。いったいどこから……」

　剣士たちもそれが不思議でならないらしい。深刻な表情で考え込んでいる。

　そこでふと、穂野さんが私を見た。

「緋宮、先ほど伊織様の話をされたな？」

「──うん」

「その、河の神たる龍りゆう神じんの血を継ついでいるのだと。それに──陽ひ女め神がみを殺めた罪で、龍神は穢主の祖となったとおっしゃったな？」

　意外なところで勘かんのいい穂野さんが、何度も瞬まばたきをしながら言った。

「ならば──ならば、この瘴気や暗夜に闊かつ歩ぽする闇やみの者たちは、伊織様が……？」

「なにを言っている、穂野！　我らの伊織様がこのような悪あしき事態を招くはずがないだろうに！」

　彦那さんは憤ふん慨がいし、大きな身体からだをぐうっとそらして穂野さんを睨にらみつけた。

「いや、しかし緋宮の先刻のお言葉では、伊織様の闇の力を封ふうじる腕うで輪わが外されたと」
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「うん。儀ぎ式しきで敷いた私の結界をすり抜ぬけることができるのは、伊織の力くらいだと思う」

　全員が私を見た。宇う迦か迦かの神かみの腕輪については、既すでに彼らに話している。

　──もう間ま違ちがいない。この瘴気は、伊織に関係があるんだ。

　純情で優やさしい伊織。その笑顔が脳のう裏りに浮うかび、消えていく。

「……伊織がどこに囚われているか、知ってる？」

「いえ、我らも居場所がわからぬのです」

「じゃあ……他ほかの緋ひ剣けんはどこにいるかわかる？」

「ああ、朝火様は帰き鼓こ廷てい内におられるかと。胡こ汀てい様は先ほど申し上げた通り。白雨様は行方ゆくえが不明のまま。未み不ふ嶺ね様は……今帝に付きっきりだ」

「俱く七な帝ていに？　帰鼓廷にはいないってこと？」

「断言はできません。我らももはや気軽には帰鼓廷に近づけぬので」

　穂野さんはすまなそうに肩かたをすぼめた。

「ただ、帰鼓廷と回かい絽ろ廷ていの仲が再び冷めつつあるのは確かですね。今帝は春日様に期待していたようだが、その思おも惑わくが外れ、大層失望していると。また春日様のほうも、あっさりと手のひらを返した今帝の心ない仕打ちに怨うらみを持ったご様子だったな」

「人を陥おとしいれて握った権力など、所しよ詮せんこの程度よ」

　彦那さんはホウキ頭を搔かきながら辛しん辣らつな言葉を落とした。

「犯おかした過あやまちは、いつか必ず償つぐなわねばならぬときがくるものだ」

「まったくだ。彦那、おまえはごく稀まれによいことを言う」

「俺の心は穂野と違って清らかだからな。聖なる言葉がつまっているんだ」

　穂野さんは笑顔で彦那さんの額を叩たたいた。こらそこ、じゃれつかない！　見張りの剣けん士しに見つかっちゃうよ。

「ところで！　さっきから気になっているんだけど、そちらの人は、どういったご職業で……」

　にこにこしながら私たちの話を聞いている、山やま伏ぶし姿の男性。

　いや、穂野さんたちと一いつ緒しよにいたから、悪い人じゃないんだろうなあっていうのはわかるんだけれど、見覚えがない。

「うむ、俺のことかな」

　山伏の男性が、自分を指差した。

　年ねん齢れいは、三十代後半あたりかな。随ずい分ぶん大おお柄がらな人だ。屈くつ強きような体たい軀くの彦那さんと同じくらいありそう。人のよさそうな目め尻じりの皺しわ、無ぶ精しよう髭ひげ。話し方も雰ふん囲い気きもおおらかな感じだ。

「俺は冬とう円えんという。姫ひめ様は、知夏という御み名なで間違いないか？」

　緋ひ宮みやとは散々呼ばれていたけれど、知夏という名前はここで出していないはず。

「ど、どうして私の名前を？」

「いやいや、うむ」

　冬円さんは、なにやらしたり顔で頷うなずいた。剣士たちも滸こ楽らくたちも、怪あやしい目で彼を見ている。

「俺のことは、胡こ汀ていから聞いておらんかね？」

「胡汀から!?」

「ううぬ、しかしあいつめ。噓うそを言いおったな。これのどこが、とぼけた阿あ呆ほ鳥どりなのだ。恐おそろしいほどまばゆいお力を抱かかえる神かむ人びとではないか……。小さき神を目にしたときすらこうも手に汗あせなどかきはしなかったぞ」

「あの！　胡汀と親しいんですか？」

「薄はく情じようなやつよ、俺のことを少しも話してくれんとは……いや、俺は胡汀と昔ながらの付き合いがある呪じゆ弦げん師しなのだ」

「呪弦師？」

　頭のなかで記き憶おくが渦うずを巻く。

　胡汀と交流のある呪弦師。どこかで聞いた。あれは確か、胡汀と知り合って間もない頃。

「──ああっ、わかった。典田山の、偏へん屈くつな呪弦師だ!!　胡汀がそう言っ……」

　遠凪さんがすぐさまばさっと私の口を塞ふさぐ。ご、ごめん。大声を出してしまった。

「……。胡汀のやつ、偏屈などと酷ひどい言を吹き込みやがって……」

　顔を引きつらせる冬円さんを、まじまじと見つめた。

　この人が呪弦師か！　しかし胡汀ってば個性的な友人関係だなあ。

「でもどうして冬円さんは穂野さんたちと一緒にいたんですか？」

「陽都に用事があって典田山から登ってきたのだがね、ついでに胡汀の顔も見てやれと。互たがいにな、暇ひまを見つけては『とり』を飛ばしていたのであいつが緋剣となったのは知っていた。だが、どうも自分の目で見るまでは信じられん。そこで帰き鼓こ廷ていを訪ねたら、頼たのみ事をされてしまった。こちらにいる、彼らの面めん倒どうを見てほしいと」

　冬円さんの視線が穂野さんたちのほうに流れた。

「剣の腕うでは確かだが彼らは貴人と同等の暮らししか知らぬゆえ、帰鼓廷を離はなれてしまえばきっと立ち往生するだろうからってなあ」

　穂野さんたちは熱い目を帰鼓廷に向けた。胡汀の株が上がってる。

「胡汀ほどではないが、俺も多少は術を使えるぞ。胡汀と接せつ触しよくする方法がある」

「どうやって？」

「なに、難しいことではない。『とり』を飛ばせばいい。俺は元々廷仕えの画聖を目指していたから鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がの類たぐいが得意でな。本物と見み紛まがうほどの『とり』を作れる。そら」

　冬円さんは説明しながら一枚の黄ばんだ札を取り出した。

　青い顔料で描えがかれた、歪いびつな鳥。見守る私たちの前で、冬円さんはそれを魔ま法ほうみたいに、ぼうっと燃やした。炎ほのおが一いつ瞬しゆんで青い鳥に変化する。

　自負する通り、それは本当にぬくもりすら感じられるほど精せい巧こうな『とり』だった。普ふ通つう、術で生み出した鳥獣類ってどこか異質なものを感じるからばれやすいのに。

「こうやって、青い鳥をな、こちらから帰き鼓こ廷ていの奥へと飛ばせば『火急の用がある』という合図になる」

　鳥は上空へ飛び上がると、きれいな弧こを描いて帰鼓廷の後方へとはばたいていった。

「すると、なんといったか、椰や真まなどという山さん精せいが合図を見つけてやってくると……」

「えっ、椰真ちゃんが？」

　目を丸くした瞬しゆん間かん、私の後ろでぱさりと羽の音が響ひびいた。滸こ楽らくや剣士たちがこっちを見て固まっている。

「くけ」

「──やっ、椰真ちゃぁぁん!?」

　肩に軽い重量のなにかが乗ったのがわかり、私は慌あわてて上を向いた。

「けき……」

　ぐるんとそのなにかが頭上から私の顔を覗のぞき込む。小さな装そう飾しよく品をぶら下げた長い髪かみが、私の顔にばさっとかかった。黒い羽に、仮面。私のマイ飛行機椰真ちゃん。

「椰真ちゃんも無事だったんだ！」

　以前、彦那さんたちを助けるために無理をおして姿を現したから、しばらくのあいだは会えないだろうと思っていた。

　私は嬉うれしくなり、椰真ちゃんに笑いかけた。

　けれど椰真ちゃんは、すぐさま私から離れ、絶句している彦那さんの背中にはりついた。

　避さけられた？

「椰真ちゃん？」

「……緋宮、これが悪あしきものではないと知っていますが、なぜ俺に取り憑つくのでしょうか」

　彦那さんは大おお粒つぶの汗を流ながし、蒼そう白はくになりながら「できれば引き剝はがしてほしい」と視線で強く訴うつたえた。

　ごめん、それどころじゃない。椰真ちゃんが私に対して怖おじ気づいている。

　──この姿のせい？

　いつもの調子でとっさに喜んでしまったけれど、そうだった、椰真ちゃんは──耶や麻まは、あの神かみ世よで花神を地に振ふり落とし、去っていった……。

「美し乙女おとめ、覚えておろうか、憎にくんでおろうか」

　同じ言葉を、前に聞いた気がする。

「憎んでおろうな。償いきれぬ、償わねばならぬ……」

「椰真ちゃん、私は」

　自分の顔から笑えみが消えたのがわかった。その言葉、以前聞いたときはかけらも大事に捉とらえていなかった。

　怒ど濤とうの勢いで記憶が蘇よみがえる。

　罪深き獣けものなのだと言っていた。私に、心が垢あかにまみれる思いを味わうだろうと忠告もした。

　不条理なことばかり。天災に屈くつし、人の仕打ちに涙なみだする。誰だれもが騙だまし合い、妬ねたみ合い、盗ぬすみ合い、生きるためには仕方がないと弁明し──そして穢え悪あくの河に身をひたすはめになるのだと。

「椰や真まちゃんは、あのときから」

　何度「知夏は陽ひ女め神がみによく似ている」と嘆なげかれただろう。

　佐基さんや架か々が裏りさんよりも先に私の運命を見通していたのはこの椰真ちゃんだった。忠告された通りの出来事がすべて、現実となった。

　なのに私は、そんな大事な話をこの瞬間まで思い出さずにいた。

「知夏、まこと美しくなった。光り輝かがやく乙女、闇やみ夜よのなかでもまろくちらつく玉のよう……陽女神とよく似てしまった」

　悲しげな声だった。私は唇くちびるを嚙かみ締しめ、ただじっと椰真ちゃんを見つめた。

　椰真ちゃんはもさもさ髪をゆるく振り、話を変えた。

「……胡こ汀ていを攫さらいに来たのか？」

「うん……」

　そこでなぜか、椰真ちゃんは顔を遠凪さんのほうに向けた。怯おびえている。

　遠凪さんの表情は思いの外ほか、厳しい。神世の真実がきっと頭にあるんだろう。

「清姫、これは、天つ神の手の者ではないのか」

　椰真ちゃんは羽を力なく垂らした。打ち拉ひしがれる姿を見ると、私も胸が痛む。

　まだきっと飛び回るのはつらい状態なんだろう、羽のつやが落ちている。

　なのに、慰なぐさめの言葉ひとつ出てこない。自分の心が悲鳴を上げているみたい。

　椰真ちゃんを信じたい。

　でも『耶や麻ま』は信じられない。

　神世における『耶麻』の存在は、花神にとって最後の命いのち綱づなだった。でも花神を見捨てるよう、天つ神の命を受けていたに違ちがいない。

　そもそも花神に耶麻を寄よ越こしたのは天つ神だ。結けつ託たくしていないはずがなかった。

　真実を背負うのは、膝ひざをついてしまいそうになるくらい苦しい。必ずしも幸福をもたらすとは限らない。

　今まで確かだと思っていたものを、叩たたき壊こわしかねないほどの威い力りよくがある。

「くけ……帰き鼓こ廷ていに侵しん入にゆうするというのなら、夜よ更ふけまで待て」

「……え？　どうして？」

「春日がひの間にて、再三の儀ぎを行う。陽都の変異を鎮しずめるため、祇ぎ官かん総出となって神しん殿でんにこもるという。剣けん士しの多くもまた、呪法の律にのっとり帰鼓廷内の儀の場に赴おもむくという。そのあいだ、見張りが手て薄うすになるはずだ」

「胡こ汀ていも儀ぎ式しきに参加するの？」

「する。ただし、穀物神の儀を覚えていようか。神かん巫なぎが界のかたしろ役を担になったろう。緋ひ剣けん率いる剣士は神殿にはこもらぬゆえ、連れ去りやすいはず」

「……そうなんだ」

　複雑な気分になった。攫いやすいのは嬉しい。

　──でも、儀式に参加するということは、春日さんを次代緋ひ宮みやとして受け入れた証あかしなんじゃ？

　違う、と私は全身に力を入れた。今は自分の感情なんて優先している場合じゃない。春日さんは陽都を救うために儀式を行う。それに参加するのは当然じゃないか。

「わかった。夜まで待つことにする」

「待て、清姫。これの話を信じると？　もしも罠わななら、我ら皆みな、いたずらに捕ほ縛ばくされるはめになるが」

　遠凪さんは椰や真まちゃんを冷ややかな目で見つめながら反論した。

　椰真ちゃんは、途と方ほうに暮れた様子で彦那さんの背にくっついている。

　私は少し考え、静かに椰真ちゃんを見下ろした。

「……花神は、二度と耶や麻まを信じることはないと思う」

　椰真ちゃんは、神かみ鳴なりにでも打たれたようにびくっとした。

「でも『知夏』は、椰真ちゃんを信じたい」

　私は目を瞑つぶったあと、深く息を吐はき出した。

「信じてる、とは断言できないの」

「──知夏、椰真は女神の悲鳴を聞いて以来、悔くやまぬ日はなかった。おまえに誓ちかったろう。こたびこそは、落とさぬからと。決して……」

　椰真ちゃんは弱々しく彦那さんから離はなれ、煙けむりが溶とけるように消えていった。呼び止めることができない。それが悲しくてたまらなかった。

「どうするつもりだ、清姫？」

　私は全員の顔を確かく認にんした。滸こ楽らくたちは侵入に反対のようだ。逆に剣士たちは賛成という態度を取っている。

「──行くことにする」

「清姫」

「もしも罠だったなら、私はいつかの陽ひ女め神がみのように悲鳴を上げる」

　そう誓ったとき、頰ほおに白いものがあたった。雪のかけらだった。

「でも、神世のように、ただ悲鳴を上げて嘆くだけじゃすませない。最後の最後まで抵てい抗こうして戦うよ」
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　雪がちらちら舞まい踊おどる深い夜。

　私たちは帰き鼓こ廷ていの西門へ向かった。

　さすがに呪しゆを幾いく重えにも張り巡めぐらせた廷内へは滸こ楽らくたちを連れて行くことができないので、この物見台の陰かげに待機してもらう。それは、遠凪さんも例外じゃない。無理に同行してもらうと、呪で命が奪うばわれかねない。

　落とし格ごう子しと両開き式の分厚い扉とびらを用いた高たか塀べいの門の前には、かがり火が燃えている。その脇わきに、見張りの剣けん士しが数人立っていた。

　陽都に入るときとは異なり、帰鼓廷剣士を賄わい賂ろで買収するのは難しい。どうやって彼らの目をごまかすかが問題だった。

　でも悩なやむ必要はなかったようだ。

　門を警護する彼らと交戦することなく、すんなり通過できたためだ。

　というのも西門を守っていたのは、胡こ汀ていの剣部に属する者たち。何度も鍛たん錬れん場で顔を合わせたことがある。

　彼らは私の姿をみとめると、穂野さんたちと再会したときのようにまず仰ぎよう天てんし、白目をむいて倒たおれかけた。それから、ぶわあっと男泣き。

「胡汀様から命じられています。もしも緋宮が来られたときには、なにがあろうと無事に通してやれ、と」

　剣士は洟はなをすすりながらそう言った。

「うん。約束をしたんだ。胡汀を攫いに行くって」

　私に攫われるために、前もってこっそりと通達してくれたんだろう。

「胡汀様は、こちらの門から進んで右の側にある赤の儀の場におられます」

「赤土の間にいるの？」

「はい」

　以前、地神の土老人を招いた屋外儀式場だ。地を覆おおう敷しき石いしが赤せつ褐かつ色しよくなので、『赤土の間』と呼ばれている。

　神が渡わたる青い鳥居を各方位に置き、柵さくの代わりにぐるりと石柱を並べている。中央には、聖なる井い戸どを設けている。

「通してくれて、ありがとう」

　礼を言って、皆と一いつ緒しよに門を抜ぬけようとしたとき、見張りの剣士が躊躇ためらいがちに私をとめた。

「緋宮、陽都を守ってくださるか？」

　私は頷うなずくことができなかった。

　胡こ汀ていや伊織、滸こ楽らくたち、剣士たちを守ってくれるか、と聞かれたのなら、勿もち論ろんと即そく答とうできただろう。

　けれど、陽都は。

　喉のどに魚の小骨が引っかかったときのように、ぐっと息がつまる。

　私はぎこちなく微笑ほほえみだけを返した。

　それだけでも彼らは安心したらしい。私が見せたものとは異なる素す直なおな笑えみを浮うかべた。

　懐なつかしいと思い返すほどには、帰き鼓こ廷ていを離れてから月日が経過していない。そのせいか、こうして廷のなかに足を踏ふみ入れても、心に響ひびいてこなかった。

　離れてしまったのは、私の気持ちなんだろうか。

　それをどこか寒々しく感じながら、ひとけのない整った路みちを急ぐ。碁ご盤ばんの目状に区分けされた廷内。椰や真まちゃんの言葉は本当だったらしい。まるで廃はい墟きよのようにしんと静まり返っている。祇ぎ官かんも剣士も儀式に集中しているんだろう。

　とはいえ下働きの者や儀式に参加しない神かみ女めも多くいる。

　彼らと鉢はち合あわせしないよう注意しながら、赤土の間を目指した。

「──乾かん木ぼくの音が聞こえる」

　儀式の際に何度も聞いた拍ひよう子し木ぎの音。儀の場の気が高まるにつれ、乾木の音も澄すんでいく。

　赤土の間で、既すでに儀式が始まっているんだろう。

「緋宮、お待ちを。赤土の間のそばにも見張りがいる」

　儀式の場が設けられている区画まで到とう着ちやくしたとき、穂野さんが私の袖そでを引いた。

　祭さい儀ぎ用の区画は神木と塀へいで全体を囲っている。その入り口となる門の前に、正装した祇官と神女が数人、並んでいた。

　私は神女の一人に注目した。あの人は。

「緋宮？」

「行こう」

　戸と惑まどう穂野さんたちを促うながして、祇官たちに近づく。

　彼らは私たちの訪おとずれに、ひどく驚おどろいた顔をした。祇官が警けい戒かいをあらわにし、侵しん入にゆう者の存在を告げるための笛を口に近づける。

「待って」

　私は自分の頭から色しき笠がさを外した。神女の一人が、大きく目を見開く。

「ひ、緋宮……!?」

「図と世よさん、静かに」

　私によくしてくれた宮仕えの神女。彼女の兄と会ったばかりだ。縁えんって本当に不思議なものだと思う。きっと無む駄だな出会いなんて、ひとつもないんだ。

　図世さんは両手で口を押さえ、その場にぺたんと腰こしを落とした。他ほかの神女や祇官も同じように腰こし砕くだけになった様子でへたり込む。

「みんな、騒さわがないで。あなたも笛を寄よ越こして」

　ぽかんとしている祇官の手から、彦那さんがさっと笛を取り上げた。

「彼らを縛しばり上げますか？」

「……協力を拒こばむなら」

　私はそっと図と世よさんの前に屈かがんだ。彼女の顔は、恐きよう怖ふ一色に染まっている。

　まるで私が悪あつ鬼きと化して復ふく讐しゆうしに来たんじゃないかって表情だ。そう思われてしまうのは悲しかったし、それに、見殺しにされたことに対する悔くやしさも感じてしまう。

「胡こ汀ていを、攫さらいに来たの」

「こ、胡汀様を……？」

「私の大事な人だから。ごめんね、春日さんには渡せない」

　恐怖に染まっていた図世さんが一いつ瞬しゆん、きょとんとした。

「伊織がどこに監かん禁きんされているか、わかる？」

「いえ、他の緋ひ剣けんの方なら、胡汀様と同じく儀ぎを行っていらっしゃいますが、伊織様は九く支し様がいずこかにお連れして以来、見かけたこともなく……」

　困ってしまった。私が蘇よみがえった驚きのほうが強いだろうし、噓うそをつく余よ裕ゆうはないはず。

「帰き鼓こ廷ていにおられるとは思えません。胡汀様もお捜さがしになっていましたが、やはり見つからぬご様子でした」

「そう」

　私は立ち上がり、笠を抱かかえ直して小さく息を落とした。

「できるなら、しばらくのあいだ騒がないで。乱暴をしたくない」

　図世さんたちは抵てい抗こうも了りよう承しようもしなかった。まだ幻まぼろしでも見ているような目をしている。

「彼らのためにも、縛り上げたほうがいいでしょう」

　彦那さんの提案に、それもそうかと納なつ得とくする。

　私たちの侵入に協力したと疑われ、罰ばつされかねない。

　穂野さんたちがてきぱきと、彼ら自身の領巾ひれや帯を使って手足を縛る。

　口を塞ふさがれる前、図世さんは急に声をあげた。

「緋ひ宮みや、お許しを！」

「──」

「どうか、お許しを！」

「……図世さんは、蒸む槻きのために選せん択たくをしたんだよ」

　私の言葉に図世さんは、はっとした。

「私も選択をした。今も選択をし続けている。自分の心が指し示すままに」

　穂野さんは難しい表情を浮かべ、なにか言葉を紡つむごうとしていた図世さんの口を塞いだ。「クソッ、惚ほれていたのに……」っていう独白は聞かなかったことにしたほうがいいんだろうか。

「大人しくしていてね。危害をくわえるつもりはないの」

「そうとも、我らは無害な人攫いだ」

　やけくそな調子で言った穂野さんの頭を、彦那さんが呆あきれ顔で小こ突づいた。

　彼らを神木の陰かげまで引きずった後、祭さい儀ぎ区画のなかに潜もぐり込む。乾木の音がひっきりなしに響いているけれど、まだ神かみ懸がかりの音には変化していない。

　赤土の間に飾かざられた灯ともし火びの色が目に映った。ずらっと並ぶ石柱と交こう互ごになる形で、灯火が置かれていた。

　その内側で、揃そろいの衣装をまとった剣けん士したちが剣けん舞ぶを披ひ露ろうしていた。まずは頭の列が一節を踊おどる。彼らが身を沈しずめると同時に次の列が衣ころもを踊らせ、また沈む。乾木の音と、地に打ち付けられる剣の音。

　──胡こ汀てい！

　捜していた姿は、祭さい壇だんの前にあった。この儀を守る剣部の長として優美な礼服をまとっていた。大袖は目に鮮あざやかな紅くれない、天てん冠かんには数種の玉をあしらっている。

　御み贄にえを並べた祭壇に向かって平へい伏ふくしたまま動かない。

　私は石柱の横から、儀式の間に入った。

　前列の剣士の一人が私に気づき、舞まいを途と中ちゆうで止める。

　乾木の音が止やみ、全員がその場に立ち尽つくした。

　平伏していた胡汀が怪け訝げんそうに顔を上げ、私をみとめる。

「胡汀」

　数秒、無心で見つめ合ってしまった。

　──ほんとの、胡汀だ。

　じんわりと、心に染しみ込んでいく。

　静かな瞳ひとみに、神秘的な目め尻じりの入れ墨ずみ。それは太古の世で、殺あやめた神々の血を塗ぬったものなんだという。

　私の飼い主様で、好きな人。やっと。

「攫いに来たの」

「──」

　私の発言に、剣士たちがどよめいた。っていうよりまず私の存在に仰ぎよう天てんしている。……贄にえとして死んだと聞かされた前緋宮が儀式の最中にいきなり現れたら、そりゃあ腰を抜ぬかすだろう。黄泉よみから這はい出てきたのかって思われても仕方ない。

　胡汀がばさりと衣の裾すその音を立てて身を起こし、大おお股またでこっちに近づいてきた。

「胡……」

「待っていた」

　力強く、かき抱いだかれた。

　胡こ汀ていを攫いに来たはずだ。

　なのにこの瞬しゆん間かん、攫われたのは私のほうだった。

　笠が手から落ちた。背が仰のけ反ぞり、息ができない。踵かかとが浮うき、爪つま先さきだけがやっと地面に届いている状態。

　夢中だと、そう伝えてくれる切なくて熱い腕うでだった。心臓が跳はね返って、なんだか今にも狂くるいそう。

　私は胸のなかで何度も繰くり返した。

　──この人が本当に本当に、好きだ。

　恋こいしい気持ちが溢あふれて、視界がにじんでいく。どんなものでも捧ささげるから、私を一言、好きだと言ってくれないだろうか。

　胡汀の指が、私の髪かみをくぐって首筋にふれる。

「攫われてやる」

「胡汀」

「待っていた、おまえが追ってくるのをずっと待っていた。追い求め、奪うばうばかりの定めだった。けれども、これで道が変わる」

[image: ]

　万感の思いがこもった声こわ音ねに、どきりとする。

　それは、星ほし神がみの言葉なの？

「ようやく俺は、私は、解放された」

　私は胡こ汀ていの胸から無理やり顔を上げた。その目を見て、今自分を抱だきしめてくれているのは誰だれなのか、ちゃんと確かめたかった。

　透すき通った微び笑しようを胡汀は浮かべていた。

「俺はやっと、おまえだけを見ていられる」

「胡汀」

「ほら、攫さらっていけ」

　赤い灯火の輝かがやきを受けた瞳はきらきらとしていて、星空を思わせた。銀の混ざった美しい藍あい色いろ。

　──胸が、痛い。

　さっきのはどういう意味なの？　星神は、陽ひ女め神がみの代わりである私がこうして追い求めたことでやっと心が満たされ、想おもいが昇しよう華かされた？

　胡汀はもう……星神に感情をかき乱されることはない？

　私に陽女神を重ねる必要もなくなったから、これまでの不本意だった恋れん着ちやくもきれいに消えたって意味なんだろうか。

　陽女神と同一視されるのは本気で嫌いやだったし、実際それを何度も訴えてきた。なのに胡汀が自由を得た途と端たん、こんなに恐おそろしくなるなんて。

　顔を強こわ張ばらせる私をじっと見つめ、胡汀はふいに微笑ほほえんだ。

「ああ、それにしても無念だ。俺のいないときに成鳥するとは」

「な、なに……？」

「美しくなった」

　好きな人に褒ほめられたというのに心は弾はずまず、むしろ急速に萎しおれていくのがわかった。

　私も陽女神が残していた負の念から解放されたはず。だから神じん力りよくが安定し、髪や肌はだに変化を起こすほど高まった。ようやく自分の意思で突つき進んでいけるって。

　でも──今度は感情のみに留とどまらず、自分の存在がまるごと陽女神に近づいているような気がした。

「──おまえたち、すまぬが俺はここでこの娘むすめに攫われてしまう。見み逃のがせ」

　胡汀の大だい胆たん不ふ敵てきな攫われ宣言に、私は我に返った。

「そ、それ、攫われる人が言う言葉じゃない……」

「ほら、早くしろ」

　儀式に参加していた剣士だけじゃなく、穂野さんまでも啞あ然ぜんとしている。

　態度の大きな胡汀にせっつかれ、私は石柱の横で待機している穂野さんたちのほうへよろよろと近づいた。

　後ろに続いていた胡こ汀ていが急に足を止め、眉まゆをひそめて振ふり返る。

　剣けん士したちが全員、いそいそとついてきていた。

「おまえたちは残れ。俺がおらずとも儀ぎ式しきは続けられるだろう」

「胡汀様、我らはあなたの部の剣士ですので、付き従うのが道理かと」

　剣士の一人がすらすらとそう答えた。

　さ、さすが胡汀の率いる剣部の人。なんていうか、全体的に俺様系。

「この娘はもう緋ひ宮みやの座から落とされているんだぞ。そして帰き鼓こ廷ていに侵しん入にゆうし、無む抵てい抗こうな俺を攫う悪あしき罪人だ」

「えっ、私、罪人!?」

「ともに来れば、おまえたちまでとがびととなる」

「お言葉ですが胡汀様。我らがこの場に残ってなにをなせと？　無意味な儀をひたすら繰り返すよりは緋宮に……その、いつくし乙女おとめに従います。さあ乙女、せっかくなので、さっさと我らも攫ってください。急がねば祇ぎ官かんに見つかってしまう」

「わあ……胡汀ソックリ……」

「まあ、いいだろう。知夏、邪じや魔まになれば捨ててよいので今は攫ってやれ」

「う、うん」

　ほとんど胡汀と剣士たちに引っ張られる形で祭儀の区画をあとにする。

　行動力と度胸がありすぎる胡汀の部下たちは、帰鼓廷脱だつ走そうの途と中ちゆう、平然と廏きゆう舎しやから司し狼ろうを盗ぬすみ出してきた。さらには軍資金として祭さい壇だんに置かれていた供く物もつの装そう飾しよく品までちゃっかりと持ち出してきている。

　おののきつつも、ありがたい。小こ振ぶりの、隼はや鉄てつの宝ほう剣けんがあったためだ。それを一本もらい受ける。緊きん急きゆう時の武器になるだろう。

「逞たくましいな、おまえたち……」

　穂野さんが司狼に乗りながら、剣士たちにしみじみと言った。そこで一いつ切さい狼狽うろたえず、悪党的に、ふふんと笑うのが胡汀の部下です。

　私は胡汀と一いつ緒しよに司狼に乗せてもらうことにした。静まり返った帰鼓廷の路みちを進む。

「しかし俱く七な帝ていもまったく陰いん湿しつな。おまえが死んだなどと法ほ螺らを吹ふく。代だい替がわりの種が現れぬというのにそんな虚きよ言げんなど誰が信じるものか」

「……うん」

　いや、本当に死にかけてたんだけど、今は伏ふせておこう。

「ねえ胡汀、伊織がどこにいるか知っている？」

「少なくともこの帰鼓廷内にはおらぬ。これは間ま違ちがいないだろう。こいつらと手分けして捜さがしたのだから。それは春日も認めていた。行方ゆくえを知っているのは九く支しだけだと」

「春日さんが……」

「とりあえず今は帰き鼓こ廷ていから離はなれねば。伊織を捜すのは、一度こちらの態勢を整えたのちでないと」

「わかった。それともうひとつ教えて。私の羽は衣ごろもを、持っている？」

「ああ。懐ふところに入れているが。それがどうした？」

「あとで返してくれる？　なにかに必要になるかもしれなくて」

　ほっとしながら答える。後ろに跨またがっている胡こ汀ていが不思議そうにしているのが伝わった。

「そうだ、冬円さんが帰鼓廷の外の物見台で待ってくれてるんだよ」

「ああ、冬円に会ったのか。ではあいつの手助けでここへ来たのか」

「彼だけじゃなくて──滸こ楽らくと」

「なに？」

　胡汀の声が低くなった。

「なんだって、知夏。まだあの者どもと、いるのか？」

「うん。遠凪さんたちがいなかったら、私はとっくに死んでいたよ」

　胡汀の気配が急激に冷えていく。

　帰鼓廷を出るまで、それきり会話が途と絶だえた。来るときにも通った門を抜ぬけ、ついでにそこの見張り番だった剣士も仲間に加えつつ遠凪さんたちの待つ物見台に戻もどる。

　それにしても、今までの帰鼓廷であれば、こんなに簡単に侵入し、脱だつ出しゆつすることなんて不可能だっただろう。

　現在がどれだけ特異な状態にあるのか、目まの当たりにした気分だった。

「──遠凪さん！」

　物見台の陰かげに到とう着ちやく後、駆かけ寄ってきた滸楽たちに手を振り、司狼から飛び降りる。

　胡汀の部下たちが司狼の上で一いつ斉せいに剣を抜いた。でも。

「緋宮様、ご無事でしたか！」

「洲す沙さ」

　私に飛びついた洲沙を見て、彼らの戦意が揺ゆらいだのがわかった。

　洲沙は、ちらっと剣士たちに視線を投げた。むっと眉まゆ根ねが寄っている。

「先ほどより剣士どもの数が増えておりませんか。その、だらしない髪かみの男や図ずう体たいの大きな男だけでも邪魔なのに……緋宮様、あんまり余計な人間どもを拾ってこないでください」

「おい、こら！　だらしない髪って俺のことか!?」

　穂野さんがフワユル髪を揺らしながら怒おこった。

「人間って、なんてうるさいんでしょうね」

「こいつ……っ、本当に生意気な餓が鬼きだな！　おいおまえら、ここでまこと緋宮に従うか否いなか、腹を決めろ。緋宮は……あー、その、知夏様は、ひとまず滸楽の存在をよしとされている。信じがたいし許しがたいが、この滸こ楽らくどもが俱く七な帝ていの罠わなから知夏様を救ったんだと」

　剣士たちは一いつ瞬しゆん、胡こ汀ていを見た。

　司狼に乗ったままの胡汀はなにも言わず、私の横に立った遠凪さんを見下ろしている。遠凪さんも無言で胡汀を見つめていた。

　私は新たな仲間となった剣士たちに視線を移した。

「……我ら、剣に過ぎぬ。女王たる知夏様がよしとされるのなら、我らの意など重要ではない」

　さっき、私に「自分たちも攫さらえ」と言った剣士が、押し殺した声でそう答えた。

　予想外の言葉に驚おどろく。だって、長い歴史に渡わたって敵対していた滸楽を受け入れろっていう無む茶ちやな話だ。

　穂野さんたちと同じように最初は憤ふん慨がいし、失望や怒いかりを見せるだろうと思っていたのに。

「知夏様は、緋宮の座を失ってもこうして陽都を救いに来てくださったのだろう。ならば、我らもその恩に報むくいねば」

「──」

　身体からだが強張った。胡汀の部下たちも、さっきの見張り番の剣士も、そしてたぶん穂野さんたちも、私が陽都救助のために舞まい戻ってきたんだと当たり前のように考えている。

　でも私はもう、緋宮じゃない……。

　それを伝えてしまえば、決けつ裂れつしてしまう。いや、ばらばらになるだけではすまず、ここで滸楽と一戦交える結果を招くかもしれない。

「……知夏、乗れ」

　ふいに胡汀が溜ため息いきまじりにそう言い、遠凪さんから顔を背そむけた。

「帰き鼓こ廷ていから早く離れたほうがいい。次に捕ほ縛ばくされたら、脱出は難しいぞ」

「あっ、うん」

　胡汀の手を借りて、再び司狼に乗せてもらう。

「禁域の森を通るほうが本来ならいいが、今そちらには回かい絽ろ廷ていの兵士がうろついている。俱七帝や貴人どもの避ひ難なん処どころを造るのだと。陽都をくだるより他ほかにない──さあ、行くぞ」

　胡汀はそう言って、司狼を走らせた。部下たちと、獣けものの形に変身した滸楽たちの足音がついてくる。

　私は一度、振ふり向いた。月のない、冬の青あお闇やみ。ちらちらと粉雪が降る景色のなかに、帰鼓廷の外がい廓かくが黒々と浮うかんで見えた。
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　まず必要なのは、安全な拠きよ点てんだった。

　滸こ楽らくたちと行動する以上、陽都に長く留とどまるのは危険だ。

　それに、この疫えき神じんがもたらす奇き病びようも、いつ私たちに襲おそいかかってくるかわからない。

　けれど──。

「……胡こ汀てい、ここでちょっととめてくれる？」

　貴人区を突つっ切り、香こう人じん区との境にあるあの青い橋まで来たとき、ふと思いついて胡汀に頼たのむ。

「この一帯になにか懸念することでも？」

「そうじゃなくて、遠凪さんと話があるんだ」

　怪け訝げんな顔をする胡汀に微笑ほほえみ、司し狼ろうから降りる。

　なぜ急に歩みをとめるのかと不思議そうにする皆みなにも手を振って、最さい後こう尾びの遠凪さんのほうへ駆け寄る。

　陽都にくだる前に滸楽たちは全員、人の姿に戻っている。剣けん士したちに司狼を借り、皆で一頭に二人ずつ騎き乗じようする形でここまでやってきた。

「遠凪さん、少しいい？」

　洲す沙さと騎乗していた遠凪さんは、無言で司狼から降りた。ずれた被かぶり衣ごろもを直し、感情の窺うかがえない冷静な目で私を見つめる。

「あのね、ありがとう。遠凪さんたちのおかげで胡汀を連れてくることができた」

　遠凪さんは答えず、わずかに眼まな差ざしを鋭するどくした。

「それで……ここで、その」

「余計な気を回さずともよい」

　つん、と横を向かれてしまった。

「言いたいことなど容易にわかる。この場で我らを追い払はらうつもりだろう」

「違ちがうよ、追い払うんじゃなくて、もう十分助けてくれたから」

「まだだろう？」

　ぐい、と腕うでを摑つかまれた。他の人に聞こえないようにか、遠凪さんは声をひそめた。

「遠凪さん！」

「おまえがこれから為なそうとしていることは、我ら一族と関かかわりがあるのだろうに」

「そ、それは、でも私が勝手にしようとしているだけだし」

「何度言わせる。我ら、女に狂くるう定めだと」

「だんだん表現が過激になってる！」

「うるさい」

「あのね、遠凪さん！　私、しばらくのあいだ陽都に残るつもりなんだよ」

　必死に訴うつたえたとき、頭頂部に軽い衝しよう撃げきを与えられた。

　驚きながら振り向くと、やや不ふ機き嫌げんそうな胡こ汀ていが後ろに立っている。私の頭をつついたらしい。

「なんの話をしている？」

「ええと、しばらくここに残ろうかと」

　なぜかというと、陽都を中心にして穢けがれ主ぬしの影かげや悪あつ鬼きの類たぐいが出現する。とくに夜間。だから夜の陽都は、波が引くように静まり返る。皆、闇の者の徘はい徊かいを恐おそれて屋や敷しきにこもるせいだ。

　──穢主の影があるってことは、その王たる伊織も近くにいるはず。

　誰だれも伊織さんの行方ゆくえを知らないのは、彼が自力でどこかに逃にげたためなんじゃないか。そんなふうに考えることもできる。

「だが、この瘴しよう気きのなかに留まるのは……」

　胡汀が困った表情で周囲に視線を走らせ、そう言いかけたときだった。

　離はなれた場所から、女性の悲鳴が聞こえた。

「なんだ!?」

　私たちは顔を見合わせ、急いで悲鳴のあった方角へ走った。

　数人の香人がなにかに追われるようにして、建物のあいだから駆かけてくるのが見える。

　いや、本当に追われていた。

　黒い体たい軀くを持つ大おお鬼おにや天てん狗ぐのようなあやかしにだ。

「あの人たちは……！」

　追われている男女に見覚えがあった。陽都の手前で話をした多蔦さんたちだった。

「こちらへ急げ！」

　穂野さんたちが声を張り上げ、剣けんを引き抜ぬいた。

「知夏様、彼らを！」

「うん！」

　あたふたと走り寄ってくる二人を自分のほうに引き寄せ、庇かばう。

　剣士たちが疾しつ風ぷうのように私の横を駆け抜けた。彼らが握にぎるのは破は魔まの剣。大鬼たちをも切り伏ふせる。

　彼らに戦いをまかせ、遠凪さんたちが私や二人を安全な青橋の際きわまで引っ張った。

「どうして戻もどってきたんですか！　夜の陽都は危険なのに！」

　強い口調で問いつめると、恐きよう怖ふで真っ青になっている真古さんは震ふるえる手で私になにかを差し出した。それを見て、苛いら立だちの混ざった焦しよう燥そう感かんがすっと消える。

「これ──護ご符ふ？」

　でも、握っているうちに破れてしまったらしい。

　これでは護符の効果はもう得られない。

「あ、あなたに渡わたそうと思って。陽都は、疫神がうろついているから。私たちはもう陽都を出ようと思っていたし、あなたのほうが、ひ、必要じゃないかって。それで、急いで戻ってきたんだけれど、そういえばあなたの姉様のお屋敷がある場所を聞いてないって気づいたの」

　私の噓うそを真に受けて、それに心を痛めて駆けつけたのか。

「慌あわてたときに護符を破ってしまって、そうしたら急に、ば、化け物たちが近づいてきて──ずっと隠かくれていたのだけど、見つかってしまったの。私たち、本当そそっかしいってよく言われて、どうしようと……」

　多蔦さんも大きく首を振る。

「子どもを連れていただろう。病に倒たおれるのはかわいそうだ。早く捜さがそうと思ううちに、夜が訪おとずれてしまった。しかし、これほど多くの悪鬼を見るのはかつてないこと、いったいなにが起きているんだ……？」

　私の後ろにいた洲す沙さがびっくりした様子で二人を見つめている。

「洲沙と私のために、護符を？」

　彼ら二人は身を縮め、震えながらも頷うなずいた。

　洲沙は、私の衣の裾すそを無意識のように握って前に出た。

「私は、人ではない。この目を見ればおわかりになるはず。けだものの子だ。おまえたちはそんなモノを助けに来たんだ」

「えっ、けだもの……？」

　真古さんは驚おどろいたように洲沙を見下ろした。

「で、でもあなた、まだ小さいのだし、助けたいと思って当然でしょう？　それに自分のことをそんなモノだなんて言ってはなりません。あなたの母様が聞いたら悲しむわ」

　たぶん真古さんは混乱していて、けだものという言葉の意味を正確に把は握あくできないでいるんだろう。

　それでも、洲沙を叱しかる言葉はなんだかあたたかい。

　洲沙は何度も目をぱちぱちさせて二人を見上げた。普ふ段だんは大人びている洲沙がこのとき、ひどく心細げに映った。

「──知夏、下がれ!!」

　突とつ然ぜん、前方で一体の悪鬼と対戦していた胡こ汀ていが鋭く警告し、私は飛び上がりそうになった。

　そばにいた遠凪さんたちも、はっと顔を上げる。

「なっ……!!」

　私たちの目に映ったのは、こっちに向かって飛んできた黒い塊かたまり──双そう頭とうの巨きよ大だいな蛙かえるの群れだった。熊くま以上の体軀だ。

「下がっていよ」

　遠凪さんは短く告げると、瞬しゆん時じに姿を溶とかし、獣けものへの変化を遂とげて跳ちよう躍やくした。接近した大蛙に食くらいつく。滸こ楽らくたちも遠凪さんに倣ならい、次々と人の形を解いた。

　駆けていくけだものたちを見て、多蔦さん夫ふう婦ふは言葉も出ないというほど仰ぎよう天てんし、力なくへたり込む。

「立って！　向こうまで下がらないと！」

　私は二人の腕を摑み、無理やり立ち上がらせた。

「緋ひ宮みや様、お逃げください」

　それまで真古さんをぼうっと見つめていた洲す沙さがふいに表情を引き締しめて、私から一歩離れた。

「安全な屋敷のなかにいてください。……その者たちと」

「洲沙、待っ……」

　呼びかけを無視して、洲沙もまた姿を変化させた。凜り々りしい横顔が、残像となった。一頭の獣となり、戦うために力強く地面を蹴ける。

「ええっ、あの子……!?」

「二人とも、早く行こう！」

　私は、動揺する二人を急せかし、腕を引いた。

「あ、あなた方は何者なんだ!?」

　私は答えず、よろめく二人を支えながら路みちを走った。隣となり区画の角まで来たとき、小こ振ぶりの亭ていがあるのに気づく。風流な香こう人じんや貴人たちが、橋をのぞみながらちょっとした技芸を楽しむための亭だ。公園にあるベンチみたいなものだろう。

　優美な飾かざりのある柵さくで囲まれた亭に二人を押し込み、息をつく。

　放心状態でついてきていた真古さんがいきなり、私の袖そでを摑んだ。

「──緋宮様？」

「お、おい、真古」

　多蔦さんが狼狽うろたえながら真古さんを呼び、自分のほうに戻そうとした。それを真古さんは、睨にらんでとめる。

「多蔦様は少し黙だまっていてくださいませ──緋宮様って、あの子が言っていたわ。あなたは……滸楽と通じて処された、緋宮様なのですか？」

　こぼれそうなほどに目を開いている真古さんを見下ろす。

　否定するべきなんだろうとわかっていた。

　でも、私のついた噓に対して彼らは真心を差し出し、ここにやってきた。

「──うん」

　多蔦さんまでも目を剝むき、口を開ける。

「先代緋宮です」

「な、なんだって、先代!?　それじゃあ、あんたが、いや、あなたが図と世よの仕えている緋宮様か!?」

　多蔦さんは私に震える指を突つきつけた。闇やみのなか、彼ら二人の瞳ひとみが淡あわく輝かがやいているように見えた。

「なぜ緋宮様がここに？　いや待て、緋宮様は滸こ楽らくと通じてとがびとに──」

　そこで多蔦さんは身を強こわ張ばらせた。

「まさか、あなたが陽都を穢けがしたのか!?」

「違ちがう。そんなことしないよ」

「じゃあ、なぜ都は怪かい異いに襲おそわれている!?」

　汗あせを流していきり立つ多蔦さんを、真古さんは勇ましい動作でぐっと押しのけた。

「真古っ、なにをするんだ。おまえの出る幕では……」

「──緋宮様、どうか皆みなを助けて」

「私は……」

「なにが起きているかわかりませんけれども、緋宮様は陽都に安あん寧ねいを戻そうと、こうして駆けつけてくださったのですね？　わ、私もお手伝いします！」

　そう叫さけぶと真古さんは、ぶるぶる震えながらも亭の板いた敷じきに転がっていた琵び琶わのような弦げん楽がつ器きを取り、武器に見立ててぎゅっと握った。

　そのとき、遠方でまた誰だれかの悲鳴が上がった。人間の悲痛な声だ。

　耳を澄すませば、あちこちから助けを求める声が聞こえる。

　たくさんの悲鳴が、この夜に散らばっていた。

　陽ひ女め神がみがかつて[image: 迸]ほとばしらせた悲鳴は、誰にも届かなかった。私は花神とともに、無情なあめつちに対して胸を抉えぐるほどの憎にくしみを感じたけれど、同時にそれを、とても不幸だと思った。つらいとき、苦しいとき、誰かが手を差し伸のべてくれる世界が、ほしい。

　ぐいっと力強く手を引っ張ってくれたら、きっと次の一歩は自分の力で歩み出せる。

　そんな世界がほしいなら、人に求める前に、まず自分がやらなきゃいけないんじゃないだろうか？

「──行かないと」

「緋宮様」

「二人とも動かないでね」

　私は本当に、心の底から蒸む槻きを憎んだ。大だい嫌きらいだと、今も本音ではそう思っている。

　身勝手な人たち。自分の都合ばかり優先する。裏切って、背を向けて、妬ねたみ合って。他者の苦しみよりも自分の怒いかりを、不満を、一番大事にする。羨うらやむばかりで努力をしない。自分を変えるよりも、相手を変えようとする。人を突き落とすことばかりに固こ執しつする。

　なんでそんな汚きたない人たちを、私が無む償しようで救わなきゃいけないんだって思った。

　──でも、だからって不満を抱いだくだけですませるなら、私も同じだ。

　受けた苦しみは忘れていない。意地悪な運命は私に悪い誘ゆう惑わくをする。その苦痛を皆みなにぶつけて徹てつ底てい的に思い知らせてやれ、復ふく讐しゆうしてやれ。正当な権利だ、さあ早く、って──誘惑の通りに行動できたら、どんなに胸がすくだろう。

　そうすれば、怨うらみばかりが降り注ぐ。また憎悪が巡めぐって自分に返ってくる。

　私は、それは、もっと嫌いやだ。

　でも、だからって、自分だけ犠ぎ牲せいになって我が慢まんし続けるのも絶対に嫌！

「我慢なんかしない。やりたいことをやる」

　腹の立つ、こんな憎い人たちの世界を引っ搔かき回してやろう。そうして怨えん嗟さの泥どろのなかから、皆を引っ張り上げてやる。

　見ていればいい、天つ神。私は簡単に負けないんだから！

「好きなように歩いてみせる、この世界！」

　大おお蛙がえるが橋のほうから接近してきた。私は亭を降り、その大蛙と対たい峙じした。腰こしの帯にさしていた隼はや鉄てつの宝ほう剣けんを取り出す。これ本当に、持っててよかった。こっそり運び出してくれた胡こ汀ていの部下に感謝したい。

「緋宮様っ」

　慌あわてふためく二人に微笑ほほえんだあと、大蛙に視線を戻もどす。

　戦えるって、気持ちがいい。

　手のなかで宝剣がぐにゃりと曲がる。私の基本能力は前とほとんど同じだ。碁ご子こちゃんを召しよう喚かんするとか、隼鉄を自在に作り替かえるとか。

　めざましく変化したのは、神じん力りよくの高さだ。

　背を伸ばし、弓へと様変わりした隼鉄をかまえる。金の光をまとう弓。矢は必要ない。神力で作り出せるから。

　すうっと弦つるをひくと、綺き羅ら星ぼしのような矢が現れる。

　一息吐はき、飛びかかってくる大蛙に向かって矢を放つ。

　光が闇を駆かけた。それが大蛙をとらえて消しよう滅めつさせることを、私は既すでに知っている。

『我ラガ、穢ノ王……』

　大蛙は砂のようにざらざらと崩くずれていく途と中ちゆう、苦く悶もんの呻うめきとともにそう呟つぶやいた。穢の王。

　それは──伊織のことだ。

「緋宮様」

「……あとで、新しい護ご符ふを渡わたします。私のそばを離はなれないでね」

　この陽都の澱おりを払はらい続けていけば、伊織に近づけるはず。

　守るために、ここにいる──大事な人たちを。

　私は次の矢をかまえ、亭の屋根からぶら下がった小こ猿ざるのような悪あつ鬼きに狙ねらいを定めた。







　夜明けが近づくとともに、通りを闊かつ歩ぽしていた悪鬼や穢けがれ主ぬしの影かげは減っていった。

　顎あごをしたたる汗を乱暴に拭ぬぐいながら、穂野さんが難しい顔をして私のほうへ駆け寄ってくる。

「ご無事ですか、知夏様」

「うん、みんなも怪け我がはない？」

「負傷した者もおりますが、そう深刻なものではありません。しかし、まさかこれほど多くの悪鬼どもが陽都の内に出しゆつ没ぼつするとは……。闇の刻は屋や敷しきを出るなと布令を発していましたが、ここまでひどい有様とは知りませんでした」

　散っていた滸こ楽らくや剣けん士したちも、ぱらぱらとこっちへ近づいてきた。

　胡こ汀ていが剣にべたりと付着している原油のような汚よごれを振ふり落とし、私の前に立つ。

「今の乱戦で司し狼ろうが逃にげてしまった。どこか、剣士の手当てをできるところがあればいいのだが」

　彼の言葉に、私の後ろに隠かくれていた夫ふう婦ふが突とつ然ぜん、手を上げた。

「ねえ、あなた」

「ああ、俺の屋敷が近くにあるので、来られてはどうか？　それに皆、衣ころもが澱塗れになっている。清めねば身を病やんでしまうだろう」

「えっ、お邪じや魔ましてもいいの？……その、私たちはお尋たずね者っていうか、帰き鼓こ廷ていから剣士を攫さらってきた悪人なんですけど」

　私は戸と惑まどいながら、胡汀や部下の剣士たちに指を向けた。すると彼らは互たがいの顔を見つめたあと、「攫われましたー」というようにこくりと頷うなずいた。

　このとぼけたやりとりを見て、真古さんが小さく笑う。

「──申し出はありがたいが、我らの仲間には滸楽もいる」

　彦那さんがふいに冷静な言葉を挟はさんだ。

「おい彦那」

　とめようと腕うでを伸ばした穂野さんを、彦那さんは視線で黙だまらせる。

「今のうちに言っておくほうが互いにとっていいだろうに」

　夫婦が笑えみを凍こおらせ、私たちのまわりにいる獣けものをおどおどと見回す。

　その眼まな差ざしに挑いどむように、滸楽たちが人の形へと変へん貌ぼうした。

　自分たちは人とは違う異形の存在なのだと、わざと見せつけたように思えた。

　二人の勇気が目に見えて萎しぼんでいくのがわかった。

「……あらっ？」

　でも、突然真古さんが高い声を上げ、洲す沙さの前に身を屈かがめた。驚おどろく彼の腕を、ぱっと摑つかむ。

「怪我をしているじゃない！」

「は、離せ！」

「血が出ているわ、あなた！」

　真古さんの言葉に、多蔦さんがあたふたと近寄り、洲す沙さを俵のように担かつぎ上げた。

「なにをする！」

「これはいかん。傷が残ったらどうする。手当てだ、手当て」

「離せ、人間なんかの施ほどこしを受けるものか！」

「滸こ楽らくの子というのは、活いきがいいのだなあ……」

「う、うるさい！」

　ぽかんとする私たちなどもう目に入らない様子で洲沙をどこかに連れていこうとする。いや、手当てのために自分の屋敷へ戻ろうとしているんだろう。彼ら二人が滸楽への恐きよう怖ふを凌しのぐほど子ども好きだっていうのは、よくわかった。

　残された滸楽たちが困こん惑わくの表情で私を見つめる。

　彼ら二人に洲沙を害そうとする気配がまったくないのが伝わるため、反応に困っているらしい。

　──こういう場面で、人から見返りのない優やさしさを向けられると、遠凪さんまでもが戸惑いを見せる。そのくらい人の好意に免めん疫えきがないんだ。

「……休める場所は手に入れられたな」

　胡こ汀ていが腕を組みつつ、ぽつりと呟いた。

「うん。ひとまず、彼らの屋敷でお世話になろう？　剣士もだけど、滸楽のみんなも手当てをしなきゃ」

　呼びかけても滸楽たちは動かない。そこで私は遠凪さんの手を取った。

「清姫」

「いいから、いいから」

　渋しぶる遠凪さんを軽くいなし、賑にぎやかに洲沙と言い争っている二人のあとを追う。剣士たちも、立ち尽つくす滸楽の背をどすどすと小こ突づいてから、足を動かした。

　それでも滸楽たちは動けずにいるようだ。

　どうしようかと考えたとき、剣士と一いつ緒しよに歩き始めた胡汀と目が合った。「仕方のない阿あ呆ほ鳥どりめ……」っていうように苦く笑しようし、反対側の私の手を取る。

「こ、胡汀さん？」

「さっさと行くぞ。……こいつらが来たくないというのなら、放っておけ。しかし滸楽とは案外意い気く地じがないのだな？　人間が怖こわいのか」

　胡汀は私と繫つないだ手を軽く持ち上げると、わざとらしく滸楽たちに視線を流し、挑ちよう発はつ的な微び笑しようを浮うかべる。途と端たん、遠凪さんが眉み間けんに深い皺しわを寄せた。消極的だった歩みが急に速くなる。

「あっ、ちょっ、二人とも、もっとゆっくり……っ」

　私越ごしに睨にらみ合うのはどうかと。

　遠凪さんと胡こ汀ていが同時に、後ろをちらっと振り向いた。剣士と滸こ楽らくたちも、ばちばちと睨み合いながらついてくる。

　なんとなく胡汀は、躊躇ためらっている皆みなを動かす口実を作るために私の手を取って意地悪を言った気がする。

　それにしても、歩くの速い！
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　数時間休ませてもらったら出て行くつもりだったのに、久しぶりにまともな食事と暖をとることができて肩かたの力が抜ぬけたせいか、気がつけば深い眠ねむりに包まれていた。

　それは私だけじゃなく剣士たちや滸楽の皆も同じだったらしい。

　目覚めたのは正午すぎ、真古さんの慌あわてた声でだ。

「皆さん、起きて！」

　ふかふかした滸楽の毛並みから、私はがばっと顔を上げた。一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのかわからず混乱してしまう。

「起きてください！」

　私は片手で乱暴に重い瞼まぶたをこすり、慌てて視線を巡めぐらせた。場所は、屋敷の大広間。私のまわりには獣姿の滸楽たちと、剣士たちが転がっている。

　そうだった、夜明けが近づいた頃ころ、多蔦さん夫婦の屋敷に向かったんだっけ。

　真古さんの起き床しようを促うながす声に皆も、次々と頭を上げる。

「大変です、表の通りにまた悪鬼が出たんです！」

　寝ねぼけた様子の皆が、真古さんの言葉で条件反射のようにすばやく身を起こし、広間を出て行く。

　おろおろしている真古さんに「屋敷のなかにいて」と言い渡わたし、私も急いであとを追う。

　屋敷を飛び出して門を抜け、私は愕がく然ぜんとした。夫婦の屋敷は、例の青い橋が架かかった場所から西の方角に二画進んだ大路沿いにある。

　その大路の向こうから、のしのしと、屋敷に届きそうなほど背せ丈たけのあるなにかが近づいてきていた。

　私の隣となりに並んだ穂野さんが、寝ね癖ぐせのついた髪かみをかきながら茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なんだ、あれは……」

　目を凝こらすも、空気の濁にごりでよく見えない。

「昨日よりも淀よどみが濃こくなってる？」

　黒こく煙えんが薄うつすらと流れているような感じで、非常に薄うす暗ぐらい。空を仰あおげば、確かに太陽は出ている。でもこの淀んだ大気が太陽光線を遮さえぎってしまっていた。

　巨きよ大だいな異形の行進に気づいたのは、私たちだけじゃなかった。

　屋敷にこもっていた人々も怯おびえた態度でぞろぞろと通りに顔を出す。

「あっ」

　その巨大な異形が、なぜか突とつ然ぜん崩くずれ始めた。

「なんで……？」

「知夏、屋や敷しきに戻もどれ」

　異形のほうを凝ぎよう視ししながら、胡こ汀ていが私の腕を摑む。

「あれは悪あつ鬼きどもの塊かたまりだ。来るぞ」

「塊……？」

　ぼろぼろと崩れ落ちる異形をもう一度見つめ、ようやく胡汀の言葉を理解した。崩れているんじゃない。たくさんの悪鬼が積み木のように重なって行進していたんだ。

　異形たちのいる方角から複数の悲鳴が上がった。通りに顔を出していた人々が、つられたようにどよめく。

　剣けん士したちがざっと剣をかまえた。滸こ楽らくたちもまた牙きばを剝むく。

「──こっちに滸楽がいるぞ!!」

　すぐそばでいきなり響ひびいた声に、駆かけ出そうとしていた私たちは一瞬、隙すきをつかれた。

　振ふり向くと、後方に延びている大路の中央に、血の気のない顔をした香こう人じんらしき男性が立っていた。付近の人々が彼の声を聞きつけて、こちらを向く。

「滸楽だ!!」

　誰だれかが叫さけび、石を投げてきた。それが、一頭の滸楽の胴どう体たいにあたる。

「滸楽がいる。邪じや悪あくな鬼おにを連れてきたぞ!!」

「違ちがう!!」

　私はとっさに滸楽たちの前に出た。剣士たちも人々の視線を遮るように滸楽たちの盾たてとなる。

　まるで周囲に漂ただようこの黒い瘴しよう気きのように、人々の鬱うつ屈くつした感情がどっと押し寄せてくるのがわかった。

「滸楽だ！」

「おい、数は少ないぞ、誰か殺せ!!」

「誰か、刃は物ものは持ってないのか！」

「けだものめ、我らの都を穢けがしやがって！」

　言葉が鋭するどい刃やいばのように私たちを襲おそう。

「──これが人だ」

　重い声が背後から聞こえた。

　振り向くと、人の形に戻った遠凪さんが凍こごえた目をして立っていた。

「これが、人なのだ」

「遠凪さん」

「清姫がいくら我らを庇かばおうとも、なにも変わりはしない。人間どもにとっては、我らもあの悪鬼の一部に過ぎぬ」

　遠凪さんは荒あら々あらしく吐はき捨てた。獣けものが唸うなるときのような激しさだった。

　人々が右往左往し、滸こ楽らくだ、殺せ、と叫ぶ。

　剣士たちが焦あせりの表情を私に向けた。

　滸楽のために、逃にげるのか。

　人のために、留とどまるのか。

　ここで逃げれば、あの悪鬼たちが人々を襲うだろう。

　でも留まれば、人々が滸楽を攻こう撃げきするだろう。

「人どもが……！　嚙かみ殺してやろうか」

「遠凪さん！」

　獣の形へ変身しようとしていた遠凪さんの腕うでをとっさに摑つかむ。

　──このままでは、終わらせない！

「変えよう！」

「なにを言っ……」

「今ここで、私たちと一緒に、あの悪鬼を退治しよう」

　遠凪さんはなにを言われたのかわからないという顔をし、それから激しい怒いかりと蔑さげすみを浮かべた。彼が声を荒あららげるほどはっきりと怨うらみの感情を見せたのは、初めてのような気がした。

「我らに、人のために動けだと？──清姫、愚ぐ弄ろうするつもりなのか。今、人どもがなんと叫んだ？　殺せ、と言ったぞ、我らを！」

「それでもだよ！」

「なんて浅はかな……生なま温ぬるいことを言う。所しよ詮せんはおまえも人だったか。我らが手を貸したとして、人間どもが心を入れ替かえ感謝すると思うのか」

「しないよ、きっと」

「──なんだと？」

　遠凪さんは虚きよをつかれたように、目を瞬まばたかせた。

「百人中、百人しない。人はそんなに清らかでも単純でもない」

　この世が残ざん酷こくなのは、人間自体が残酷だからだ。私は身をもってそれを知っている。

　たった一回救ってくれたという程度で、長い年月迫はく害がいの対象だった相手を人間たちがやすやすと受け入れるはずがない。

「十回救っても、罵ののしられる。百回救っても、素知らぬ顔をされる。でもいつか、変化は必ず見える。たとえば、千人中、一人は、もしかしたらほんの少し、心を揺ゆらがせるかもしれない」

「そのような──わずか一人のために、やれとでも」

「そうしなければ、滸こ楽らくは滅ほろびる」

　遠凪さんは顔を歪ゆがめた。怒りと憎にくしみが、彼の全身から立ち上っていた。

「ならば、滅びを受け入れよう。人間どもに諂へつらうくらいなら誇ほこりある死を選ぶ」

「誇りある生は、選べないの？」

「──以前、我らを裏切った同胞はらからと、おまえは同じ要求をしているのがわからぬか」

「違うよ」

「なにが違う！」

「私は、裏切りから始めない」

　遠凪さんや胡こ汀てい、滸楽たち、剣士たち。淀んだ世界に佇たたずむ皆みなを見回す。

「私が甘い考えで人間の良心を信じていると思う？　今までどんな目にあったか、遠凪さんは知っているでしょう。剣で切り捨ててしまいたいくらい、裏切った人たちが憎くてたまらないよ」

　遠凪さんはふと、目を細めて私を見下ろした。

「裏切られる悔くやしさ、見捨てられる悲しさなら、よくわかってる。なんでそういうことを他人に平気でするのかって思う。仕返ししてやりたい。でもそんなふうに怒りに満ちたまま、一生を終えたくない。不幸でいるのは嫌いやだ」

「清姫」

「譲じよう歩ほしろとか、人に媚こびろって話じゃない。でもなにかを新しく始めるときって、どんなことでも苦しいし傷つくよ。それを乗り越こえて道を増やしてほしいの。今までは人間と敵対することしか頭になかったはず。そこに『もしも未来を共有できるなら』っていう新しい道を作ってみてほしい。その結果、やっぱり共生は難しいって思うようなら、それはそれでかまわない」

「道を……」

「人のためじゃない。滸楽たちの未来のために」

　ふと、椰や真まちゃんが以前言っていた言葉がここで再び蘇よみがえった。

　ずるくて醜みにくいこの世。失望するだろう、心が垢あかにまみれる思いを味わうだろう……。

「不条理なことばかり、これからも起きる。人の仕打ちに何度も泣く。騙だまし合い、妬ねたみ合い……」

　私はぎゅうっと遠凪さんの手を握にぎった。椰真ちゃんの声が、心に広がっていく。

　──それでもどうか、どうか、地の果てまで、愛いとおしんでおくれ。あらゆる命を。

「もしも、何度か滸楽たちが手を差し伸のべて、それでも人が拒きよ絶ぜつするだけじゃなく刃やいばを向けてくるようだったら。そのときは宣言する。陽ひ女め神がみの末まつ裔えいは、人の敵になるって。私が先頭に立って滸こ楽らくとともに戦う」

「──まことか」

「うん」

　遠凪さんは、石を握ってじりじりと距きよ離りを詰つめてくる人々を見つめた。それからなにかを耐たえるように目を瞑つぶったあと、滸楽たちに顔を向ける。険しい表情だった。だけど悲ひ壮そうな決意の輝かがやきがあった。

「同胞よ、ゆくぞ」

　遠凪さんは一言命じると、一いつ瞬しゆんで姿を獣にした。

　駆かけ出した王に、滸楽たちも続く。

　人々のざわめきが広がった。逃げたのか、いや、見ろ。滸楽が化け物どもに襲いかかっているぞ。なぜ……。

「知夏」

　胡こ汀ていは静かな声で呼び、隼はや鉄てつの剣けんをすっと消した。剣士たちも戸と惑まどいながら剣を下ろし、私たちを交こう互ごに見る。

「我らは行かなくていいのですか」

「うん。みんなは手を出さないで」

　胡汀がふと腕を伸ばし、少し乱れていたらしい私の髪かみを穏おだやかな仕草で梳すいた。労いたわりのにじむ指先だった。髪を通してぬくもりが伝わった気がした。それに微笑ほほえみ、悪あつ鬼きたちを制していく滸楽のほうに顔を向ける。

「人々の前で、滸楽たちに助けさせる。それを何度も繰くり返す。大半の人間は、その事実から目をそらすよね。でも、誰だれかがきっと心にとめてくれる」

　たとえば、多蔦さん夫ふう婦ふのように。彼らは滸楽とわかったうえで、洲す沙さの怪け我がを手当てしてくれた。

「もっと、見てみたい。誰かの良心を」

　そうしたら、自分のなかにあるこの消せない憎しみも、少しずつ変えていけるかもしれない。

「しかし知夏様。滸楽のことはともかくも……本当に奇き怪かいとは思いませんか。夜の刻ならいざ知らず、白昼にまで堂々と化け物どもが出現するとは。陽都を囲う界は壊こわれていないはず。ならば、外からの侵しん入にゆうはありえないのに」

　穂野さんが私の横に来てそう言った。

「うん、陽都の内から、間ま違ちがいなく強力な魔ま物ものたちが生み出されているんだ」

「──知夏、上を見ろ」

　胡汀が急に鋭するどい声を発した。

　薄うすい黒こく煙えんのような淀よどみが満ちる大気のなか、向こうの建物群の上空を、なにかが通り抜ぬけた。

　骸がい骨こつの羽を持った人の半分ほどの小こ鬼おにだった。突つき出た腹に、細い手足。腰こしだけに衣ころもをまとっていた。大きな袋ふくろを背負っていて、そこから粉を取り出し、ぱらぱらとまき散らしている。小鬼は建物の屋根の上で、私たちの視線に気づいたように振ふり向いた。そして追う暇ひまも与あたえてくれずに、霞かすみのように消え去る。

「疫えき神じんだ……」

　彦那さんの恐おそろしげな声に、肩かたが強こわ張ばった。あれが疫神。

「春日様の祈き禱とうは失敗に終わったか。この淀みは一朝一いつ夕せきでは取り除けぬ。疫神が渡わたったとなれば、陽都に多くの死が降るぞ」

　──彦那さんの不ふ吉きつな予言は的中した。

　陽都に、急速な死が広がった。
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　疫神を見た日から、およそ一週間が経過した。

　日中であっても頻ひん繁ぱんに悪鬼が出しゆつ没ぼつするせいで、私たちは陽都を離はなれられないでいた。

　他ほかのことを考える余よ裕ゆうが持てない。皆で手分けして退治に走っても、また新たな場所で悲鳴が上がる。

　民たみを陽都から脱だつ出しゆつさせるのは難しい。避ひ難なん処どころがないし、疫神がもたらした病やまいも広がるばかりだ。路みちに出れば四六時中、誰かの苦しげなうめき声が聞こえる。

　動ける者は、病人や怪我人の世話に回っている。勿もち論ろん、陽都から逃にげ出す人もそれなりにいたけれど、不思議と何割かはこの区に戻もどってくる。

　最初の内は、滸こ楽らくたちに単独行動をさせることができなかった。剣士と一いつ緒しよじゃないと、元気の残っている民が石を投げてくるためだ。

　──でも。

「まあっ、洲す沙さ！　また怪我をしてる」

「緋ひ宮みや様、この女はうるさいです……」

　多蔦さん夫婦はこの数日で妙みように肝きもが据すわったらしく、負傷した滸楽たちの治ち療りようをすすんでしてくれる。

　とくに洲沙がかわいくてならないらしい。

　聞けば、多蔦さんは数年前に大病を患わずらい、それが原因で子どもを授さずかるのが難しくなったんだとか。

　洲沙は今日、半はん壊かいした小屋のなかに閉じ込められていた少女を助けた。母親は洲沙が滸楽の子と知ると、形相を変えて罵ば倒とうしたけれど、少女はきちんとお礼を言った。

　数日前には徒党を組んで屋や敷しきに乗り込んでこようとした人々も、警けい戒かいこそ解かないものの悪鬼を倒たおす滸楽をじっと見るようになった。

　今朝は、お世話になっている夫婦の門の前に、誰かが置いたらしい供え物があった。

　こういう危機のときに、人の心が見える。

　ほんの少しだけ、滸こ楽らくの未来に希望が見えたかもとほっとした矢先──それは起こった。

　洲す沙さとともに、桶おけで水を運んでいたときだ。

　似た造りの善ぜん処どころが並ぶ通りのほうから、誰かの声が聞こえた。

　私と洲沙は、顔を見合わせた直後、桶を放り出してそっちへと走った。

「どこから声が……っ」

　今は食事をしに来る人もなく、善処はどこもがらんとしている。

「緋宮様、あそこの倉庫では？」

　赤いのぼりを立てた善処の横に、高たか床ゆか式の倉庫が設けられていた。

　洲沙の言う通り、そのなかから「助けてくれえ」という男の声が聞こえてくる。

　誰かが悪鬼に襲おそわれているのかもしれない。私たちは慌あわてて倉庫の扉とびらをこじ開けた。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　洲沙と一緒に飛び込み、きょろきょろする。内部に明かりはなく、暗く淀んでいた。

　奥のほうで、なにかが蠢うごめくのがわかった。……まさか、悪鬼？　間に合わなかったの？

　洲沙の手を握りながら、慎しん重ちようにそちらへ進んだとき──。

「化け物め!!」

「え!?」

　だっ、と誰かが暗がりから身を現し、私を勢いよく突き飛ばした。

「緋宮様！」

　板いた敷じきに倒れ込んだ私を、洲沙が慌てて抱だき起こしてくれた。その直後、扉の閉まる音が響ひびく。がつっと乱暴に貫かん木ぬきをおろす音も。

「噓うそでしょう」

　これって閉じ込められたんだよね？

　さっきの声は、私たちを誘さそうための演技だったの？

　扉の外から、複数の男の声が聞こえた。火をつけろ、化け物を焼き殺せ。

　私はとっさに洲沙を抱きかかえた。

「緋宮様、今……」

「洲沙、お願い。いい子だから、なにも聞かないで」

　もがく洲沙の手を取り、むりやり自分の耳を塞ふさがせる。

　私はそれから立ち上がり、扉に駆け寄った。引いても押しても、開かない。

「あっ」

　扉の隙すき間まから忍しのび込む煙けむり。まともに顔に浴びてしまい、私は大きく咳せき込んだ。

　──本当に火をつけられたの？

　茫ぼう然ぜんとしたとき、なにかが腰にぶつかった。びくりと身を揺ゆらしながら見下ろす。

　洲す沙さだ。倉庫内が暗いせいで、洲沙が今、どういう表情を浮かべているのかわからない。

「洲沙、大丈夫、助けるから」

「──人間が、私たちを、殺そうと」

「洲沙」

「殺そうと……。母様を殺したように、緋宮様までも」

　虚うつろに響く洲沙の声。私はぎゅっと洲沙を抱きしめた。全身がどくどくと脈打っているようだ。自分の心臓が激しく鳴っているのか、洲沙のが伝わったのか、判別できなかった。

　開くまで扉に体当たりしよう、と決意したときだ。急にどんっと扉が外から叩たたかれた。

「──知夏！」

「胡こ汀てい!?　そこにいるの？」

　胡汀の声だ。驚おどろきと安あん堵どが一気に押し寄せて、崩くずれ落ちそうになる。ああもう、ほんと胡汀大好き！

「扉の歪ゆがみで貫木が外れぬ。……下がれ、扉を壊す」

　私は慌てて洲沙と一緒に扉から離れた。何度か蹴けるような音。それから、繰くり返し体当たりする音。ばきっと扉の一部が壊れた。私や洲沙なら、通り抜けられる！

「知夏、早く来い！」
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「洲す沙さを先に！」

　穴の向こうから伸のびてきた手に向かって、洲沙の背を押す。煙越ごしに、胡こ汀ていと洲沙が目を合わせた。洲沙は唇くちびるを嚙かみ締しめ、後ずさりをした。でも。

「ほら、来い」

　胡汀がこちら側へと身を乗り出し、洲沙の腕うでを摑つかんだ。びっくりして固まる洲沙を軽く引き寄せ、外に出す。

「さあ知夏、おまえも」

　私も嬉き々きとしつつ胡汀の腕を借りて扉の外へ脱出した。洲沙を担かつぐ胡汀とともに、急いで倉庫から離はなれる。煙こそ激しいものの、燃えているのは床ゆか下したに置かれた木材のみで、倉庫自体にはまだ火が回っていなかった。

　倉庫の近くに、胡汀とともに駆かけつけてきたらしい剣けん士したちの姿があった。彼らは私たちに軽く手を振ふったあと、この騒そう動どうの犯人である男性たちの襟えり首くびを摑み、どこかへずるずると引っ張っていく。穂野さんもいて、緊張のにじむ表情でこっちに駆け寄ってきた。

「緋宮、ご無事ですか！」

「うん、胡汀が助けてくれた」

「俺たちは裏側の路にいたんですよ。そうしたら、さっきのやつらとは別の男が一人走って来て『あんたたちの仲間が閉じ込められた』と報しらせてくれたんです」

「男の人が……？」

「ええ、そちらで煙が上がったのが見えたので、急いで来たんですが、よかったな……」

　穂野さんはほうっと溜ため息いきを落とした。それから、胡汀が地面に降ろした洲沙を見て、慌ただしく身を屈かがめる。

「おい小こ僧ぞう。どうした！　おまえ、怪け我がをしたのか？」

「……」

「おい、こら。煙を吸ったのか？」

「人間のくせに、なんで……私まで助けた」

「はあ？」

「なんで、心配する振りなんか」

「うるさいぞ、餓が鬼きめ。おまえが怪我すると、美人な真古さんに叱しかられるじゃねえか」

　穂野さんはそう憎にくまれ口を叩くと、頑がん固こに俯うつむいている洲沙をひょいと抱き上げた。

「あっ……！　なにをする！」

「おまえは一応、真古さんに手当てしてもらえ！　いいか、おまえのように小生意気な餓鬼を決して案じているわけじゃないからな、真古さんにだな、叱られるからだぞ……なんですか知夏様、その微笑ほほえみは。俺は餓鬼などどうでもいいんですよ！　くそっ、お二人は火の始末を早く！」

　穂野さんは怒ど鳴なりながら、洲す沙さを担いで足音荒あらく去っていく。

　泣きそうな顔の洲沙と視線がぶつかった。私は小さく手をあげた。穂野さんの意地悪な言葉は本心じゃないって、たぶん洲沙も気づいている。

　彼らを見送ったあと、胡こ汀ていは術で極ごく彩さい色しきの鳥を数羽作り出し、息を吹ふきかけさせて倉庫の火を始末した。

「なんて有能な鳥たち……」

「おまえも、具合はどうだ？　煙を吸い込んではいないか」

　胡汀は片手で私の顎あごを取ると、真しん剣けんな目でじっと観察した。

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに助けてくれたから平気」

「これからは剣士を必ずそばに置け。……いや、俺を呼べ。ともにいてやる」

「うん」

「……なぜおまえまで泣きそうな顔をする？……人間たちが滸こ楽らくを受け入れるには、時間がかかる。それは覚かく悟ごをせねば。恐おそろしいのなら、おまえはあの子とともに屋や敷しきのなかにいろ。悪あつ鬼きならば俺たちでも討とう伐ばつできる」

「違ちがう。そうじゃないの」

　困った顔をする胡汀を見つめ、笑う。

　すごくつらくなったはずなのに、なんだか嬉うれしい。それで、泣きたくなったんだ。

　洲沙も、そういう気持ちになったんじゃないか。

「知夏、やはりおまえも休め」

　さらさらと頰ほおを撫なでる手。私は細く息を吐はき、目を瞑つぶった。

　きっと、心が優やさしいから、手も優しいんだろう。
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　翌日の午後。都はまだ、淀よどんだ気配を拭ぬぐえずにいた。

「──しかし、貴人どもは私兵すら寄よ越こさず、祈き禱とう師しや呪じゆ弦げん師しを抱き込んで安全な屋敷のなかか」

　私とともに外で瓦が礫れきの片付けに当たっていた穂野さんが毒づいた。

「俺たちがここで盾たてになっていると知りながら、素知らぬ顔をしてやがる」

　私たちがいるこの区は、貴人区との境にある。確かに、知らないはずがないだろう。

「回かい絽ろ廷ていの兵士はどうしたんだ。なぜ悪鬼退治に来ない。祇ぎ官かんどもも、なにをしてやがる。帰き鼓こ廷ていにこもってないで、力を貸せというに。知夏様ばっかり澱おりを払はらってるじゃねえか」

　穂野さんの言こと葉ば遣づかいが荒くなってきた。

　──確かに。今は一時休戦し、協力し合ったほうがいいと思うんだけど。

　悪鬼を倒たおすのはいいけれど、不ふ浄じようの血を放っておくと別のまがつ鬼おにを呼び込むはめになる。というわけで私と呪弦師の冬円さんとで、血が流れた場所を祓はらい回っている。

「サカキの葉が、足りない……」

　困った。血を吸い取るためのサカキの葉がない。夫ふう婦ふの屋敷の庭園に生えていたのをもらったけれど、それだけじゃ不十分だ。

「──薬も不足しているな」

「胡こ汀てい」

　逆側の路で怪我人の手当てをしていた胡汀が、疲ひ労ろうのにじむ顔でこっちに戻もどってきた。

「それに橋の反対にある井い戸どの水が腐くさってきていたぞ。また不浄の血にやられたか」

「……私、ちょっと再びの悪党になろうかな」

「なに？」

「貴人区まで行って、めぼしい物資を奪うばってこようかなと」

「ばか。そういうことは俺たちがやる」

　怒おこられるかと思ったら、物ぶつ騒そうな微び笑しようが返ってきた。言葉にはしないけれど、だんまりを決め込んでいる貴人たちの態度に腹が立っているらしい。

「……まるで地じ獄ごく絵え図ずだな」

　穂野さんが汚よごれた手を払いながら、ぽつりと告げた。

「陽都がこうも壊こわれる姿を見るはめになろうとは。昨日、逃にげ戻ってきた民たみの話を聞いたのですがね、下の区は、もっと酷ひどい有様だそうだ。屍し体たいが路に転がっているのだと。それを片付ける者もいない」

「確か、十年ほど前にも疫えき病びようが都で流行はやったな。先代の……いや、架か々が裏りの代だい替がわりの年だったか」

「ああ、胡汀様もご存じですか。そうなんですよ、架々裏様の新しん暦れきの頃ころにも疫病が蔓まん延えんして都はひどい光景でした。だが、儀ぎ式しきの効果で神花が咲さき、それで疫神を追い払うことができたんです。あれには心が震ふるえましたよ。俺も当時都にいたが、この淀みがさあっと一気に晴れましたから」

　穂野さんが遠くを眺ながめて嘆たん息そくしたときだった。

　誰だれかの悲鳴がまた聞こえた。悪鬼が現れたんだ。

「獣けものの行列が来るぞ！」

　そう叫さけぶ声がした。私たちは表情を硬かたくし、急いでそちらへと走った。

「……？」

　通りの奥から、ゆらゆらと藁わらの笠かさをかぶった行列がやってくる。背せ丈たけは人の半分くらいだ。中央に、小こ振ぶりの御み輿こしが揺ゆれている。

　私は驚おどろき、足をとめた。

「知夏？」

　剣けんを取り出しかけていた胡こ汀ていと穂野さんが慌あわてたように振り向き、立ち止まる。

「待って、あれって」

　行列は、私たちの手前で停止した。

　御輿の扉とびらがぱかりと開き、なかからとてもちまいものが飛び出してくる。凜り々りしい茶色碁ご子こちゃんに乗った、それ。

「──みずの様!?」

　私は思わず大声を上げた。

「うん、うん。護ご女じよ。みずのだよ」

　水の神、みずの様。

　──楽らく奪ばい月つきに出会った神様だ。手のひらに乗るほど小さく、狐きつねの面をかぶっている。なぜか釣つり竿ざおを持っており、腰こしに二つの瓢ひよう簞たんを下げていた。

　みずの様は、私を見上げて少しのあいだもじもじした。

「久しいな、護女」

「はい！　お会いできて嬉しいですけど、どうしてここに……？」

「きさまをな、助けてやりたいと言う者がおってな。でもおのれだけでは恥はずかしいと言うて。ともに来てやったのだよ。ほれ」

　みずの様はちょいちょいと、御輿の奥を釣り竿で指し示した。

「早はよう。ほれ、ほれ」

　再度の催さい促そく後、まるっとしたなにかがおどおどしながらようやく顔を出した。私はその、頼たよりなげな神様を知っていた。

「兎と神がみ様！」

　世の転てん覆ぷくをはかった和わ爾に一族に囚とらわれ、泣いていた神様だ。それにのさらの地で、薬を届けてくれた。

「うん、うん。兎神だ。こやつは薬作りが好きだから、たくさん持ってきてやったのだよ」

「薬を……」

「そうだとも、護女。我ら神々、こたびこそ、陽ひ女め神がみ様をお泣かせすまいとなあ」

　みずの様は釣り竿を揺らして、小さく笑った。

　行列の獣たちが笠を外す。兎神の眷けん属ぞくなんだろう。ふかっとした白い毛並み。衣ころもをきちんと着込んでいるのがかわいい。私を見つめて、さっきのみずの様のように、もじもじする。

「おまえたち、臥ふせる者に薬をお配り」

　みずの様の呼びかけに、兎神一族は外した笠を逆さに持ち直し、ゆるゆると揺すった。

「あっ？」

　すると、その笠に薬草が増えていく。

「護女よ、生きとし生けるもの皆みな々みな、救おうぞ」

　その生きるもののなかに、滸こ楽らくは入っているんだろうか。

　──神も、入っているんだろうか？

　憎にくむ者も、悪あしき者も？

　薬草入りの笠を抱かかえた兎神一族が、臥せる人々のほうへと近づいていく。皆、目を白黒させながら薬を受け取っている。

　私は立ち尽つくし、その光景をしばらくのあいだ見つめ続けた。

「──実ったな」

　耳に滑すべり込んだ胡こ汀ていの声に、私は目を瞬まばたかせた。

　胡汀が横に並び、微笑ほほえみながら私の頭をくしゃくしゃと撫なでる。そして、薬を配る兎神一族に視線を戻し、もう一度「実った」と呟つぶやいた。

　その意味を尋たずねようと、彼の袖そでを引いたときだった。

　数頭の滸楽が、路みち沿いの屋や敷しきの塀へいを飛び越こえ、ざっと風を切って私の前に勢いよく降り立った。

　荒あら々あらしい気配に包まれている。強大な魔ま物ものが出現したと伝えに来たのかも。

「どうしたの!?」

　私は身を屈かがめ、滸楽の顔を両手で触さわろうとした。それを、ふいっと避さけられる。

　滸楽の様子がおかしい。憎ぞう悪おのまざった凶きよう暴ぼうな目をしている。

　──魔物が現れたのとは違ちがう。もっとよくないことが起きたんだ。

「なにがあったの」

　滸楽たちは前まえ脚あしで地面を蹴けったあと、「乗れ」というように頭を振ふった。

　私はちらっと兎神一族を見み遣やってから、滸楽の背に乗った。

「俺も行く。穂野、おまえは神々のおもりを」

　胡汀がすばやく別の滸楽に跨またがり、穂野さんに命じた。

　私たちを乗せて、滸楽が路を駆かける。胸がどきどきした。不ふ吉きつな予感がとまらない。

　次の区画を曲がり、直進して、貴人区に突とつ入にゆうしたとき、前方から激しく争う物音が響ひびいてきた。

「あれは……」

　滸楽たちが戦っている。

　悪あつ鬼きとではなく──人間たちと。

　先頭に立って猛もう攻こうを仕し掛かける人物に目が吸い寄せられた。自分の手足のように司し狼ろうを操あやつっている。翻ひるがえる濃のう紺こんの衣。

　その人の振るう剣の輝かがやきを見た。血に汚れても、泥どろを浴びても決して曇くもらない破は魔まの剣。護ご剣けん士しだけが持つ、隼はや鉄てつの──。

　司狼を走らせ、瓦が礫れきの上に跳ちよう躍やくさせたその人が振り向いた。

「朝火さん!!」

　私の緋ひ剣けん。滸こ楽らくを怨うらみ、どこまでも怨み、根絶やしにすることだけを糧かてにして生きてきた人。

　朝火さんが、ひみや、と口を動かした。

　その微笑みは、彼の握にぎる剣のように澄すみ渡わたり、そして鋭えい利りだった。






















　賭かけの刻限は、落らつ暉きの美が果つるまで。

　負けたら私、人妻ならぬ神妻に決定だ。










　曇どん天てんの午後、私は『幸運』を発見した。

「わあい、四つ葉だー！　天あま野の知夏によるマメ知識、大公開。クローバーは、シロツメクサとも呼ばれるシャムロックの一種です。食用もオッケー、薬草にもなっちゃうスグレモノなのです」

　胸を張りつつ滔とう々とうと無む駄だな知識を披ひ露ろうしてみたが、聞いてくれる人はなし。

　今の私、山中の岩場で一人、寂さびしく待機中なんだった。

　アウトドアとは無む縁えんの軟なん弱じやく女子高生たる私が、なぜ山中にいるのかというと、そう──まるで夢のような、フシギフカシギの異世界に迷い込んでしまったことが原因だ。

　国名は、蒸む槻き。自然豊かで神話的雰ふん囲い気き盛り沢だく山さんな、深い深い幽ゆう玄げんの地。

　そこで私は運良く、胡こ汀ていというちょっぴり暴君様な美青年に拾われた。

　すったもんだの末に、彼の知人である伊織さんという純情な美男子と、クール系美女の白雨さんと、シャーマンっぽい容よう貌ぼうを持つもさもさ髪がみの幽ゆう霊れいもとい山さん精せいの椰や真まちゃんって子と、山やま越ごえをしている最中だ。

　集落の人々に生贄にされかけ、逃亡した結果、お尋ね者となってしまったんだ。それで着の身着のまま四人と一霊れいで旅をしている。

　ちなみに椰真ちゃんは神しん出しゆつ鬼き没ぼつな人外生命体なので、今のところ私と胡汀にしか姿が見えていない。

　目下の悩なやみは食料確保手段。歩きながら胡汀たちが山菜を摘つんだり、小動物を、うう、狩かったりしてくれている。

　でも、平和な日本出身の私だけが、一いつ切さい役に立てていない状態だった。

　本日二度目となるこの休きゆう憩けい時間にも、他ほかの三人は忙いそがしく動き回っている。

　私一人、胡汀に「みだりに動くな、じっとしていなさい」って待機を命じられてしまった。見張り役は椰真ちゃん。

　ぽつーんと、休憩場所の目印である大岩の上で寂しく体育座りしていると、慰なぐさめてくれるつもりなんだろう、椰真ちゃんが「知夏、知夏。花を摘んでやる」と言い、ふよふよと飛んでいった。

　しかし椰真ちゃんは物に触さわれないんじゃ……と気づいて振り向けば、予想通りに野花を見つめてしょんぼりしているスケスケな姿が。

　ご、ごめん椰や真まちゃん、気持ちは嬉うれしいから！

　触れなくても一いつ緒しよに探すことはできるもんね、と椰真ちゃんを慰めながら私も大岩の周囲を巡めぐり──。

「四つ葉、かわいい、嬉しい……」

　この、四つ葉のクローバーを発見したってわけだった。

　大岩の裏手に立っていた太い木の根元に、三つ葉がたっぷり群生していたんだ。よかった、このフシギ世界にも、私でも見分けのつく草花が一応存在しているって証しよう拠こだ。

　うん、四つ葉は幸運のお守りとして胡こ汀ていにあげよう。三つ葉のほうは食用にもなるので、摘んでおく。

　少しは役に立てるかな、と私は頰ほおを緩ゆるませた。

　──この世界では、幸運を運ぶ草ではなく、悪あしき毒草とも知らないで。
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　三人が休憩場所に戻もどってきたあと。

　伊織さんが、見回り途と中ちゆうで発見したらしきブルーベリーの特大版みたいな果実を皆みなに配り、思案顔で口を開いた。

「小川を越こえた先に、小さな集落がある。貨か幣へいならば多少持ち合わせているが……」

　伊織さんが言いよどんだのは、私たちが現在、他人に姿を見られちゃマズイお尋たずね者だからだ。

　でも、山越えするには最低限の備えがないと厳しい。どうしても集落に寄って入手する必要がある。

　渋じゆう面めんを作る伊織さんたちを順番に窺うかがったあと、私は力強く拳こぶしを握った。

「私っ、こうなればいっそ極ごく悪あく非道な強ごう盗とうと化して人様の寝ね込こみを襲おそいに！」

「うるさい、阿あ呆ほ鳥どり。返り討うちにあうだけで、無益きわまりない。やめよ」

　胡汀にすぱんと一いつ蹴しゆうされた。なんですかこの、容よう赦しやなしの無む慈じ悲ひな発言。

「わ、私だって本気を出せば強盗くらい」

「そも、おまえ。まさか自分が物もの盗とりになれるほど機き敏びんだとでも？　ありえぬ」

　犯罪行こう為いはやっぱりダメなので、却きやつ下かされるのは当然なんだけれども、どうしてだろう、屈くつ辱じよく感で胸がいっぱいなんですが。

　わかっていますとも。素す直なおに「心配させるな」と言えない、弩ど級のひねくれ屋なんですよね、ふふん。

　それにしても、お世話になるばかりで役立たずな自分がつらい。見つけた三つ葉モドキも、毒草だったし。

　落ち込んでうずくまっていると、胡こ汀ていが「ほれ、いじけてないで、これを食べろや」と合図するように私の髪を軽く引っ張った。一口サイズにカットした果実を渡わたしてくれる。

　あのう胡汀さん。ご親切は嬉しいけれど、一応私ってば若い娘むすめさんですよ。

　なぜにいつもいつも、庭の雑草を引っこ抜ぬくがごとく髪を摑つかんで合図するんでしょうか。

　できれば普ふ通つうに名前を呼んでほしいなあと……いや、高望みはやめよ。

「追っ手の者が集落を訪おとずれたあとのようだ。見張りが立っていた」

「では、集落へ入るのは難しい」

「女によ人にんを連れて備えもなく山を跨またぐなど、無む謀ぼうにすぎる。それこそ強ごう奪だつをも覚かく悟ごせねば」

　気難しげな顔をする胡汀に一度、伊織さんは暗い目を向け、さっきの私のように物ぶつ騒そうな発言をした。でも重みは全然違ちがう。

　伊織さんの眼まな差ざしの鋭するどさと、その言葉の真しん剣けんさに私は狼狽うろたえ、手のなかの果実をぽろりと落としてしまった。

　伊織さんが、はっと私を見た。

　すぐに、痛ましげに伏ふせられる視線。

　違う、痛ましげじゃなくて──なぜか伊織さん自身が傷ついているような？

「伊織、窃せつ盗とう行為ならば、お手の物だろう。山の孤こ児じである犀さい鬼きたちを常つね日ひ頃ごろ操あやつり、集落の倉を襲しゆう撃げきしているだろうに」

　白雨さんの嘲ちよう笑しようを含ふくんだ言い方に、伊織さんは怒いかりの表情を浮うかべた。

「いや、白雨、男をたばかるのが得意なおまえが集落に行け」

「なんだと？」

「愚おろかな男の一人や二人、衣ころもの裾すそを広げて足の奥でもちらつかせれば、容易たやすく籠ろう絡らくできような」

「色いろ仕じ掛かけもおまえの領分だろう。男好きな尻しり軽がる女の息子むすこだ、若い娘を誑たぶらかすなど、息をするのと同じに容易なのでは」

　白雨さんと伊織さんは、ことあるごとにいがみ合う犬けん猿えんの仲だ。

　慌あわてて二人の口論をとめようとした私を片手でおさえ、胡汀は溜ため息いきまじりに口を挟はさんだ。

「やめないか。仲間内で揉もめてどうする」

「──高きご身分を持つあんたには、くだらぬ口論に思えるか」

「伊織、俺にまでつっかかるな」

　伊織さんは突とつ然ぜん、ばさっと大きく衣を払はらって立ち上がった。

「廉れん直ちよくなあんたやそちらの女人には、騙かたりも盗ぬすみも醜みにくき所行、悉ことごとく下げ劣れつな術すべとしか映るまい。いいさ、ならば俺がやってやろう。高潔さなど所しよ詮せんは無縁だ」

「えっ？……伊織さん、待っ」

　伊織さんはくるりと背を向け、木立の奥へと足早に去っていく。追おうとする私を、白雨さんが制した。

「とめるな。なんにせよ、食料や衣を入手せねばならない。伊織が自らやると言ったのだから、それでいい」

「白雨さん、でも、もし伊織さんが本当に色仕掛けとか……って、これはないと思うけど、盗みとかしちゃったら！」

「では、おまえが代わりにやるのか？」

　即そく答とうできず固まる卑ひ怯きような私を、白雨さんはじっくりと見つめ、鼻で笑った。

「節穴娘め、おまえはなにもわかっていない。伊織がどれほど女に汚きたないと思う。どれほど、盗みに長たけていると思う」

「伊織さんはそんな人じゃないよ！」

　とっさに反論した私が憎にくらしかったのか、白雨さんは、むっと眉まゆ根ねを寄せた。乱暴に私の腕うでを摑み、さっきの伊織さんと似た暗い目をして立ち上がる。

「では確かめにゆくか。伊織の行いを？」

　それって、覗のぞきに行くってこと？

　伊織さんは、白雨さんと口論するときはそりゃあ凄すさまじい言葉を吐はき出すけれども、根本は真ま面じ目めかつ純情系な人だと思う。私の目にはそう見える。だから覗きに行くなんて、なんだか嫌いやだ。

　もどかしい気持ちで白雨さんを見つめ返したとき、胡こ汀ていがすっと立ち上がった。

　巨きよ大だい蟻ありに似た昆こん虫ちゆうを楽しげに追っていた椰や真まちゃんも、胡汀の横に並ぶ。

　まさか胡汀たちも伊織さんの様子を探るつもりとか？

「頭に血が上った状態では、気づかず過あやまちを犯おかしてしまうこともある。念のために伊織の様子を見に行く」

　冷静な胡汀の説明に、私は恥はずかしくなった。そうか、伊織さんに万が一の危険が及およばないよう、陰かげからフォローするってことを第一に考えるべきだった。

　私たちは不自然に黙だまり込みつつ、伊織さんのあとを追った。
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　集落手前にある小川で、伊織さんと、素そ朴ぼくそうな娘さんを発見した。

　で、私たちは小川近くの木こ陰かげにひそみ、状じよう況きようを窺ったわけですが──。

「ちょっ、なっ、やっ、待った！　おぅあっ、お二人様近い近いっ、距きよ離り近いですよ……って、ななななんですの伊織さん、その色っぽい表情は！　髪かみの毛を優やさしく耳にかけてあげつつ、さりげに頰ほおをさらっと撫なでるとか、アナタッ、なんて手慣れていらっしゃる」

「……知夏、おまえな、声が大き」

「うるさいですよ胡こ汀てい、今いいところなんですから邪じや魔ましないで！　おうっと！　ほら見み逃のがした！……いやっ、ばかんっ、だめえ……ッ！　顎あごに手ぇかけた！　伊織さんってば、なんでその微び笑しようならぬ美笑を私には見せてくださらぬ…ッ」

「……この娘、本物の阿あ呆ほなのか？」

「……阿呆鳥め…」

「うるさいですって二人とも、黙ってて！　ぎゃっ、いやああああッ！　信じらんない、膝ひざに横座りさせるなんて伊織さんのばかばか、あっ、ちょっ堪かん忍にんしてっ、娘さんの衣の裾をじっくりじわじわ指先で割って、太ももをツゥッ…となぞるとか、だめええええ……ッ」

　私は、きぃっと布を嚙かみ、樹木の幹に爪つめを立てた。椰や真まちゃん椰真ちゃん、私の真似まねをして遊ばないように。

「ダメだこれ以上は見てられん。私が強盗になって金品強奪してくるから伊織さん、破は廉れん恥ちな真似なんて許……むぐっ」

　もののふ魂だましいを燃やして木陰から飛び出そうとした瞬しゆん間かん、胡汀に素す早ばやく口を覆おおわれた。

　問答無用にずるずるとさっきの岩場まで引きずられてしまう。助けて伊織さーん！
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　舞まい戻もどった岩場の休きゆう憩けい地点にて。

「清せい楚そで優しくて鋭えい利り系美男子な伊織さんが、実はたらしなお人だった……」

　ギャップの衝しよう撃げきに、ぷるぷるせずにはいられない。だって私に接するときの伊織さんは、執しつ事じのようにいつも恭うやうやしかった！

　真顔でつい「生き娘むすめさんですか」とも訊ききたくなるくらい初うい々ういしかった！

　その純情紳しん士しっぷりと、さっきの光景との落差がすごすぎるんですが！

　ぶつぶつと虚うつろな目で呟つぶやいていると、岩のひとつに軽く腰こしを預けた白雨さんが、ちょっと意地悪な微笑を浮かべた。

「だから言ったろうに。所詮男とは浅ましきもの。女を食い物にすることしか考えぬ。──そら、おまえの飼い主たる胡汀だとて同じこと」

「あのう、白雨さんまでいつの間にか『胡汀が飼い主、私が阿呆鳥』とお考えに……って、えっ、胡汀？　胡汀も同じって」

　私はぎょっとし、胡汀と白雨さんを交こう互ごに見た。

　白雨さんはこれまでのつらい人生経験が原因で、男性への偏へん見けんと嫌けん悪おが凄まじい。だから、発言も過激なものが多く、伊織さんと頻ひん繁ぱんに口論をする。

「で、でも胡こ汀ていは、胡汀が、そんなこと」

　まさか飼い主の胡汀まで引き合いに出してくるとは思わず、私は見るも無む惨ざんってほどに狼狽えた。

　肝かん心じんの胡汀は、「女同士の会話になんて、興味も関係もありませーん」というしれっとした顔でそっぽを向いている。

　白雨さんはふいに身を寄せてきて、囁ささやいた。胡汀に聞こえないように。

「では訊け、この男に。今まで何人の女を引き寄せ、かき抱いだいたか。身分を持つ、若く美しい男が清貧を貫つらぬき、一いつ切さい女遊びをせぬとでも？　さあ、訊くといい」

　嗜し虐ぎやくの色をにじませたきれいな白雨さんの目に、私は息を吞のんだ。

　勘かん違ちがいをしていた。白雨さんは、男性だけでなくすべての人間を憎んでいる。

　足手まといなくせに胡汀から守られている私のことも、きっと打ちのめしてやりたいと思うくらいに嫌きらいなんだ。

　白雨さんは吐と息いきとともにまた、私の耳に囁いた。誘さそうような声こわ音ねだ。

「ああ、だけれども。おまえのように色いろ香かも器量もないつまらぬ娘むすめなど、はなから相手にはされぬことだろう。そういえば、常より阿呆鳥扱あつかいだものな？」

　私、ものすごーく「ショックを受けた！」という情けない顔をしたんだと思う。胡汀がふと、厳しい視線を白雨さんに向ける。

　墜つい落らくの勢いで落ち込みかけたとき、実に悪いタイミングで胡汀が私を呼んだ。

「こら阿呆鳥、なんの話をしている」

　阿呆鳥。こっちに近づこうとする胡汀から、私は数歩逃にげた。胸が痛い。

　頭のなかには、白雨さんみたいに美人なお姉さんたちを腕に抱だく胡汀の姿があった。さっきの伊織さんと重なる。

「おまえ、なぜ俺から逃げようと」

「──や、やってみます！」

　突とつ然ぜん叫さけんだ私に、二人は驚おどろきを見せた。

「私だって色いろ仕じ掛かけや強ごう盗とうもどんとこい、きっとなにか役に立てることもあるはずで！　だから、なんとかしますから、少し待っていてください！」

　呆あつ気けにとられる二人をその場に置き去りにし、私は全速力で逃とう亡ぼうした。

　白雨さんの言葉を真に受けて傷ついた、という理由だけで逃げたんじゃない。

　もっと卑怯な考えもあった。

　胡汀は山中に一人暮らしをしている。だから、特別な相手なんていないだろうと簡単に決めつけていた。

　でももし、私が知らないだけで恋こい人びとがいるのならば。あるいはこの先、大事な人ができたら。

　私、近々見捨てられるのかな。そのときはどこへ行けばいいんだろう。

　胡こ汀ていに見放された瞬間、孤こ独どくという言葉が全身にのしかかってくる。

　そういうことを、とっさに考えた。

　──考えずにはいられない自分の卑いやしさ、嫌らしさに、胸がはち切れそうになって胡汀を見ていられなくなったんだ。

　逃げるという軽けい薄はくな選せん択たくがどんなに迷めい惑わくをかけるか、どんなに相手を傷つけるか、まったくわかりもせずに。

　しかしだ。これが因果応報ってやつなんだろう。

　無我夢中のまま走って走って、走りまくったあげく、私はドロドロの底なし沼ぬまに落ちてしまった。

　──どのくらい時間が経過したのか。

　少しのあいだ、気絶していたらしい。

　目を覚ますと、なぜか洞どう窟くつみたいな場所にいた。

　真まっ暗くら闇やみじゃないのは、壁かべにひかりごけ的なものがびっしりと張り付いていたためだった。

　恐おそる恐る天てん井じようを確かく認にんすると、地面同様、今にも崩くずれそうな泥どろに覆われている。

「もしかして沼底から繫つながっていた地下洞窟に落ちたとか？」

　悩なやみつつ、出口を探そうとしたとき。

　ずず、ずずず、と洞窟の奥側から、なにかひどく重量のあるものを引きずってくる音が聞こえた。

　暗闇を払はらい、姿を現したもの、それは。

「──人間の娘が、迷い込んでくるとは」

「…………ぎゃー!!」

　私はゴツイ悲鳴を上げた。

「な、ナマズ？　ライギョ!?　足して二で割った的存在ですか！　しかもデカッ！」

　二メートル級のバカでかいナマズライギョな生き物が、私を見下ろした。

「……無礼な娘よの。食うてやろう」

　ナマズライギョ様は大きく口を開けた。その口こそがひとつの洞窟であるように。

　私は蒼そう白はくになり、ぎゅっと身体からだを縮めた。罰ばちがあたったんだ。さっきあんなに軽けい率そつな態度を取って、逃げ出した罰。

　がぶっと殺やられる衝撃におののいていたんだけれど……、あれ？

「──ワレ、なにを持っている？」

　ナマズ様は食べるのをやめて、不思議そうに私を見つめた。

「草花の匂においがする」

　草花？

「あ！　胡こ汀ていにあげようと思って、四つ葉だけは帯の間に挟はさんでいたっけ」

　でも毒草だと知り、渡わたせずじまいというか、捨てるのをすっかり忘れていた。

　私は、ちょっとへにょった四つ葉を取り出し、切ない目で見つめた。すると、ナマズ様のヒゲが伸のびてきて、私の手から四つ葉を丁てい寧ねいな動きで奪うばっていく。

「ナマズ様……？」

「つくづく無礼よの。わしは沼の主、『ぬまごえ』よ。まあ、よい。久方ぶりに美しき草を見た。許しをやろう」

「あの、それ、でも毒草で」

「蜜みつ葉はを他ほかの毒草と同じくするでない。蜜葉の毒は、大地に対する敬けい慕ぼゆえ。生死を受け止める土に溜たまった毒素を吸い上げ、浄じよう化かしているためよ。世でもっとも健けな気げな草であろうに」

　私は目をぱちぱちさせた。みつは。この世でもっとも健気な毒草なんだって。

「して、人間の娘がなぜわしの領域に。ただびとが容易たやすく迷い込める場所ではないのだが。ふぬうん？　ワレ、なにやら異様な気を持っておるな。不可思議なこと、凡ぼん庸ような娘にしか見えぬのに」

「ぬまごえ様、今一番の禁句を口にされました……。私なんて、私なんて！　なんの取り柄えもない阿あ呆ほ鳥どりですとも。胡汀からすれば、孔く雀じやくや白鳥の群れに迷い込んだスズメ状態なんですよきっと。つらいことがあるとすぐに逃げ出すこの軟なん弱じやくっぷり。すみません、しばらくのあいだ、洞窟の隅すみっこを私に貸してくれませんか。全身苔こけむして白骨化するまで、どっぷりじっくり落ち込もうかと」

「ぬ、ぬう……」

　こうして成り行きで、案外お人ひと好よしなぬまごえ様による私の人生相談が始まった。
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「にほんの、じょしこうせい、とな」

「はい、日本の女子高生です。私、今まで自分がどんなにお気楽に過ごしてきたのか、ココに来てしみじみ実感しました」

「若い娘とは皆みな、気楽なものであろ」

「でも、なにも役に立たないし、阿呆鳥だし軟弱だし、色気もゼロで」

「さようか。だが案ずることもなし。世の男がすべて、容姿美しく色香もたっぷり、なおかつ有能で人ひと柄がらもよく、気品溢あふれる女ばかりを好むとも限るまい。なかには珍ちん味み好きの希少な者とておろうに」

「珍味……希少……」

「い、いや、ワレのことを言うたわけでは。ワレとて多少は特技もあろ？」

「あ、こう見えて賭と博ばくの猛も者さです、ふふん」

「珍めずらしき娘むすめよの。ふうぬ、それならばひとつ、わしとなんぞ賭かけてみようかの」

　ぬまごえ様は、眠ねむたげにゆっくりと瞬しばたたいた。どうも笑ったみたいだ。

「ワレはおのれを無益な者だと卑ひ下げしている。しかしながら、ワレの保護者どもは、有益な者しか受け入れぬ輩やからなのか」

「いえ！　そんな冷たい人じゃ！」

「では賭けよ。ワレはおのれを恥はじて保護者どもから逃げてきたという。そういう厄やつ介かいで億おつ劫くうで面めん倒どうなスズメ的ワレがいなくなり、せいせいしているのか。それとも、どれほど愚ぐ劣れつであっても、ワレを取り戻もどそうと必死に動くだろうか」

　ぬまごえ様ってばとぼけた顔してなかなかに胸を抉えぐるキツイ表現……て、はい？

「その飼い主とやらがワレを見限るのなら、そうさな、ワレ、わしの妻となれい」

　妻？　お嫁よめさんのことですか？

「ナマズライギョ様の、お嫁さん……。ちょっと待ったー！　私阿呆鳥扱あつかいされていますが一応人間でして、その、異種婚こんというのは色々と深い問題が！」

「まこと無礼な娘よの。仕方のないこと。人の形になればよいのだろ」

　ちょっぴり不満そう、かつ迷惑そうに呟つぶやくと、ぬまごえ様はぐるんと身をよじるような動きを取った。途と端たん、そのデカイお姿が濃のう厚こうな青い霧きりに包まれ──。

「美しかろ」

　どこか長閑のどかに自じ慢まんするぬまごえ様の人間バージョンを目にして、私は絶句した。

　眼まな差ざしがなんとも色っぽい、しっとり系美男子だったとは。長い黒くろ髪かみを斜ななめに結ゆい上げ、大ぶりの簪かんざしをさしている。

「どうか。悪くなかろうに？」

　至近距きよ離りで、穏おだやかに甘く微笑ほほえまれた。

「……ふ、ふつつか者ですが、末永くよろしくお願」

　つい、ぐっと親指を立てて熱く誓ちかいそうになってしまったが、いかん！

「理性を取り戻せ私、ここで頷うなずいたら胡こ汀ていにお仕置きされる！　あのですね、確かに完かん璧ぺきなお姿なんですが、その」

「そうか、そうか。では賭け成立な」

「私はまだ恋こいに恋する純粋なお年とし頃ごろなので、いきなり妻というのはハードルが高……って、ナンデスッテー！」

「魂たましいだけ、しばし地上に戻してやろう。ただし、落らつ暉きの美が果つるまで。その刻限までにワレの名を呼び、求める者おらねば、魂は再び我が手のなかに落ちる」

　ぬまごえ様は妖よう艶えんに笑い、先ほどの蜜葉にふっと二度、息を吹ふきかけると、なんと私の口に突つっ込んだ。

　砂糖みたいにその蜜葉が口内で溶とける。って、これ、毒草じゃなかったですか!?

「なんぞ間ま抜ぬけな顔をしているが、賭博の猛者ではなかったか？　それともまた逃にげるのか？　他者の心を疑い、信ずることなく、おのれを卑下するばかりで、ワレ、いったいなにを為なせようか」

　そのお言葉に、どきりとした。

「呼ぶ者おればワレの勝ち。打てば響ひびくように、ワレに地の加護をくれてやろう」

「あああんヤケだー！　も、もう逃げませんとも！　私ってば無敵の女王、落ちゲーも格ゲーも得意です。将しよう棋ぎなんて、ふふん、私に挑いどんで砕くだけ散った身の程知らずの敗者たちの屍しかばねで山を築けま」

「さっさとゆけ」

「はい……」

　ってどこに行けば？　戸と惑まどった瞬しゆん間かん、ぬまごえ様は、蜜葉にしたように、私にふうっと息を吹きかけた。身体が青白い炎ほのおに包まれ、なんだか熱くなる。

「なあ娘、人の益とはなんであろうな？」

　え？　返事をする間もなく、地上にぽんっとタマシイが浮うき上がって──。

　気がつけば、鬱うつ蒼そうとした山中にいた。

　……ここどこー。

　突とつ然ぜん変わった景色に怯おびえながら周囲を見回す。向こうの木々の横に馴な染じみの人々の姿があるのに気づいた。

　胡こ汀ていと白雨さん、いたー！　あっ、伊織さんも戻ってきている。どうやら無事に食料を入手できたみたいだ。あの娘さんとはどうなったんだろう。

　既すでに、西日が差す時刻だ。

　ええと、刻限は落暉の美が果つるまで……、ふ、歴史小説好きな祖父のおかげで落暉の意味は存じていますとも。沈しずむ太陽のこと。つまりだ、日にち没ぼつまで自由時間をやるよ、という意味だろう。

　じゃあ、あんまり余よ裕ゆうがない。私は慌あわてて胡汀たちに近寄った。

　うわっ、今の私、椰や真まちゃん的にふよふよ浮いてますけれど！……少し楽しいな、無重力状態。

「──それで、白雨の妄もう言げんが原因で、あの女によ人にんは消えたと？」

「おまえのふしだらな振ふる舞まいに嫌いや気けがさし、逃げたのだろう」

「おまえは人を嘲あざけり、見下すことしかできぬのか。自分に咎とがはないとでも？」

「私に咎など！」

　あああっ伊織さんと白雨さんってば、また口論だ！

　普ふ段だん、仲ちゆう裁さい役のはずの胡汀は顎あごを手に置き、思案顔で俯うつむいたまま反応しない。

　私はおろおろと胡こ汀ていの周りをうろついた。賭けって言っても、タマシイ状態の私にできることなどなにもない。この賭けは分が悪すぎる。

　どうしよ、誰だれも気づいてくれな……って、椰や真まちゃん凝ぎよう視しー！

　私が見えてる？　わかる？

　椰真ちゃんは私のほうに顔を向け、不思議そうに首を傾かしげた。ううん、見えてはいないけれど、どうやらなにかを感じてはいるらしい。

「くき？　ぬまごえの気？……知夏？」

　そうそうそう、そうなんですよ！

「胡汀。おそらく知夏は沼ぬまにいる」

　椰真ちゃんの言葉は、胡汀と私にしか聞こえない。怪け訝げんそうに顔を上げた胡汀が、「どこの沼だ？」と椰真ちゃんに向かって口を動かした。

　椰真ちゃんは訳知り顔で深々と頷くと、ふよっと漂ただよい、私が落ちた沼の場所まで胡汀を案内した。

　椰真ちゃん、いい子だ。でも違ちがうんだよー！　沼を発見しても意味がない。名前を呼んでくれれば、戻れるんだよー！

　って椰真ちゃんが既に呼んでくれたけれど、そうか、人ではなく幽ゆう霊れい的存在だからノーカウントになるんだろう。

　突然歩き始めた胡汀に驚おどろきつつも、伊織さんたちがあとをついてきた。うん、二人とも元気に罵ば倒とうし合ってだ。

　沼は、思ったより岩場から近い場所に存在した。一面を落葉が覆おおっているため、ぱっと見ではそこに沼があるとわからない。

「異様なこと。これは『目め隠かくし沼』だな」

　胡汀が眉まゆをひそめて呟く。

「けきき。ぬまごえ、という沼神の住すみ処かゆえ、本来ならただびとが踏ふみ込むことなどできぬ一角だ。だが、知夏は見事、界を破って、落ちたようだぞ。知夏の気配がこの場に強く残っている」

「あの阿あ呆ほ鳥どりめ、性しよう懲こりもなく逃げ飛ぶとは。沼に落ちるのではなく、枝にでも引っかかっていれば捜さがしやすいものを」

　白熱した舌ぜつ戦せんを繰くり広げている二人を尻しり目めに、胡汀はひとつ溜ため息いきを落とし、おもむろに外衣を脱ぬいだ。それから躊躇ためらいなく沼に入る。しかし。

「どういうことだ？」

　沼は、胡汀の膝ひざ下した程度しか深さがなかった。なんで？　底なし沼だったはずなのに！

「くけけ。本来辿たどり着けぬ一角と言うたはず。たとえ神じん力りよく高きおまえでも。人が、神の領域を安易に穢けがせようか」

　つまり、普ふ通つうの人間ではぬまごえ様の洞どう窟くつには行けないってこと？　私の場合、別次元の人間だから行けたのかも。

「馬ば鹿か娘むすめめ、神の領域だと！」

　胡こ汀ていは眉み間けんに深い皺しわを作って怒いかりの声を上げた。私だけじゃなく口論していた伊織さんたちまでも、びくっと動きをとめる。

　こっ怖こわっ、アレ絶対、「もう許さん、戻もどってきたら首輪をはめて、どこにも飛べないよう羽をむしってやる…！」ってな怨おん念ねん溢あふれる眼差しだ！

　というか、無事戻ってこられるのかな。

　胡汀、胡汀ー。私、ここだよ。名前呼んでくれたら喜んで戻っちゃうし、羽もちょっとくらいならむしっていいし、いや、羽はない、ない。一応人間……、痛いの本当は嫌だけど一回くらいであれば、ぶ、ぶってもいいし、どうかお願い。

　目め頭がしらが熱くなった。誰も気づいてくれないのは寂さびしい。ここにいるのにな。

　幽霊的存在の椰や真まちゃんも、私と胡汀がいないときはいつもこういう気持ちでいるのかな。

　一度髪かみの毛を乱暴にかきむしって虚こ空くうを睨にらむ胡汀に、恐おそる恐る近づく。

　私もう、ずっと阿呆鳥でいいや。これが本当の名前だったらよかったな。

　そしたらとっくに戻れている。

　……違う、根本の考えが間ま違ちがってる。ちゃんと名前を呼んでもらえるような存在に──名前を呼んでそばに置きたくなるような大事な存在になれていないのは、私自身の素質や言動が原因なんだ。

　だってすごく我わが儘ままだった。つらいことからすぐ逃げる。他人を勝手に自分の予想の枠わくにはめて、違っていれば失望する。私の考えや気分のために、皆みな生きているわけじゃないのに。

　たまらない気持ちになり、縋すがるように、胡汀の手を握にぎってみた。でも、すかすかと通り抜ぬけるだけ。摑つかめない。

　ぶわあっと涙なみだがわいた。この手が好きなのに。意地悪な、でも必要以上に傷つけることは絶対にしない、ぶっきらぼうな優やさしい手が好きなのに。

　やだよー、やだよー、胡汀と一いつ緒しよにいたいよー。

　どうしよう、もう日が沈んじゃう。

　ぬまごえ様は悪い神様じゃなさそうだし、私をどついたりつついたり髪の毛雑草摑みとか間違ってもしないだろうけれど、でもでも違うもん。胡汀にいびられたいよ、バイオレンスに罵ののしられたいよ。

「……日が落ちる。獣けものの刻ときが来る前に、早く捜し出さねば」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの伊織さんがそう言って、身を翻ひるがえした。白雨さんも「なぜ私までが……」と不満そうに呟つぶやくと、きっと私を捜そう索さくしてくれるつもりなんだろう、伊織さんに続いて木こ陰かげへと消える。ごっ、ごめんなさい、ご迷めい惑わくをおかけして。

　胡こ汀ていは不ふ機き嫌げんそうな顔をして沼から出ると、困った様子の椰や真まちゃんに鋭するどい目を向けた。

「あの馬鹿娘は、確かに沼に落ちたのか」

「くき。知夏の気配がここで消えている」

「沼神に囚とらわれるとは。厄やつ介かいな娘だ、俺に、神に仇あだなせとでも！」

　厄介。そうだよね、厄介だよね。はっきり言われて、私はすこぶる落らく胆たんした。

　だから、たった二文字の名前さえも呼んでもらえないんだ。

　簡単なことが一番難しい。

　ぬまごえ様のお嫁よめさんになったらもう胡汀に会えないのかなあ。

　胡汀、ごめんなさいごめんなさい、軽けい率そつなことしてごめんなさい。

　険しい表情を浮かべる胡汀の正面に立ち、西日が残っているうちに、その姿を目に焼き付けようとしたとき。

　胡汀は先ほど脱いだ外衣をなぜか裏返して着込み、その場に片かた膝ひざをついた。ゆるりと優ゆう雅がに礼をとり、沼を見み遣やる。

　どこか傲ごう然ぜんとした、ひどく美しい眼まな差ざしだった。覇は者しやのように輝かがやかしく、猛たけ々だけしく。

「人たる者が申し上げる。沼神よ、とらえし娘は俺の鳥。穢すことなくお返し願う。──否いなであるなら奪うばいにゆく」

　あっ。

「阿呆知夏、さっさと戻れ。俺の許可なく神に懐なつくな、よその腕うでで囀さえずるな」

　囀……、ああっ！　名前──呼んだ！

　ふいに、身体からだが燃えるように熱くなった。というか、またもや全身が青白い炎ほのおに包まれ、そして重力が戻っ──こける、突とつ然ぜんの重力、こける！

「──知夏」

　地面に突つっ伏ぷしそうになった瞬しゆん間かん、反射的という感じで伸のばされた腕が、腰こしを支えてくれた。危なっ。

　慌あわてて顔を上げる。えっらく驚きよう愕がくしている胡汀と視線が絡からんだ。

「おまえ、どこから飛」

「う、ああああん……！　ただいまただいま、ごめんなさい、胡汀ー！」

　私は叫さけび声を上げて胡汀に飛びついた。

「私、ずっと胡汀の飼い鳥です、好きなだけ罵倒して暴行して辱はずかしめて雑草摑みもしてください、うあああん！」

「……俺を狼ろう藉ぜき者もののように言うな」

「暴君でも極ごく悪あく非道でもハーレム推すい奨しよう系でも美女好きでも、やっぱり胡汀のそばにいたいで……痛っ、でこぴん痛たっ」

「縄なわで繫つないでやる、阿呆鳥め」

　暴言を紡つむぐ声のなかに安あん堵どが混じっていること、知っている。守るように、きつく私の背中に回った両りよう腕うでも、あたたかい。

「勝手にどこへでも飛んでいくな」

「はいっ、私、ちゃんと服従します、ご奉ほう仕しもたくさんします」

「誤解を招くようなことをよくも次々と」

「きっと役に立てるように、頑がん張ばりますから」

「──誰だれが、役に立てと言った？」

　胡こ汀ていはふと、生き真ま面じ目めな声を発した。

「役に立つものは暮らしを豊かに。しかし、役に立たずとも無益であるとは限るまい。──往々にして、心を満たす、ということがあるだろうに」

　胡汀の言葉に驚いたとき、伊織さんたちが戻ってきた。私を見て、二人は感情を押し隠かくした複雑そうな顔をした。

　私は胡汀の腕からもぞりと抜け出し、二人に思い切り頭を下げた。

「ごめんなさい！　自分勝手な行動をして、ご迷惑をおかけして」

「俺の醜みにくき所行に嫌けん悪おし、逃にげたのか？」

　伊織さんの、表情そのままの複雑な声にはっとした。

　私が彼らの言動に対してなにかを考えるように、彼らもまた、私の言動によって心の色を変えていく。

　そんな大事なことを見過ごしていた。

　──見過ごしてきた過去はもう修正できないけれど、未来は違ちがう。少しの思いやりで、きっと心を重ねていける。

　私は、伊織さんと白雨さんの袖そでをきゅっと握った。二人が少しびっくりした顔で、私を見下ろした。

「いいえ、伊織さん。あのう、醜くてもいいんです。私にもとても醜い気持ちがあって、だから軽率なこともして、だけどなにかを間違えたりつらくなったりしつつも一歩一歩、みんなが喜んでくれるよう頑張っていく。頑張るきっかけをくれる醜い気持ちって、実はとてもきれいなものかもしれないなあ、って……思ったりも、したりとかですね……あっ、あの！　娘さん誑たぶらかし作戦、お疲つかれ様でした。次はぜひ私にまかせてください！　その完かん璧ぺきな誘ゆう惑わくっぷりを参考にして、美男子たちを私の色気で攻こう略りやく……いたっ、痛た、って胡汀かと思ったら白雨さんまで虐ぎやく待たいを、痛っ、いたた」

　涙目で皆みなを見上げると、苦く笑しようしていたり、呆あきれていたり。でも優しい瞳ひとみ。

　ぬまごえ様も優しく苦笑して見守ってくれている気がした。きっとね！







　あとがき







　こんにちは、糸森環です。

　花神シリーズ、早いもので八巻目となりました。気がつけば一巻から既すでに一年以上が経過しているんですね。

　ここまでお付き合いくださった方、ありがとうございます。




　前巻までの重苦しい展開からやっと脱だつ却きやくし始めた主人公ですが、次の困難が待ち構えています。色々なものを見聞きして、少しずつ強くなってきたでしょうか。

　七巻のあとがきでキャラクター名に触ふれたので、今度は舞ぶ台たい設定、神々の名前等についてを。

　世界観は日本神話をベースにしてますが、緋ひ宮みや・緋ひ剣けん関連の部分では「八犬伝」の要素も少し取り入れております。

　他ほかに参考とした歴史や古典については次の機会に書きたいと思います。

　次に名前です。陽ひ女め神がみや月つき神がみ、星ほし神がみ、宇う迦か迦か神、ことじろ等、どのキャラも字じ面づらや発音で日本神話の神々を連想できるものにしていますが、完全に同一ではありません。

　陽女神（花神）は知夏の名前と合わせています。

　ところで、日本神話に登場する神々名は本当に面おも白しろく、わくわくとします。ひとつひとつの文字に意味と力があって、それで響ひびきが美しいですよね。

　読むたびに胸が躍おどり、飽あきません。




　この八巻に、二○一二年夏に発売された「プレミアム・ザ・ビーンズ VOL.2」掲けい載さいの番外編を収録していただきました。

　内容的には一巻の山やま越ごえ途と中ちゆうとなっています。

　本編でもちらりと登場する「ぬまごえ」という神が出ています。

　修正にあたって読み返したのですが、この頃ころの知夏はまだ緋宮の運命を知らず、へたれで明るいです。七巻や八巻本編と比ひ較かくすると、なにやらしみじみするものがあります。

　白雨と伊織もかなり険悪ですね。緋剣となり和解してからは結構お酒を飲みかわしている二人なのですが。

　日頃の飲み比べでは白雨圧勝です。リベンジのために伊織はせっせと白雨を誘さそっているという話が、剣けん士したちのあいだで密ひそかに広がっています。

　むしろ白雨は帰き鼓こ廷てい内でもトップクラスの酒しゆ豪ごうという噂うわさがあったりなかったり。

　帰鼓廷では、剣士たちに認められたくばまず酒に強くなれ、が合い言葉です。

　って、お酒の話にずれていきましたが、こちらの短編も楽しんでいただけましたら嬉うれしいです。




　お知らせです。

　二○一四年現在、自身のサイトでいくつか小説を連れん載さいしているのですが。

　その中の「sheシー・&アンドsea・シー」と「Fエフ」の二本をありがたくも書しよ籍せき化していただけることになりました。貴重な機会をいただけまして大変光栄です。ありがとうございます！

　「she&sea」は二月末にソフトカバー単行本で、「F」の方は四月に花神遊戯伝と同じビーンズ文庫で刊行予定となっております。

　海かい賊ぞく系、世界滅めつ亡ぼうな戦記系と、「花神遊戯伝」ともども、こちらの異世界トリップシリーズをよろしくお願いいたします。




　最後に謝辞を。

　担当者様、いつもお世話になっております！　楽しいお話を織り交ぜてアドバイスをくださったりお気き遣づかいくださったりと、本当に感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　鳴海ゆき様、今回の表紙も素す敵てきです。口絵の遠凪たちの美しさと格好よさにどきどきします。

　ビーンズ文庫編集部の皆みな様さま、デザイナーさん、営業さん方にも厚くお礼申し上げます。

　本を置いてくださる書店さん、協力してくれる家族、お力ちから添ぞえくださった関係者の方々にも心より感謝いたします。

　八巻を手に取ってくださった読者様に、どうか楽しんでいただけますように。

　またお会いしましょう。





糸森　環　　
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あさき夢見し、月つく読よみ乙女　本編　　書き下ろし




クローバーと賭博乙女　カドカワムック
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